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        四日市市教育委員会 



 

は じ め に 

  

 

四日市市教育委員会では、平成１５年（初版：平成１４年度版）から、本市

の学校教育の実情を広く情報発信し、市民の方々にご理解をいただくため、「四

日市市学校教育白書」を発行しています。 

平成１７年度版（第４号）からは、本市のめざす学校教育の基盤として策定

した「四日市市学校教育ビジョン」の進捗状況の評価を、この白書のもう一つの

役割として位置付け、ビジョンの重点目標に対する達成状況等について記載して

います。 

本市では、平成２３年度からスタートした「第２次四日市市学校教育ビジョ

ン」における「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむという基本理念のもと、

将来の本市を担う人材の育成に努めています。「生きる力」の柱となる「問題解

決能力」をはぐくむため、その資質となる「確かな学力」の育成を目指すととも

に、「豊かな人間性」や「健康・体力」の育成に努めています。また、「豊かな人

間関係をはぐくむコミュニケーション力」を大切にしながら、「共に生きる力」

をはぐくむ取組を進めています。 

平成２６年度版白書（通巻第１３号）では、本市の子どもの実態についてデ

ータに基づく分析を記載しました。また、各学校・園での取組や学校評価の結果

等を踏まえ、学校教育ビジョンに基づく各施策の実施状況や達成状況等の現状及

び課題等を明らかにしました。 

今後も、本市学校教育の実情について広く市民の皆さんに情報発信するため、

本書をより一層充実させていきます。 

 

四日市市教育委員会 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 
 

 

「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ 「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ 「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ 「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ 

１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 

◆ 基本理念 ◆ 基本理念 ◆ 基本理念 ◆ 基本理念 

 

 

 

平成２３年度からスタートした「第２次四日市市学校教育ビジョン」の取組も４年

が経過しました。本ビジョンでは、 「生きる力」「共に生きる力」「生きる力」「共に生きる力」「生きる力」「共に生きる力」「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむという基本理

念のもと、将来の四日市市を担う人材の育成に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点 ◆ めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点 ◆ めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点 ◆ めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点 

子どもの姿から導き出された課題について、３つの視点から整理し、常にそれらを

意識した取組を進めています。     

        

    

    

    

    

将来、子どもたちにとって「生きる力」として必要

な「問題解決能力」とともに、「豊かな人間性」やたくまし

く生きるための「健康・体力」は、「生きる力」を形作

る大きな柱です。このビジョンにおいても、これらの

資質や能力などを育成する取組を進めていきます。  

 
 
「豊かな人間関係をはぐくむコミュニケーション力」を大 切 にし

なながら、「共に生きる力」をはぐくむ取組を進めます。

 段差のない教育 
子 ど も の 成 長 や

発 達 に 応 じ た 指 導
方 法 の 工 夫 や 体 制
の整備を図り、より
滑 ら か に 接 続 で き
るよう努め、幼保小
中 の 学 び や 育 ち の
連 続 性 を 大 切 に す
る教育を進めます。 

 家庭・地域との協働 
学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の

そ れ ぞ れ が 担 う 役 割 と
責 任 を 果 た し な が ら
「 地 域 と と も に つ く る
学校」の実現をめざし、
学 校 と 家 庭 ・ 地 域 と の
協 働 を よ り 進 め て い き
ます。 

途切れのない支援 
特別な支援を必要とする子ども、

いじめ・不登校に悩む子ども、問題
行動を起こす子ども、外国人幼児児
童生徒等に対し、学校区・園が関係
機関や家庭・地域との連携を広げな
がら、ネットワークを構築し、乳幼
児 期 か ら 就 労 に 至 る ま で 途 切 れ る
ことなく、必要な相談や支援をきめ
細 か く 行 う こ と が で き る 体 制 づ く
りに努めます。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 
 

 

輝く よっかいちの子ども 輝く よっかいちの子ども 輝く よっかいちの子ども 輝く よっかいちの子ども 

◆ めざす子どもの姿 ◆ めざす子どもの姿 ◆ めざす子どもの姿 ◆ めざす子どもの姿 

 

    

「生きる力」としての「問題解決能力」、「豊かな人間性」、「健康・体力」、そして、

本市が大切にしている「共に生きる力」としての「豊かな人間関係をはぐくむための

コミュニケーション力」を育成することにより、それぞれ実現したい子どもの姿を次

のように示します。 

 

 

 

各教科の基礎的・基本的な内容を身につけ、自分の考えをもち、自分で判断し、表

現できる力や学習に取り組む意欲を高め、さまざまな問題に主体的に対応し、解決し

ていこうとする資質や能力が向上しています。 

 

 

    

    

自然体験・社会体験・生活体験や文化的な活動に積極的に参加し、豊かな人権感覚

や規範意識を身につけ、将来において社会的に自己実現ができる資質や能力が向上し

ています。 

 

 

 

 

仲間と関わりながら進んで運動に取り組み、生涯にわたって運動やスポーツに親し

む資質や能力とともに、自他の健康や安全について考えるなど、健康・安全を適切に

管理し、改善していくための実践力やたくましく生きるための体力が向上しています。 

 

        

    

 

聴く力・話す力、自分と他者との関わりの中で行動できる力（社会性）が向上して

います。また、他者を認め、互いに尊重し、共に向上しようとする意識をもって行動

し、学習集団や生活集団、自主的・主体的活動集団の質が向上しています。 

 

これらの力を兼ね備え、将来においても、自己の個性を生かし、他者とともに協調

し、主体的に社会にかかわろうとする社会人として成長していくことができる資質や

能力を身につけた、本市のめざす子どもの姿を「輝く よっかいちの子ども輝く よっかいちの子ども輝く よっかいちの子ども輝く よっかいちの子ども」として示

します。  

将来、社会人として生きるために必要な問題解決能力を身につけた子ども将来、社会人として生きるために必要な問題解決能力を身につけた子ども将来、社会人として生きるために必要な問題解決能力を身につけた子ども将来、社会人として生きるために必要な問題解決能力を身につけた子ども  

自らを律しつつ、他者とともに協調し、人を思いやる心や感動する心など、豊か自らを律しつつ、他者とともに協調し、人を思いやる心や感動する心など、豊か自らを律しつつ、他者とともに協調し、人を思いやる心や感動する心など、豊か自らを律しつつ、他者とともに協調し、人を思いやる心や感動する心など、豊か

な人間性を備えた子どもな人間性を備えた子どもな人間性を備えた子どもな人間性を備えた子ども  

自他の健康・安全について実践していく力やたくましく生きるための体力を備自他の健康・安全について実践していく力やたくましく生きるための体力を備自他の健康・安全について実践していく力やたくましく生きるための体力を備自他の健康・安全について実践していく力やたくましく生きるための体力を備

えた子どもえた子どもえた子どもえた子ども  

他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに 尊重し、共に尊重し、共に尊重し、共に尊重し、共に 向上向上向上向上

する人間関係を築くための資質を備えた子どもする人間関係を築くための資質を備えた子どもする人間関係を築くための資質を備えた子どもする人間関係を築くための資質を備えた子ども  

- 3 -



             
第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 
 

 

施 策 ・ 取 組 施 策 ・ 取 組 施 策 ・ 取 組 施 策 ・ 取 組 

基 本 理 念 基 本 理 念 基 本 理 念 基 本 理 念 

「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ    

めざす子どもの姿 めざす子どもの姿 めざす子どもの姿 めざす子どもの姿 

輝く よっかいちの子ども 輝く よっかいちの子ども 輝く よっかいちの子ども 輝く よっかいちの子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決能力問題解決能力問題解決能力問題解決能力  

豊かな人間性豊かな人間性豊かな人間性豊かな人間性     

健康・体力 健康・体力 健康・体力 健康・体力 

豊かな人間関係をはぐくむ豊かな人間関係をはぐくむ豊かな人間関係をはぐくむ豊かな人間関係をはぐくむ    

ためのコミュニケーションためのコミュニケーションためのコミュニケーションためのコミュニケーション

１ 段差のない教育１ 段差のない教育１ 段差のない教育１ 段差のない教育    ２ 途切れのない支援２ 途切れのない支援２ 途切れのない支援２ 途切れのない支援    ３ 家庭・地域との協働３ 家庭・地域との協働３ 家庭・地域との協働３ 家庭・地域との協働    

めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点    

重 点 目 標 重 点 目 標 重 点 目 標 重 点 目 標 
目標① 問題解決能力の向上       目標⑤ 就学前教育の充実 目標① 問題解決能力の向上       目標⑤ 就学前教育の充実 目標① 問題解決能力の向上       目標⑤ 就学前教育の充実 目標① 問題解決能力の向上       目標⑤ 就学前教育の充実 

目標② 豊かな人間性の育成       目標⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 目標② 豊かな人間性の育成       目標⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 目標② 豊かな人間性の育成       目標⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 目標② 豊かな人間性の育成       目標⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 

目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 目標⑦ 家庭・地域との協働の推進 目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 目標⑦ 家庭・地域との協働の推進 目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 目標⑦ 家庭・地域との協働の推進 目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 目標⑦ 家庭・地域との協働の推進 

目標④ 特別支援教育の充実       目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 目標④ 特別支援教育の充実       目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 目標④ 特別支援教育の充実       目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 目標④ 特別支援教育の充実       目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 
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２ 重点目標の達成に向けた取組 
 

 

２ 重点目標の達成に向けた取組 
 

◆ 重点目標の達成状況◆ 重点目標の達成状況◆ 重点目標の達成状況◆ 重点目標の達成状況  

重点目標の達成状況を把握するため、それぞれの重点目標に成果指標を設定し、

その進捗状況を把握しています。 

平成２６年度の重点目標における成果指標の目標値と実績値平成２６年度の重点目標における成果指標の目標値と実績値平成２６年度の重点目標における成果指標の目標値と実績値平成２６年度の重点目標における成果指標の目標値と実績値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表中『全国学調』の表記は、全国学力・学習状況調査を示す。 

※市政アンケート…毎年度実施の市内居住の 20 歳以上の市民 5,000 人(無作為抽出)へのアンケート 
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下図は、第２次四日市市学校教育ビジョン策定時の現状値（平成２１年度実績値）

と本年度までの実績値の推移及び平成２７年度の達成目標値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点①「問題解決能力の向上」では、「授業で学習したことは将来の役に立つ」との

問いに対し「そう思う」「ややそう思う」と回答した子どもの割合が 1.4 ポイント上昇

しました。この成果指標については、問題解決能力を向上させるには、基礎学力の定

着を図り、学ぶ意欲をはぐくむとともに、社会の中で共に生きる実践的な態度や資質

を育成することが大切な要素であると考え、児童・生徒の学習意欲や目的意識を成果

として評価するよう設定したものです。 

学力については、子どもの意欲や意識など主観的な評価とともに、より客観的な数

値を用いた指標による評価も必要であると考えます。平成２７年度末に策定する第３

次学校教育ビジョンにおいては、全国学力・学習状況調査の数値等、複数の指標によ

り評価することを検討していきます。 

 

本市では『問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック』を活用しています。

各学校では、ガイドブックに示された『四日市モデル（５つのプロセスに分けた授業
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モデル）』に基づき、問題解決能力の向上を目指した授業改善に取り組んでいます。子

どもの興味・関心や学習意欲を向上させ、実社会と結びつくような学習課題の一層の

工夫を図ることで、社会に出ても活用できるような問題解決能力を身に付けさせるこ

とを目指しています。将来における実生活や社会と学習した知識とを関連づけるよう

に意識して取り組んだ結果が、子どもの着実な歩みとなって表れています。 

また、問題解決能力を高めるため、その基盤となる基礎学力の定着が求められてい

ます。今後も、小学校・中学校１年生 30 人学級等を活用した少人数教育、学びの一

体化の取組、ＩＣＴの活用等、本市の重点施策をさらに充実をさせ、問題解決能力の

基盤となる学力の向上を図る必要があります。 

 

重点②「豊かな人間性の育成」については、昨年度と比較して 0.６ポイントの下降

が見られ、この３年ほどは、ほぼ横ばいの結果となっています。 

豊かな人間性を育成するためには、生徒指導・教育相談をはじめ、道徳教育、人権

教育、読書活動など、本市の施策を総合的、調和的に推進することが必要です。 

また、学校だけでなく、家庭や地域との協働により、豊かな学習環境や体験活動の

機会を設けることも、大切な要素となります。 

今後も、基本的な生活習慣や規範意識を身につけ、他者と協調し、安心した学校生

活を送ることができるような環境を整えるとともに、子どもたちの自己肯定感が高ま

るような活動を充実させていくことが求められます。 

 

重点③「健康や体力を育む教育の充実」については、小学校５年生と中学校２年生

に実施した８種類の体力調査の合計点を５段階（Ａ～Ｅ）に分けたときの上位三段階

（Ａ～Ｃ）の割合を指標としています。本年度も、昨年度と同様 70％となっており、

目標値の 75％を下回りました。特に小学校５年生男女と中学校２年生男子において、

下位（Ｄ、Ｅ評価）の割合が全国と比べて高いことが特徴です。 

本市では、体育科（保健体育科）の授業の初めに行う「５分間運動」の取組をはじ

め、子どもの運動量と質の確保に努めています。子どもたちの運動への意欲と体力の

向上につなげるため、特に小学校においては、体を動かすことの楽しさを味わわせる

ような取組や、「つけたい力」を明確にした授業を展開することが大切です。 

 

重点④「特別支援教育の充実」については、昨年度に比べ、2.1 ポイント下がりま

したが、目標値の 85％は達成している状況です。 

本市では、校・園内特別支援教育の推進体制の充実とともに、教育委員会が、こど

も未来部、健康福祉部と連携し、早期から一貫した教育支援システムを構築してきま

した。保護者からは、一定の評価を得ていますが、施策の内容についてさらに理解を

進める必要があります。今後は、一人一人の教育的ニーズや保護者の考えに応じた適

切な指導・支援が行えるよう、基礎的環境整備や合理的配慮等について整備を図って

いく必要があります。 
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重点⑤「就学前教育の充実」については、昨年度に比べ 0.9 ポイント上昇しました。

「お子さんは登園を喜んでいますか」「園の生活や遊びが楽しいと言っていますか」と

の問いに対し、「そう思う」と肯定回答する保護者の割合が、徐々に増加していること

がわかります。本市の幼稚園では、遊びを通した体験が、その後の生きる力へつなが

ることを重視しています。幼児の遊びを充実させるため、年齢や発達課題に応じた環

境構成を行い、幼児の特性に応じた指導の工夫を行っています。さらに、遊びを通し

た学びの充実を目指し、公開保育を積極的に取り入れ、教職員の研修を深めています。 

このような取組に加え、園のＨＰ等を活用した積極的な情報提供により、子どもも

保護者も安心して楽しく過ごせる教育環境をつくっていることが、これらの成果につ

ながっていると言えます。 

 

重点⑥「時代の変化に対応する教育の推進」においては、昨年度を 1.1 ポイント下

回りました。各校では、就学前から小・中学校までの子どもの成長を見通したキャリ

ア教育に関する指導計画が作成され、それをもとに社会の変化に対応し、主体的に生

きていく力を育成するキャリア教育の取組が定着しつつあります。一方、子どもを取

り巻く環境は大きく変化し、社会や職業の在り方そのものが大きく変わる可能性もあ

ります。 

今後も、学校で学ぶことと社会とのつながりを意識しながら、将来の生き方や社会

における自らの役割を考えさせるような教育を進めることが求められます。 

 

重点⑦「家庭・地域との協働の推進」については、成果指標となる市政アンケート

の結果が平成 21 年度からほぼ横ばいとなっていましたが、平成 26 年度は昨年度と比

較して 3.6 ポイント上昇し、目標値を上回りました。 

四日市版コミュニティスクールの指定校は 17 校に増え、その他の学校・園に設置

する学校づくり協力者会議とともに、その取組の充実が成果につながってきたものと

考えられます。また、平成 26 年度から施行が始まった「土曜日を活用した教育活動

（土曜授業）」も、家庭や地域が学校に主体的にかかわるよい機会となっています。 

今後も、地域に開かれた学校、地域とともにつくる学校を目指し、家庭・地域とと

もに子どもを育む取組を進めていきます。 

 

重点⑧「教職員の資質・能力の向上」については、昨年度と比較して 1.6 ポイント

の下降となりました。教師力向上研修の取組や評価の活動は定着してきましたが、そ

の成果を授業に生かし、児童生徒の満足度のさらなる向上につなげていく必要があり

ます。また、若手教員が増加する中、その育成が急務となっています。授業における

課題の提示方法や指導方法等の工夫・改善を重ね、わかりやすい授業づくりを進める

など、授業実践を主軸に据えたＯＪＴを各校において充実させることが求められます。 

今後も教職員の年齢構成は大きく変化することが見込まれるため、従来型のライフ

ステージ別研修などの充実を図るとともに、新たな教職員研修の構築が求められます。 
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３ データから見える子どもの姿 
 

平成２６年度に全小中学校において実施した「全国学力・学習状況調査」のデータ

からは、子どもの学力の状況とともに、学習を取り巻く環境が見えてきます。本調査

結果のデータに基づき、四日市市の子どもの姿を分析しました。 

 

１ 本市の学力の状況（平成２６年度全国学力・学習状況調査の分析から）１ 本市の学力の状況（平成２６年度全国学力・学習状況調査の分析から）１ 本市の学力の状況（平成２６年度全国学力・学習状況調査の分析から）１ 本市の学力の状況（平成２６年度全国学力・学習状況調査の分析から）  

 

○本市における全国学力・学習状況調査 正答率の推移 

本年度の本市の各教科の平均正答率は、小学校においては、国語のＡ及びＢ問題、

算数のＡ及びＢ問題で三重県平均をわずかに上回りましたが、全国平均は下回りまし

た。中学校においては、国語のＡ及びＢ問題、数学のＡ問題及びＢ問題で、全国平均

及び三重県平均を上回りました。 
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○国語科の学力の状況 

小学校においては、全国の傾向と同様、Ｂ問題に課題が見られました。特に、書い

てある内容や情報を読み取り、自分の意見や考えを根拠にして、言葉や文章で表すこ

とに課題がみられました。与えられたテキスト（図や表などの資料）を論理的に分析

し、表現する力をつける必要があります。 

また、Ａ問題における基礎的・基本的な知識・技能を問うような問題、例えば「漢

字の読み書き」「ことわざ・慣用句」「故事成語の使い方」についても、やや課題が見

られました。基礎的・基本的な事項の理解と定着を図るため、トレーニング的な学習

活動に加えて、語句等の意味を理解し、繰り返し活用する必要があります。 

一方、中学校においても、小学校同様、Ｂ問題に課題が見られました。特に、自分

の考えや意見を、条件に応じてまとめたり、記述したりすることに課題が見られまし

た。日頃から、文章全体や文章の一部に書いてある内容について、「つまり、どういう

ことか」という視点で捉え直し、自分の言葉で言い換えたり、まとめたりする学習が

求められます。さらに、いろいろな条件に応じて文章を工夫する力を高めことも必要

です。 
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○算数・数学の学力の状況 

 小学校では、計算によって正しく答えを求めることなど、基礎的な計算の能力はあ

る程度定着しています。しかし、式や計算の意味を理解して表現することや、図の意

味を理解して表現することに課題が見られました。 

また、Ｂ問題については、いくつかの事象をもとにして規則性を発見する力が弱い

ことが分かりました。さらに、規則性を発見できたとしても、それらについて、筋道

を立てて説明することに課題が見られました。 

このような課題に対しては、思考力・表現力を伸ばすための言語活動を充実させる

ことが大切です。今後は、例えば、小数や分数のかけ算の学習において、数直線や図

を活用して計算方法を考えたり、立式の根拠を説明したりすることで、かけ算の意味

を理解するような学習が必要です。 

一方、中学校では、基礎的・基本的な知識・技能は十分定着していますが、与えら

れている場面・条件について、事柄が成り立つかどうかを判断して理由を説明する力

に課題が見られました。中学校においても、思考力・表現力を伸ばすための言語活動

を充実させることが必要です。 

 

本市の小中学校では、平成２５年度から本調査の趣旨等を踏まえた授業改善に積極

的に取り組むとともに、本調査問題を活用した授業を行ったり、学力補充の取組を充

実させたりするなど、『学力向上についての４つの取組』（P.31 参照）を提示し、学力

向上についての重点的な取組を継続しています。 

本年度の調査で明らかになった子どものつまずき等を分析するとともに、授業改善

のポイントなど具体的な方策を立てて、課題の克服に向けた授業改善を進めます。 
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○「確かな学力」の定着に向けた家庭学習の取組 

全国学力・学習状況調査では、児童・生徒質問紙による家庭での学習の状況調査や、

学校質問紙による学校の取組調査も実施しています。 

以前から、本市では小学生の家庭学習の定着に課題があるとされていましたが、本

年度の調査では、自分で計画を立てて家庭学習を行っている子どもの割合（質問１）

は、小中学校ともに全国平均とほぼ同等であり、特に、小学校ではやや増加傾向とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

また、学校の宿題や予習・復習などの家庭学習を行っている子どもの割合（質問２，

３，４）は、小中学校ともに全国平均並みでしたが、中学校において予習をしている

生徒の割合は全国平均をやや上回りました。家庭学習の習慣が定着する子どもの割合

は、年々増加傾向にあることがわかります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ 家で、自分で計画を立てて勉強していますか 

質問２ 家で、学校の宿題をしていますか 

質問３ 家で、学校の授業の予習をしていますか 
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小中学校の取組に目を向けると、家庭学習の課題の与え方について教職員で共通理

解を図っている学校の割合（質問５）、及び、家庭での学習方法等を具体例を挙げなが

ら教えた学校の割合（質問６）ともに全国平均を上回っています。 

小中学校が、家庭学習の定着を目指して具体的な手立てを講じた結果、家庭学習に

取り組む子どもが着実に増えていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問４ 家で、学校の授業の復習をしていますか 

質問５ 家庭学習の課題を与え方について、校内の教職員で共通理解を図りましたか 

        
５５５５     ５５５５     

質問６ 家庭での学習方法等を、具体例を挙げながら教えましたか 

６６６６     ６６６６     
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

一方、学習時間の長さに着目すると、学校の授業以外に勉強する時間は、依然とし

て全国と比べ少ない状況が続いています。特に、土曜日や日曜日など、学校が休みの

日に勉強する時間が少ないという傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保護者向けリーフレット」の配布 

 

平成２６年度には、 子どもたちの家庭学 習を

促 す 保 護 者 向 け リ ー フ レ ッ ト を 配 布 し ま し た

（右図）。 

家庭学習の習慣を定着させるには、日頃から、

子どもたちに規則正しい生活リズムを身に付け

させることが大切です。 

宿題に取り組むだけ でなく、その日に学 習し

たことを反復練習したり、予習をしたりして、

学力の定着を図るため、引き続き、家庭との連

携した取組を進めていきます。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

２ 問題解決能力の向上 ２ 問題解決能力の向上 ２ 問題解決能力の向上 ２ 問題解決能力の向上 

 

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「問題解決能力を身につけた子

ども」に関する質問に対して、平成 2６年度全国学力・学習状況調査（対象：小学校

６年生・中学校３年生）における児童生徒質問紙の回答状況を全国平均と比較したも

のです。 

 

「授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思いますか」の問いに

対して、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した子どもの割合は、

小学校で 77.2％（全国平均 79.6％）、中学校で 77.0％（全国平均 71.5％）となっ

ています。小学校は全国平均より 2.4 ポイント低く、中学校は 5.5 ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

また、「授業の内容はよくわかりますか」との問いに対して、「当てはまる」「どちら

かといえば当てはまる」と回答した子どもの割合は、小学校においては、国語で全国

平均よりやや低く、算数では全国平均と同程度となっています。また、中学校におい

ては、国語、数学とも全国平均よりやや高い傾向となっています。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

 

「授業の中でわからないことがあったらどうすることが多いですか」との問いに対

しては、「先生や友達、家の人に尋ねて解決する」という回答が、小学校では約 85％、

中学校では約 80％となっており、いずれも全国平均よりも高くなっています。 

さらに、小中学校ともに、約 10％の子どもが「自分で調べる」と答えています。疑

問や課題をそのままにせず、他人に尋ねたり、調べ学習をしたりして、多様な方法に

より解決することは、問題解決能力の向上につながっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「400 字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいですか」との

問いに対しては、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した子どもが、小

学校で 66.5％（全国平均 63.4％）、中学校で 68.9％（全国平均 66.8％）となって

います。いずれも、全国平均より高い割合となっており、長文を書くことに苦手意識

を持っている子どもが多いことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

一方、「授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることは

難しいですか」との問いに対しては、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回

答した子どもが、小学校で 57.3％（全国平均 57.6％）、中学校で 67.3％（全国平均

67.2％）あり、全国平均とほぼ同様の結果となっています。  
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

 

また、「友達の間で、話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする

ことができますか」との問いに対しては、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」

と回答した子どもが、小学校で 62.6％（全国平均 65.9％）、中学校で 64.1％（全国

平均 61.9％）あり、小学校において全国平均よりやや低く、中学校においては全国平

均よりやや高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることを難しいと感じている

子どもが６割程度いるものの、話し合う活動を通して、友達との間で考えを深めたり

共有したりすることができる子どもも６割程度いることがわかります。 

このことから、話し合う活動の前には、文章を用いて考えをノートにまとめる作業

を取り入れるなど、授業の中に「書く」活動を多く取り入れ、長文を書くことへの抵

抗感をなくして自信につなげる工夫が必要です。 

 

※ 問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック（P.38 参照） 

 

本市では、子どもたちの問題解決能力

の向上を目指し、「問題解決能力向上のた

めの５つのプロセス（四日市モデル）」に

基づいて、授業に工夫を凝らしています。

授業の中では、自分の考えを説明したり、

文章で表現したり、それらを発表したり

する活動を多く取り入れています。 

子どもたちが持つ既有の知識・技能を活用して、問題を理解し、解決方法を導きだ

し、熟考するというプロセスの中で、子どもたちの問題解決能力の向上を図っていま

す。これらの授業では、一人一人の児童生徒が考えたことを説明したり、問題ととら

えたことを共に考えあって解決したりしています。今後は、さらに、授業で学んだこ

とを日常生活で活用するなどの経験により、学ぶことに対する有効性を実感させてい

く必要があります。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

３ 豊かな人間性３ 豊かな人間性３ 豊かな人間性３ 豊かな人間性  

本市では、豊かな人権感覚や規範意識を身につけ、将来において社会的に自己実現

ができるような子どもの育成を目指しています。  

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「豊かな人間性を身につけた子

ども」に関して、平成 2６年度全国学力・学習状況調査（対象：小学校６年生・中学

校３年生）における児童生徒質問紙の回答状況を全国平均と比較したものです。 

 

下のグラフから、本市の子どもの自己肯定感については、肯定回答（「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」）をした子どもの割合が、小学校では全国平均と同程

度、中学校では全国よりやや高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

また、「いじめを許さない」との問いに対し肯定回答した子どもの割合は、小・中学

校とも全国とほぼ同 じ傾向にあります。 小学校と中学校の回 答の傾向を比較する と 、

「いじめはどんな理由があってもいけない（当てはまる）」と回答する割合が、中学校

において下がる傾向にあり、とりわけ、本市は全国と比較しても低い割合になってい

ます。引き続き、いじめを絶対に許さない態度や行動力を育成する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

一方、「人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか」との問いに対して、「当

てはまる」と回答する割合は、小学校に比べ、中学校の方が高くなっています。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

「将来の夢や目標を持っていますか」との問いに対し、「当てはまる」「どちらかと

いえば当てはまる」と回答した子どもが、小学校で 86.0％（全国平均 86.7％）、中学

校で 73.1％（全国平均 71.4％）あり、小学校は全国平均と同程度、中学校において

は全国平均よりやや高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 
 

また、「ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがありますか」との問いに

対し、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した子どもは、小中学校

とも全国平均と同程度で、割合としては非常に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 
 

 現在、市内の小中学校では、キャリア教育の視点で教育活動を整理した「キャリア

教育に関する指導計画」に基づき、将来の社会的・職業的自立に必要な力を育ててい

ます。今後も、各校でのキャリア教育の取組を充実させるとともに、幼保小中が連携

した一貫教育『学びの一体化』において、将来を見据えたキャリア教育を一層充実さ

せる必要があります。 

  

豊かな人間性を育む上で、規範意識を身に付けることは大切です。「学校のきまり・

規 則 を 守 っ て い る か 」 と の 問 い に 対 し 、 肯 定 回 答 を し た 子 ど も の 割 合 は 、 小 学 校 で

90.2％、中学校で 93.6％となっており、全国平均と同様、非常に高いことがわかり

ます。特に、中学校において「当てはまる」と回答した割合は高くなっており、発達

段階に応じて、規範意識が定着していくことがわかります。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

読書活動の充実も、豊かな心を育む大切な要素です。また、自然体験、社会体験、

文化的な活動等に積極的に参加したり、それらの体験活動を通して達成感を持ったり

することも重要です。 

 

下のグラフは、子どもの読書活動について尋ねた結果です。「読書は好きですか」の

問いに対し、「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した子どもの割合

は、小学校で 75.3％（全国平均 73.0％）、中学校で 70.7％（全国平均 69.4％）で

あり、小中学校とも、全国平均よりやや高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、「学校の授業時間以外に、普段一日あたりどれくらいの時間、読書をしますか」

の問いに対し、読書を１時間以上している子どもの割合は、小中学校とも全国平均と

同程度ですが、「10～30 分」と回答した割合は全国平均を上回っており、特に中学校

において高くなっています。これらの結果から、小学校において 8 割程度、中学校に

おいては７割程度の子どもに読書習慣が身に付いていることがわかります。 

一方で、「全くしない」と回答した子どもも、小学校で 17.7％、中学校では 27.7％

となっています。 

 

本市では、「学校図書館いきいき推進事業」により図書館司書をすべての小中学校に

配置しており、学校と図書館司書、図書館ボランティアとの協働を進めています。学

校の授業における読書活動の充実に加え、家庭読書支援など多面的な活動支援により、

多くの子どもたちが、日常的に読書に親しむことで、子どもたちの豊かな心を育んで

いきます。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

４ 健康・体力 ４ 健康・体力 ４ 健康・体力 ４ 健康・体力 

本市では、自他の健康や安全について実践していく力や、たくましく生きるための

体力を備えた子どもの育成を目指しています。  

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「健康・体力」に関する質問に

対して、平成 2６年度全国学力・学習状況調査（対象：小学校６年生・中学校３年生）

の回答状況を全国平均と比較したものです。 

 

 「朝食を毎日食べている」と肯定回答した子どもの割合は、全国平均と同様の傾向

となっており、小学校においては 96.4％、中学校においては 93.7％がほぼ毎日朝食

を食べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、子どもの起きる時刻・寝る時刻についても、全国と同様の傾向となっていま

すが、小中学校とも、寝る時刻が決まっていない子どもが 2 割程度います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方、子どもたちを取り巻くメディア環境も大きく変化しており、スマートフォン

等の長時間使用による生活習慣の乱れなどが課題となっています。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

 下のグラフは、普段一日当たりどれくらいの時間をゲームやテレビ、スマートフォ

ンなどに費やしているかを調査したものです。 

 テレビやビデオ・ＤＶＤを見ている時間については、全国平均とほぼ同様の分布と

なっていますが、テレビゲーム（携帯型、ＰＣ、スマホ・携帯等のゲームを含む）を

している時間については、１時間以上費やしている子どもの割合が、小中学校とも全

国よりやや高くなっています。 

 また、スマートフォンや携帯を使用している時間については、小学生より中学生の

ほうが、圧倒的に長くなっています。とりわけ、本市の中学生の使用時間について見

てみると、１時間以上使用している子どもの割合が 52.3％（全国平均 47.7％）と、

全国平均よりもかなり高くなっており、本市の特徴を顕著に表しているといえます。 

本市では、携帯・スマホの使用に関するリーフレットを配布し、親子でルールづく

りを行うよう啓発しています。今後は、家庭のルールづくりとともに、基本的生活習

慣の確立・改善を促すよう、家庭と協働した取組を一層進めていきます。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

以下のグラフは、平成 2６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（対象：小学

校５年生・中学校２年生）の回答状況を全国平均と比較したものです。 

 

「運動が好きですか」との問いに対し、「好き」「やや好き」と答えた子どもの割合

は、ほぼ全国平均と同様の結果となっています。女子よりも男子のほうが、また、中

学校よりも小学校のほうが、運動を好きと答える割合が高い傾向にあります。 

学校では、課題（つけたい力）の提示や振り返り活動を取り入れた授業の工夫が進

んでいます。今後も、子どもたちが自分の体力や運動能力が向上したと実感できるよ

うな取組が必要です。 

また、運動をきらいになったきっかけについては、小学校男子の 47.3％（全国平均

50.0％）女子の 70.0％（全国平均 60.0％）の子どもが、「小学校入学前から苦手だ

ったから」と回答しています。このような傾向を分析し、学びの一体化の取組などを

通して、幼児期から体を動かすことの楽しさを感じさせる取組などが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運動は得意ですか」との問いに対して、「得意」「やや得意」と答えた子どもの割

合は、小学校男子及び中学校男女では全国と同様の傾向が見られ、小学校女子では、

全国よりやや低い傾向にあります。運動能力調査においては、すべての対象で体力テ

スト総合評価（５段階）で３段階以上の割合が、全国平均を下回っていることから（Ｐ．

７８参照）、授業における運動量の確保とともに、運動の質を高めるような取組が必要

です。 
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輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

５ 豊かな人間関係をはぐくむためのコミュニケーション力５ 豊かな人間関係をはぐくむためのコミュニケーション力５ 豊かな人間関係をはぐくむためのコミュニケーション力５ 豊かな人間関係をはぐくむためのコミュニケーション力  

 

本市では、他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに尊重し、

共に向上する人間関係を築くための資質を備えた子どもの育成を目指しています。  

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「豊かな人間関係をはぐくむた

めのコミュニケーション力」に関する質問に対して、平成 2６年度全国学力・学習状

況調査（対象：小学校６年生・中学校３年生）における児童生徒質問紙の回答状況を

全国平均と比較したものです。 

 

「学校に行くのは楽しいと思いますか」との問いに対しては、「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」と回答した子どもが、小学校で 86.7％（全国平均 86.6％）、中

学校で 84.9％（全国平均 82.4％）あり、小学校はほぼ全国平均と同程度、中学校に

おいては全国平均よりやや高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、コミュニケーションに関する質問項目「友達の前で自分の考えや意見を発表

することは得意ですか」「友達に伝えたいことをうまく伝えることができますか」の問

いに対しては、肯定回答の割合が、小学校で全国平均と同程度、中学校においては全

国平均よりやや高くなっています。さらに、「友達と話し合うとき、友達の話や意見を

最後まで聞くことができますか」の問いに対しては、肯定回答の割合が小中学校とも

に全国平均よりやや高い傾向にあり、いずれも 90％以上と非常に高くなっています。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の思いを伝えることに自信を持てない子どもはいるものの、他者の意見を聴こ

うとする気持ちが大変強いことがわかります。 

学校に行くのは楽しいと答える子どもの割合も高いことから、今後も、子どもたち

同士のかかわりを大切にしながら、互いに尊重し、共に向上する人間関係を築くため

の環境づくりを進めていくことが大切であると考えます。 

 

子どものコミュニケーション力を育む上で、家庭や地域の人とかかわりは、重要な

要素となります。家庭や地域における子どもの様子に関する質問項目では、以下のグ

ラフのような結果となりました。 

 

「家の人（兄弟姉妹は含まない）と学校の出来事について話しをしますか」との問

いに対しては、「している」「どちらかといえばしている」と回答した子どもが、小学

校で 78.9％（全国平均 80.4％）、中学校で 71.7％（全国平均 72.6％）であり、小

中学校ともに、全国平均よりやや低い傾向にあります。 

本市では、家庭での生活において携帯やスマホ等を使用している時間が長いという

結果も出ています。家の人とのコミュニケーションを大切にし、家庭生活における規

則正しい生活習慣を身に付けることが求められます。 
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第１章 「めざす子どもの姿」 
 

輝く よっかいちの子ども 

 

３ データから見える子どもの姿 
 

 

 また、地域とのかかわりについて見てみると、「今住んでいる地域の行事に参加して

いますか」との問いに対し、肯定回答をする子どもの割合は、全国平均より高い傾向

にあり、子どもたちと地域とのつながりの深さが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」の問

いに対しては、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した子どもが、

小学校で 40.8％（全国平均 42.5％）、中学校で 28.3％（全国平均 31.2％）あり、

小中学校ともに全国平均より低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市では、総合的な学習の時間などを活用して、地域の皆さんが講師となり、地域

の文化や歴史を学習する機会を多く設けています。また、小学校においては、子ども

たちが地域の行事などにかかわる場面も多く見られます。四日市版コミュニティスク

ールの指定校も増え、学校と地域が連携して子どもを育むための仕組みができつつあ

ります。 

 このような活動を土台にして、子どもたちが地域社会の将来を見据えて学習したり、

生活したりするなどの活動を通して、地域や社会のために何をすべきかを考え活動で

きる人材の育成が期待されています。 

さらに、学校における地域学習や地域での活動をきっかけにして、将来のまちづく

りが展望できるような取組へと広げていくことが大切だと考えます。 
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第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点    

重点目標① 問題解決能力の向上 

 
 基礎学力の定着を図り、学ぶ意欲をはぐくむことにより、 

問題を解決する力を育成するとともに、社会の中で共に生 

きる実践的な態度や資質を育成します。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

１ 学力の向上と授業改善 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

基礎的･基本的な力を身につけ、それらを活用して、よりよく問題を解決するための、自

ら学び、自ら考える力を育成します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 四日市市の子どもたちの学力の現状について 

・ 四日市市では、平成 14 年度から実施している「到達度検査（CRT）」と、平成 19

年度から開始された「全国学力・学習状況調査」の結果の分析を行い、四日市市の子

どもたちの学力の傾向や課題を分析してきました。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【小学校】                【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊  詳細については、四日市市教育委員会ホームページ内の白書・報告書にて掲載しております。 

アドレス→  http://www5.city.yokkaichi.mie. jp/menu85764.html 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

問題解決能力向上に関する

授業実践研修会の実施校数 
９８．４％ ９５．1％ １００％ 

100％ 100％ 100％ 100％ 

（ 全 小 中 学 校 ）（ 全 小 中 学 校 ）（ 全 小 中 学 校 ）（ 全 小 中 学 校 ）    

平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 

 全国学力・学習状況調査 到達度検査(CRT) 

実施学年 
小学校 6 年生  

中学校 3 年生 

小学校 5 年生 

中学校 1 年生 

中学校 2 年生 

教科 国語、算数・数学 

小学校 5 年生…国語、算数 

中学校 1 年生…国語、数学 

中学校 2 年生…国語、数学 

実施時期 平成 2６年 4 月 2２日 
平成 2６年 4 月～5 月 

 ※ 各校において実施日を決定 

 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

 

 

 

・ 「到達度検査」（ＣＲＴ）※については、従来の小 5、中 2 に加え、平成２６年度

から中１の 3 つの学年で、国語、算数・数学の 2 教科を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学 6 年生 中学３年生 

国語 

・  漢 字 や 熟 語 を 読 ん だ り 書 い た り

す る 問 題 や こ と わ ざ ・ 慣 用 句 ・ 故

事 成 語 等 に 関 す る 問 題 な ど 基 礎 的

な知識理解に関すること 

・  文 章 の 内 容 や 会 話 の 流 れ を 理 解

し 、 筆 者 （ 話 者 ） の 意 図 や 要 旨 を

的確に捉える力 

・ 複 数の図 表やグ ラ フから 必要な 情

報を読 み取 り、 関連 づ けて考 え、与

えられ た条 件に 沿っ て 自分の 考えを

整理して記述する力 

・ 文字数に制限があったり、与え

ら れ た 言 葉 に つ な げ た り す る よ

うな「条件に応じて記述する」こ

と 

・ 書かれてある内容や情報を読み

取り、自分の意見や考えを根拠や

理由に基づいて、言葉や文章で表

すこと 

算数 

数学 

・ 画一的な計算の処理能力はあるが、

式・計算の意味を理解して表現する

ことや作図の意味を理解して表現す

ること 

・ きまりが成り立つ理由を言葉や数

式を用いて、根拠となる事柄を明ら

かにし、筋道を立てて説明すること 

・ 基礎的な知識・技 能の定着はみ

られるものの、 既習内 容を活用し

て問題を解決していく力 

・ ある事柄が成り立 つ理由や問題

解決の方法を数 学的な 表現を用い

て的確に説明する力 

○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 ○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 ○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 ○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 

【小学校】 

【中学校】 

〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき

点）であると考えられる内容点）であると考えられる内容点）であると考えられる内容点）であると考えられる内容     
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 小中学校における授業改善の取組状況〇 小中学校における授業改善の取組状況〇 小中学校における授業改善の取組状況〇 小中学校における授業改善の取組状況 ＜学校教育活動の 評価から ＞＜学校教育活動の 評価から ＞＜学校教育活動の 評価から ＞＜学校教育活動の 評価から ＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学 5 年生 中学 1・2 年生 

国語 

・話の中心に気をつけて聞いたり、資料を

用いて話したりすること 

・段落の関係を読み取ること 

・（中１）文章から必要な情報を読み

とる問題を解くこと 

・（中２）文章を読み取り要点をまと

める問題を解くこと 

算数 

数学 

・分度器や三角定規を利用して、角度を求

める問題を解くこと 

・数直線上に表された数を仮分数や帯分数

で表す問題を解くこと 

・（中１）線対称・点対称の図形を選択

する問題を解くこと 

・（中２）「比例・反比例」のグラフや式

の問題を解くこと 

【凡例】A…十分 B…おおむね十分 C…やや不十分 D…不十分 

 

〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容     
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

学習指導要領では「思考力・判断力・表現力等を育むための言語活動の充実」が重視

されていることから、各学校では「言語活動」を位置づけた授業づくりに取組むことで

授業改善に取り組んでいます。また、すべての教科において、ペア学習やグループ別学

習等を活用したり、ICT を活用した意見や考えを表現する場面を設定したり、言語活動

の充実を進めていくなど、アクティブラーニングの導入に努めています。 

「問題解決的な学習の推進」の項目においては、「授業づくりガイドブック」を活用し、

各校の実情に応じた実践を一層進めていく必要があります。 

今後も、学習課題や発問を工夫するとともに、他者と関わり合うことで、問題を解決

したり、子どもたち自らが新しい課題や新たな解決方法を発見したりするような思考の

過程を大切にした学習をめざし、授業改善・指導改善の充実を図ります。 

 

〇 四日市市における学力向上の全市的な４つの取組について 

市内すべての小中学校において「基礎学力の向上」を各学校の教育計画に位置づけ

て取組を進めています。また、平成 2５年度１月から取組んでいる以下の４つの取組

を、さらに強化して進めています。 

【取組１】本調査問題の活用 

・ 設問の一部を、復習や整理のための資料・課題として、授業の中で取り上げる。 

【取組２】本調査趣旨等を踏まえた授業改善 

・ ｢言語に関する能力｣と｢知識・技能を活用する力｣の育成を目指した授業改善 

（例 文章を縮約する、自分の考えを整理して書く・説明する場面を設ける等） 

【取組３】学習習慣の確立と学力補充の充実  

・ 家庭学習の定着、学校での補充学習の充実、宿題の工夫を図る。 

【取組４】継続的な学び 

・ 学年間及び小中間が連携した取組を実施する。  

・ 今年度は、【取組１・２】にあたって、教職員に対して、「学力向上研修会」を、 

１０月と１１月に４日間に分けて下記内容で開催しました。 

校種 月日  対象 研 修 内 容 

小
学
校 

10/28(火) 

５ 年 生 担 当 者

及 び 研 修 担 当

者 

・平成２６年度全国学力・学習状況調査結果にお

いて成果のあった実践事例として、２小学校から

の実践紹介 

・国語科、算数科、理科における具体的な授業改

善や指導方法等の提示 

中
学
校 

11/7(金) 
国語科２年生 

担当教師 

・これまでの全国学力・学習

状況調査から具体的な問題

を取り上げ、指導のポイント

や教科指導事例、実効性のあ

る改善策等の提示 

11/14(金) 
数学科２年生 

担当教師 

11/18(火) 
理 科 ２ 年 生 担

当教師 

・ また、【取組３】にあたる家庭学習の定着をめざし、１１月末に保護者・地域の皆様

向けにリーフレット「四日市の子どもたちの学力・学習状況や生活状況は？」を配布

し、子どもたちの学力向上への本市取組についてご理解・ご協力をお願いしました。 

【研 修風 景】  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

・ さらに、【取組４】については、学びの空白期間になりがちな春季休業中に着目し、

全ての小中学校が課題を作成して、小中連携した取組を進めました。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

1  調査結果において課題として考えられる内容が、児童生徒へ確実に定着していく

よう学習指導の改善・充実を図っていきます。 

  四日市市における学力向上の全市的な４つの取組の強化・進展 

・ 小学校５年生と中学校２年生において、全国学力・学習状況調査問題を活用

した取組の実施 

・  全国学力・学習状況調査趣旨等を踏まえた授業改善 

・ 家庭学習の定着と補充学習の充実 

・ 学年間及び小中学校間が連携した取組の実施 

  書くことの指導の充実 

・ 書き方の指導（学習用語も含む）や評価による意欲付け 

・ ノート指導の充実 

・ 国語科だけでなく、他教科においても「書くこと」の習慣化 

・ 記録、報告、紹介、感想などさまざまな文章を書く機会の設定 

  言語活動を取り入れた授業の充実 

・ 特に国語科において、説明、対話、討論、報告、要約などの言語活動を位置づ

けた授業の構築 

・ 論理的に思考する場や表現する場を多く設定 

・ 自分の考えの根拠を明確にさせる発問・課題の設定 

・ 文章（連続型テキスト）と図や写真（非連続型テキスト）を組み合わせたもの

（雑誌やパンフレットなど）の活用 

・ 読書や新聞記事を通して要旨や要点の整理・把握などに取組む授業の推進 

  各種学習支援教材等の活用 

・ 本市作成の「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」の活用 

     ・ 本市の各種ワークシート等の活用 

・ 国立教育政策研究所 「授業アイディア例」の活用 

     ・ 三重県教育委員会学力向上ホームページ「学習教材」の活用 

  ２ 知力・体力・道徳性をバランスよく育む指導の充実を一層推進していきます。 

・ 「特別な教科道徳」への変更を見据えながら、「私たちの道徳」等教材を活用

するだけでなく、話し合い活動や各種の体験活動を通して、多様な見方や考え

方のできる道徳教育の充実を図ります。 

・ 規範意識向上や生活及び学習習慣の定着 

・ 健康・体力向上の取組の充実 

３ 学力向上に向けて、組織的に取り組む学校体制の確立を図っていきます。 

・ 調査結果を学校全体で分析・活用するとともに、調査結果や具体的な取組を学

校だより、ホームページ等で発信をして、学校・家庭・地域が共通した認識をも

って、学力向上の取組を進めます。 

・ 各中学校区の学びの一体化において、指導体制の一体化、改善を進めることに

より確かな学力の育成を図っていきます。 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び、考える力を育む授業の充実」 
 

 

２ 企業等との連携 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

企業やＪＡＸＡ 1)が提供する専門的な知識・情報・技能等を活用し、理科教育をはじめ

とするキャリア教育・環境教育等の教育活動の充実をめざします。特色ある内容、実験や

体験を取り入れた授業を実施し、児童生徒に感動を与え、学習への興味・関心を高めさせ

るとともに、学習の有用性を実感させる機会とし、学習意欲の向上をめざします。 

1） JAXA： 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 。 四 日 市 市 は JAXA と 、 平 成 24 年 10 月 宇 宙 教 育 活 動 に 関 す る 協 定 を 締 結 。  

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

 企業１６社の協力（出前授業１３社・社会見学９社・教職員研修１１社・『四日市こど

も科学セミナー』９社が協力）により、連携教育を実施しています。 

また、平成２５年度からはＪＡＸＡとの連携教育も実施しています。 

○ 出前授業 ○ 出前授業 ○ 出前授業 ○ 出前授業 

企業との連携授業では、実験や製品の

紹介などが行われ、学校で学習する内容

が実生活や社会で活用されていることを

実感できる授業になっています。 

JAXA との連携授業では、宇宙に関わる

豊富な映像と最新の科学技術や情報をもとに、 

宇宙への夢をふくらませ、知的好奇心を喚起する授業となっています。平成 26 年度は、

「体力づくり」や「地球環境」など、宇宙以外の学習内容でも実施しました。 

どの授業においても、児童生徒がより興味をもち、よりわかりやすく実感を伴った理

解ができるように、改善を図りながら実施しています。 

 【平成２６年度実施の連携授業の内訳】※校数はのべ 

 小学校 中学校 

実施件数 校数 実施件数 校数 

連携授業 ２７件 １９校 １１件 ８校 

内訳 
企業 １９件 １４校 ９件 ７校 

ＪＡＸＡ ８件 ５校 ２件 １校 

【企業との連携授業の様子】  

 

  

 

 

 

 

 

年 度 実施件数 人 数 

平成 24 年度  ２４件  １,９３５人  

平成 25 年度  ２１件  ２,２２５人  

平成 26 年度  ３８件  ３，１９９人 

【連携授業の実施件数と授業を受けた人数】 

小 学 ４ 年 生 「 液 体 窒 素 を 使 っ た 実 験 」 小 学 ５ 年 生「 ね じ 締 め 作 業 体 験 」 中 学 ２ 年 生 「 部 品 づ く り 作 業 体 験 」  

※JAXA との連携授業は平成 25 年度から実施  
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【ＪＡＸＡとの連携授業の様子】  

<写 真 左 > 

小 学 ６ 年 生  総 合 的 な 学 習 の 時 間  

   「 宇 宙 っ て ど ん な と こ ろ ？  

        ～ 真 空 の 世 界 ～ 」 

<写 真 右 > 

 中 学 １ 年 生 ・ 保 健 体 育  

   「 宇 宙 で の 生 活 ・  

宇 宙 飛 行 士 の 体 つ く り 」 

連携授業を受けた児童生徒のアンケート結果を以下に示しました。多くの児童生徒が

楽しく、理解できる授業であると感じ、学習意欲を高めています。 

【連携授業を受けた児童生徒のアンケート】  

 

○  社会見学 ○  社会見学 ○  社会見学 ○  社会見学 

企業との連携による社会見学は、その場でしか体験や見学が

できない施設などで、本物を感じて学習します。平成２６年度

は２５件(２１校)実施しました。 

同じ企業の出前授業と組み合わせて、より学習効果をあげて

いる学校の例もあります。 

    

○  教職員研修 ○  教職員研修 ○  教職員研修 ○  教職員研修 

平成２６年度は、企業３社による２講座、JAXA 講師による 1 講座を実施しました。 

企業連携研修では、企業のもつ知識や科学技術などに触れ、本物を体感します。教員

は、その経験を活かして授業を行います。また、教員が理解を深めることによって、出

前授業や社会見学がさらに充実し

た学習になるようにしています。 

JAXA 連携研修では、直接宇宙

に関わらない学習でも宇宙に関わ

る見方ができることや、学習教材

とその授業例を学び、すぐに授業

に活かせる研修にしました。 

 

 

質問１　今日の授業は楽しかったですか。
質問２　今日の授業の内容は，理解できましたか。
質問３　これから，ふだんの生活や社会に出て役立つように勉強したいと思いますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問１

質問２

質問３

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

「 軽 量 素 材 を 使 っ た  

次 世 代 自 動 車 を 見 学 」（ 小 学 5 年 生 ） 

企 業 連 携 研 修  

「 石 油 精 製 施 設 の 模 型 を 見 学 」 

JAXA 連 携 研 修  

「 模 型 を 使 っ た 月 食 の し く み 」  

- 34 -



             
第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び、考える力を育む授業の充実」 
 

 

○  四日市こども科学セミナー ○  四日市こども科学セミナー ○  四日市こども科学セミナー ○  四日市こども科学セミナー 

3 年目を迎えた『四日市こども科学セミナー』は、本年度も夏季休業中に開催しまし

た。学校以外でも、子どもたちが科学への興味・関心を高め、科学の有用性を実感でき

るように、科学にふれる機会を提供する場として、企業による実験・体験や JAXA によ

る宇宙に関する講演会などを実施しています。 

『ＪＡＸＡ講師によるペットボトルを使った水ロケットづくり』『企業等による実験・

体験コーナー』『港内巡視船「ゆりかもめ」からの港内コンビナート見学』には、多数の

応募の中から、抽選で小中学生約５００人が参加しました。参加者からは、「とても楽し

めた」「面白かった」「また参加したい」「大人も勉強になることが多かった」などの声が

あり、協力企業からも、「楽しんで学んでもらうことができた」「市内のみならず、多く

の参加者と触れ合う貴重な機会となり、企業や取組を知ってもらうことができた」とい

った声をいただきました。また、『宇宙に関する講演会』では、年末に打ち上げ予定だっ

た「はやぶさ２」に関する話などに、小中学生をはじめ合わせて約４１0 人が参加しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 企業との連携授業では、新たな企業との連携授業を進めるとともに、実施している授

業について、より実感を伴った理解ができるように授業の内容や進め方について、各企

業と連携して随時、改善していきます。 

○ ＪＡＸＡとの連携授業では、過去 2 年間で実施した授業を紹介し、これまで実施し

ていない学校での実施を進めます。また、子どもたちの興味関心がより高まるよう、Ｊ

ＡＸＡとともに授業内容を検討していきます。 

○ 教職員研修講座においては、企業連携研修、JAXA 連携研修を継続して開設します。

ＪＡＸＡ連携研修では、学習教材とその授業例を学ぶことに加え、宇宙に関する最新の

話題や知識を得る機会となる講座とします。 

○ 『四日市こども科学セミナー』においては、関係機関との協力を得ながら、実施内容

の質の向上に努めていきます。特に、環境に関する内容については、新たに開館した「四

日市公害と環境未来館」と協力しながら、充実をめざします。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

協力企業の紹介や連携授業の内容、四日市こども科学セミナーの紹介は、四日市市立

教育センター（四日市市教育委員会教育支援課）のホームページで発信しています。 

「 企 業 と の 連 携 教 育 」： http://www.yokkaichi .ed.jp/e-center/nc3/htdocs/?page_id=258 

「 JAXA と の 連 携 教 育 」： http://www.yokkaichi .ed.jp/e-center/nc3/htdocs/?page_id=264 

「 四 日 市 こ ど も 科 学 セ ミ ナ ー 」：http://www.yokkaichi .ed.jp/e-center/nc3/htdocs/?page_id=261 

「つくった水ロケットを発射」 「企業等による実験・体験コーナー」 「乗船して港内コンビナート見学へ」 
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３ 博物館との連携 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学習支援展示、プラネタリウム学習投映、小・中学校との連携授業など、観察や体験

を取り入れた発展的な学習を連携して行うことで、社会科及び理科等の授業の充実を図

るとともに、児童生徒の学習意欲の向上をめざします。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○○○○     常 設 展  常 設 展  常 設 展  常 設 展   

平 成 ２ ６ 年 度 は 、 リ ニ ュ ー ア ル 工 事 も あ り 、 常 設 展 示 室 で の

学 習 支 援 展 示 は 、 休 館 ま で の 期 間 の み と な り 、 小 学 校 ６ 年 生 を

対 象 と し た 「 大 昔 の 四 日 市 － 弥 生 時 代 と 古 墳 時 代 」 を 実 施 し ま

し た 。 例 年 行 っ て い る 全 学 年 を 対 象 と し た 「 四 日 市 空 襲 と 戦 時

下 の く ら し 」や 小 学 校 ３ 年 生 を 対 象 と し た「 む か し の く ら し 」（ 企

画 展 と し て 開 催 ） に つ い て は 、 今 年 度 は 実 施 し て い ま せ ん 。  

平 成 26 年 4 月 12 日 （ 土 ） ～ 5 月 11 日 （ 日 ）  

     「 大 昔 の 四 日 市  弥 生 時 代 と 古 墳 時 代 － 」  

平 成 26 年 5 月 12 日 （ 月 ） ～ 平 成 27 年 3 月 20 日 （ 金 ）   

リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の た め 休 館  

○○○○     プ ラ ネ タ リ ウ ム  プ ラ ネ タ リ ウ ム  プ ラ ネ タ リ ウ ム  プ ラ ネ タ リ ウ ム  

①  小 学 校 と の 連 携 授 業  

例 年 、 小 学 校 で は 立 体 映 像 装 置 を 用 い   

て 連 携 授 業 を 行 っ て い ま し た が 、 平 成 ２   

６ 年 度 は 、 4 年 生 、 6 年 生 を 対 象 に 移 動  

式 プ ラ ネ タ リ ウ ム を 活 用 し た 連 携 授 業 を  

行 い ま し た 。 全 天 に 映 像 を 出 し て 星 座 の  

探 し 方 や 月 の 満 ち 欠 け 、 宇 宙 の 不 思 議 に  

つ い て 学 習 す る こ と が で き ま し た 。 天 体  

の 疑 問 を 解 決 す る た め の 情 報 を 提 供 す る  

こ と で 学 習 意 欲 の 向 上 に つ な が り ま し た 。 

 

②  中 学 校 と の 連 携 授 業  

移 動 式 プ ラ ネ タ リ ウ ム を 活 用 し て 、 天  

体 の 動 き に つ い て 連 携 授 業 を 行 い ま し た 。 

天 体 の 動 き や 宇 宙 の 疑 似 体 験 な ど 、 担 当  

教 諭 と 連 携 し な が ら 授 業 を 展 開 す る こ と  

が で き 、 生 徒 の 天 文 に 関 す る 基 礎 学 力 の  

定 着 に つ な が り ま し た 。  

プ ラ ネ タ リ ウ ム を 活 用 し た 授 業 は 、 天  

体 の 動 き を 視 覚 的 に 示 し て 学 習 効 果 を 上  

げ る だ け で な く 、 宇 宙 へ の 夢 を 育 む 機 会  

に な り ま し た 。 ま た 、 担 当 教 員 と 連 携 し て 授 業 を 展 開 す る こ と で 、 児 童 生 徒 の 問 題

解 決 の 進 捗 状 況 に 合 わ せ る こ と が で き ま し た 。  

（移動式プラネタリウム） 

中学校連携授業（移動式プラネタリウム） 
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◆  今 後 の 方 針  今 後 の 方 針  今 後 の 方 針  今 後 の 方 針  

○○○○     常 設 展常 設 展常 設 展常 設 展  

①   リ ニ ュ ー ア ル 後 の 常 設 展 は 、こ れ ま で の ケ ー ス 内 に 資 料 を 並 べ る 展 示 手 法 か ら ､

原 寸 大 再 現 と い う 展 示 手 法 に 変 わ っ て い ま す 。こ れ は 、学 習 支 援 展 示「 む か し の

く ら し 」で 、子 ど も た ち の 理 解 を 深 め る の に 効 果 的 だ っ た 当 時 の 家 屋 の 再 現 を さ

ら に 進 め 、時 代 ご と の 建 物 を 再 現 す る こ と で 、子 ど も た ち に 当 時 の 四 日 市 に く ら

す 人 々 の 生 活 の よ う す が 、 よ り イ メ ー ジ で き る よ う に し ま し た 。  

  ま た 、原 寸 大 再 現 展 示 の 資 料 に は 、あ え て 説   

明 掲 示 を な く し ま し た 。周 囲 を 見 回 し て ど う い

う 場 所 な の か 、何 を す る 場 所 な の か を 考 え 、そ

こ か ら 物 の 見 方 や 考 え 方 を 得 る こ と を 期 待 し

て い る た め で す 。  

学 校 と の 連 携 で 行 う 授 業 に お い て は 、 今 ま   

で 以 上 に 深 く 、 そ し て 多 面 的 な 学 び が 期 待 で  

き ま す 。 こ の 博 物 館 で し か で き な い 学 び が 得  

ら れ る よ う に 、 学 ぶ 場 と し て の 活 用 を 学 校 と  

と も に 考 え 、 連 携 を 進 め て い か な く て は な り ま せ ん 。  

②  今 ま で 通 り 、中 学 校 で の 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に 行 う「 職 業 体 験 学 習 」（ P.109 参

照 ） や 社 会 科 の 学 習 支 援 と し て「 む か し の く ら し 」を 実 施 し て い き ま す 。実 際 の

道 具 の 展 示・体 験 、常 設 展 の 原 寸 大 再 現 展 示 の 活 用 、ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 体 験 談 、

ワ ー ク シ ー ト の 活 用 を 行 っ て い き ま す 。「 む か し の く ら し 」 以 外 の 学 習 支 援 展 示

も 、よ り 多 く の 学 校 が 利 用 し て い け る よ う に 、教 職 員 を 対 象 と し た「 体 験 的 博 物

館 講 座 」 な ど で 、 展 示 内 容 や 資 料 、 体 験 グ ッ ズ な ど の 情 報 を 提 供 し 、 学 習 支 援 の

展 開 や 効 果 に つ い て 広 く 呼 び か け て い き ま す 。  

○○○○  プ ラ ネ タ リ ウ ムプ ラ ネ タ リ ウ ムプ ラ ネ タ リ ウ ムプ ラ ネ タ リ ウ ム  

最 新 の 投 映 機 器 を 用 い た 学 習 投 映 の 回 数 を

増 や す こ と で 、よ り 多 く の 学 校 で 利 用 で き る よ

う に 整 備 し ま す 。ま た 、四 日 市 公 害 と 環 境 未 来

館 と 連 携 し た 学 習 投 映 を 行 い ま す 。な お 、中 学

校 の み 、引 き 続 き 移 動 式 プ ラ ネ タ リ ウ ム の 連 携

を 行 っ て い き ま す 。  

担担担担 当教員当教員当教員当教員 のアンケート結果のアンケート結果のアンケート結果のアンケート結果     

2,019人 2,209人 2,270人
1,398人

2,535人

3,005人 2,893人
1,999人

2,255人

2,614人

H22 H23 H24 H25 H26

連携授業人数推移連携授業人数推移連携授業人数推移連携授業人数推移

小学４・６年生 中学３年生
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

四日市モデル  

問題解決能力向上のための 5 つのプロセス 

2．問題の特 徴づけと表 現  

3．問題の解決 

4．解決方法の共有 

5．問題の熟考と発展 

それぞれのプロセスに行きつ戻りつ

することもあります。 

1．問題の理解 

４ 問題解決能力の向上 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

「 問 題 解 決 能 力 向 上 の た め の 授 業 づ く り

ガイドブック」を活用した授業づくりを進め、

子 ど も た ち の 問 題 解 決 能 力 の 向 上 を 図 り ま

す。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  平成２５年４月、「問題解決能力向上の

た め の 授 業 づ く り ガ イ ド ブ ッ ク 」（ 以 下

「ガイドブック」）を各小・中学校の教職員

に配付しました。 

問題解決能力向上のための 5 つのプロセスについて、研修担当者研修会で周知

するとともに、ガイドブックの利用を啓発しました。また、各小・中学校の校内研

修会等において、問題解決能力向上のための 5 つのプロセスの視点で、授業改善

について助言・指導をしました。 

○  夏季教職員研修講座において、学力向上・授

業づくり研修として「ガイドブックをもとにし

た授業実践発表」を実施しました。ガイドブッ

クの作成に関わった問題解決能力向上プロジェ

クト委員が講師となって、中学校数学科、小学

校国語科の授業について、それぞれのプロセス

で留意することや具体的な実践の仕方について

の研修を深めました。 

○  本年度は全小・中学校で「問題解決能力向上に関する授業実践研修会」を実施す

ることができました。また、ガイドブックを活用して、授業研修会を実施した小・

中学校の割合は、昨年度の５０％から９０％に上昇しました。ガイドブックを配付

して２年が経過する中で、その周知を図ることには一定の成果が見られました。し

かし、問題解決能力向上のための５つのプロセスの視点から授業改善を進める必要

性について、継続して啓発する必要があります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 小中学校において「問題解決能力向上のための５つのプロセス」に基づく授業改

善を図ります。特に、第２プロセス「問題の特徴づけと表現」を大切にした授業展

開により、子どもの問題解決能力の向上を目指します。 

○  「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」活用推進協力校を募り、

具体的な授業実践研究を進めます。 

○  教職員研修講座において学力向上・授業づくり研修会を実施し、ガイドブックに

基づいた問題解決能力向上のための具体的な授業づくりについて学びます。 

夏季教職員研修講座 授業実践発表 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－２ 連携を生かした教育の充実」 
 

 

５ 学びの一体化の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

「学びの一体化」の推進により、指導改善と教員の意識改革を進め、幼稚園・保育園・小

学校・中学校の連携を強化し、一貫性・系統性のある教育の推進に努めます。推進協力校

区を設定し、子どもたちの「確かな学力」「健やかな成長」のための滑らかな接続をねらっ

た具体的な実践を進めます。その成果を分析して全中学校区で共有し、１１年間の教育に

「見通し」と「責任」を持つ取組の充実を図っていきます。 

 

◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  

○ 各中学校区の活動 （平成２６年度学びの一体化アンケート結果分析から）     

 

 

 

 

 

 

 

                       

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇  平成 2６年度「学びの一体化」第 2 ステージでは、これまでの重点取組内容を継続

して全市において進めた結果、多くの取組に関して校種間の連携を進めることができ

ました。【図１、２】 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）    

小 学 校 高 学 年 に お け る 一 部 教 科

担 任 制 を 実 施 す る 小 学 校 数  
15 校 15 校 1５校 全 小 学 校 で 実 施  全 小 学 校 で 実 施  全 小 学 校 で 実 施  全 小 学 校 で 実 施  

校 区 あ た り の 乗 り 入 れ 授 業 日 数  8．0 日 9．4 日  １４．８日 
全 中 学 校 区 に お い て全 中 学 校 区 に お い て全 中 学 校 区 に お い て全 中 学 校 区 に お い て     

年 間 20 日 以 上年 間 20 日 以 上年 間 20 日 以 上年 間 20 日 以 上     

【図１】  【図２】  

〔中 学生 と園 児 との 交流〕  

％  

％  
％  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－２ 連携を生かした教育の充実」 
 

 

とりわけ、全国学力・学習状況調査等の結果分析交流や CRT（到達度検査）の結果

交流及び家庭学習の取組において一層の進展が見られました。（【図１】）また、園児児

童生徒の交流に関する取組（【図２】）では、部活動体験の見学の取組が進みました。    

  一方、子どもたちの学力向上や発達段階においてつけるべき力を明確化することをね 

らいとして、平成２５年度から、重点取組内容（【図１、２】）に加え、今日的課題であ 

る７つの項目に関する実践的な取組（【図３】）を展開しています。 

  この中では、問題解決能力をテーマとする合同研修

会や全国学力・学習状況調査等を活用した授業改善・

教材研究及び春季休業中の学習課題作成といった取

組に大きな伸びが見られました。 

また、キャリア教育については、平成２５年度に全

中学校区で、各学校のあらゆる教育活動をキャリア教

育の視点で捉え直し、作成した全体計画や年間計画に

基づく実践が進められました。このことで、中学校区

の 現 状 に 応 じ た 育 ちの 連 続 性 を 意 識 し た取 組 を さ ら

に強めることができました。 

 このような取組から、平成 2６年度は、各中学校区

において、子どもたちの「確かな学力」「健やかな成

長」のために有効と考えられる取組をより明確にして

実践することができました。 

 今後も従前の取組の検証・改善を図りながら、具体

的で実践的な取組を進めます。 

【成果】           

〇 研究体制及び指導体制の一体化 

・ 各中学校区の特色や子どもたちの実態を共有

し、共通の研究 テーマを設定した上で、課題

解決のための指導体制の一体化および連絡体制

を強めるための組織づくりが進んできています。

このことから、自校区の子どもたちの良さや課

題についての共通理解が深まってきています。 

・ 協働の授業づくりや授業参観から、授業を通して子どもの姿の見とりが進み、指

導の改善に生かすことができるようになってきています。（見とり…子どもがどのように学

んだかを丁寧に追うことで、多角的に子どもをとらえること）  

〇 「本市における学力向上のための４つの取組」の充実  

・ 全国学力・学習状況調査や到達度検査の結果をもとに、小学校と中学校が、校区

の子どもたちの課題等を把握し、授業改善・指導改善へ生かしたり、夏季休業中に

中学校で実施する補充学習に小学校教員が参加したりすることで、学力向上の視点

から学びの一体化の取組の充実を図っている中学校区も増えてきています。 

・ 平成２６年度は、学びの空白期間になりがちな春季休業期間に着目した学習課題

を全ての小中学校で作成し、学年間及び、小学校から中学校への学習面の連携を一

層進めることができました。 

○ キャリア教育の視点による系統的な教育活動の充実 

・ 各中学校区が、平成２５年度作成の中学校区キャリア教育全体計画や年間計画に

基づき実践し、その取組の評価・検証を行うことで、発達段階に応じた「つけるべ

き力」を明確にした系統的な教育活動の充実を図ることができました。 

【図３】  

％  

〔 学 び の 一 体 化 ア ド バ イ ザ ー に よ る 研 修会  
早稲 田大 学 小 林宏 己教 授 〕  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－２ 連携を生かした教育の充実」 
 

 

○ 指導の徹底と学習意欲・学力の向上  

・ 小学校における一部教科担任制については、技能教科を中心として実施している

場合が多いのが現状です。また、理科や外国語活動において教科担任制にしたり、

理科と社会、国語と算数を学年間・学年内で交換したりしている学校もあります。

この他にも一単元や数時間単位で学年間において授業交換し、指導をしている場合

もあります。一人の教員が複数の学級、学年にわたって教科指導に責任を持つ体制

をつくることで、教員の共通理解が図れ、子どもの学習意欲・学力の向上に効果が

あったという報告がありました。 

○ 市内全中学校区への人的な配置 

・ 乗り入れ授業等取組については、今年度 

から、全ての中学校区に人的配置を行いま 

した。このことで、全ての中学校区で計画 

的に乗り入れ授業に取組むことができまし 

た。とりわけ、推進協力校では、前年度の 

活動を踏まえた乗り入れ授業や連携した取 

組が進みました。（【図４】【図５】） 

・ 今年度は、全中学校区における全ての連 

 携した取組を以下の項目別に改めて整理

しました。 

 

 

 

 

 

  

右グラフが示すように、乗り入れ授業だけでなく、  

中学校区の子どもたちの学習状況等実態を把握したり、 

異校種の指導に学んだりという視点での授業参観や 

公開授業も盛んに行われています。（【図６】）   

○ 幼保小連携の充実   

※ 重点目標⑤ 「就学前教育の充実」（P.104）参照  

   ・ 就学前の育ちとの滑らかな接続を図るため、行事  

として交流していた幼保小の連携が深まりました。 

・ 各中学校区で、四日市版スタートカリキュラムを 

参考にした取組が進んでいます。（【図７】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗り入れ授業平均日数  

推進協力校区  １７. 3 日  

上記 以外  １１.８日 

 全取組の平均日数  

推進協力校区  3３.7 日  

上記 以外  2８.３日  

乗り入れ授業に係る取組 それ以外の連携した取組 

① 乗り入れ授業 ④ 授業参観・授業研究 

② 
乗 り 入 れ 授 業 打 ち 合

わせ（指導案作成等）  ⑤ 

園児・児童・生徒の 

交流活動 

③ 補充学習 

教科担任制 

小学 校で は、一部 の 教科 につ いて 、教

員の 得意 分野 を 生か し、 年 間ま たは 、

期 間 を 決 め て あ る 学 年 ま た は 一 部 の

学級 を対 象に 実 施す るも の を表 す。  

※ 国語 は、 書 写で の実 施 。た だし 、

6 年の ２校 で国 語全 般を 実 施。  

【図４】乗り入れ授業に係る取組 

【図５】中学校区内における 

連携した全ての取組平均日数 

【図６】乗り入れ授業等連携した 

取組別割合（総日数 687 日） 

【図７】スタートカリキュラムの取組  

＜平成２６年度 小学校 3８校における教科担任制の状況＞ 

 

％  

％  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－２ 連携を生かした教育の充実」 
 

 

○ 平成２６年度推進協力校区（３校区）における取組 

推進協力校区では、市単非常勤講師を中学

校に配置することで、乗り入れ授業や各中学

校区におけるオリジナリティーのある行事や

授業を通した園児児童生徒間や教師間の交流

等、協働的な取組が進みました。 

また、校区の子どもの実態を把握・分析を

することで、教員同士が、異校種の指導に学

んだり、学習の系統性を考えたり、授業改善

や校区の課題解決につながりました。 

 

【課題】 

○ 今年度は、全ての中学校区において乗り

入れ授業を進めるため、講師配置に工夫を施

しました。しかし、依然として教員の負担が

大きい取組となっています。 

 引き続き、校区内の小学校数、学校規模等

の課題を考慮した講師配置を行い、スムーズ

な乗り入れ授業の実現に努めます。 

○ ティームティーチングによる指導や少人数指導を充実させる学

校は多くありますが、一部教科担任制を中心的な手だてとするこ

とは、限られた人的配置の中では難しい状況があります。 

○ 校区の全体研修会等では、参加者が意見交換や検討し合う場所   

や人数等を工夫し協働的な参加体験型研修会等に取り組んでいま   

す。今後も継続して、本市だけでなく先進的な中学校区の取組等 

を紹介するなど、子どもたちにも教職員にも効果が実感できる取 

組となるよう指導体制の充実を進めます。 

○ 「体力の向上」については、継続的な課題です。中学校区で連携した取組と体育科

授業の授業改善を図ります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 平成２２年度から拡充してきた先行実施校区・推進協力校区は、平成２６年度をも

ってその指定を解消しました。今後、これまでの推進協力校区は、推進校区として取

組の一層充実を図り、市内の先進的な取組を進めます。 

○ 全市的に校区の実態や課題に応じた人的支援による効果を検証していきます。 

○ 各中学校区では、これまで築いてきた指導体制に基づき、「学力向上」、「心と体の健

やかな成長」を最重点取組内容に位置づけ、「本市学力向上のための４つの取組」や

「体力の向上の取組」を進めるとともに、教員の意識改革と授業改善を図ります。 

○ キャリア教育全体計画や年間計画を随時修正や改善を図りながら、一層中学校区の

実態に即した就学前から中学校までの一貫性・系統性ある教育の充実に努めます。 

○ 本市総合計画に位置づく新たな研究校区「教育実践研究推進校区※」を 2 中学校区

指定し、「問題解決能力向上」をテーマとして調査研究を進めます。 

   本実践研究推進校区では、学びの一体化の指導体制や研究体制を基盤とした実践的

な研究を行い、その成果と課題を市全体に普及します。 

※ 教育実践研究推進校区…四日市市が、新たに指定する調査研究中学校区の名称 

年度  学校 区名  
中学

校数  

小学

校数  

H22 

塩 浜 中 校 区   塩 浜 中 校 区   塩 浜 中 校 区   塩 浜 中 校 区   

羽 津 中 校 区   羽 津 中 校 区   羽 津 中 校 区   羽 津 中 校 区   

常 磐 中 校 区 常 磐 中 校 区 常 磐 中 校 区 常 磐 中 校 区 

３   ５ 

H23 

塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区  塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区  塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区  塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区      

常 磐 中 校 区  富 田中 校 区  常 磐 中 校 区  富 田中 校 区  常 磐 中 校 区  富 田中 校 区  常 磐 中 校 区  富 田中 校 区      

西 陵 中 校 区  桜 中校 区 西 陵 中 校 区  桜 中校 区 西 陵 中 校 区  桜 中校 区 西 陵 中 校 区  桜 中校 区 

６ 11 

H24 

富 田 中 校 区  西 陵中 校 区  富 田 中 校 区  西 陵中 校 区  富 田 中 校 区  西 陵中 校 区  富 田 中 校 区  西 陵中 校 区      

桜 中 校 区   橋 北中 校 区 桜 中 校 区   橋 北中 校 区 桜 中 校 区   橋 北中 校 区 桜 中 校 区   橋 北中 校 区 

大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区     

6 11 

 

H25 

橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区     

大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区     

中 部 中 校 区  楠 中校 区中 部 中 校 区  楠 中校 区中 部 中 校 区  楠 中校 区中 部 中 校 区  楠 中校 区  
６ 11 

H26  中 部 中 校 区  楠 中校 区 中 部 中 校 区  楠 中校 区 中 部 中 校 区  楠 中校 区 中 部 中 校 区  楠 中校 区 

西 朝 明 中 校 区 西 朝 明 中 校 区 西 朝 明 中 校 区 西 朝 明 中 校 区 
３  ５ 

※H22,23 は先行実施校区 

＜推進協力校区の推移＞ 

〔中 学校 区の 教 職員 研修 〕 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点① 問題解決能力の向上                   

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－３ ＩＣＴを活用した授業の充実」 
 

 

６ ＩＣＴを活用した授業の充実 
◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

主体的にＩＣＴを活用し、コミュニケーションを通して問題の解決ができる児童生徒を育

成します。また、デジタル教材を整備し、分かりやすい授業の実現をめざします。 

    

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

ICT 環境整備として、平成 21 年度に電

子黒板等を各校 3～4 台導入し、各教科の

デジタル教科書・教材等を順次整備しまし

た。そして、平成 25 年度には、小学校学

習用コンピュータ機器をコンピュータの持

ち運びが可能なタイプに更新したことで、

コンピュータ教室以外で活用することが可

能になりました。 

このように、インフラ・デジタル教材を

整備したことにより、一定の ICT 環境が整

い、ICT を活用した授業時間が増えました。

現在では、1 校当たりの ICT を使用する時

間数は、月平均 144 時間になり、日常的に

ICT が使われるようになりました。 

平成 26 年度は、特別支援学級に大型モ

ニタの導入を行いました。各教科や自立活

動等の指導において、特別な支援を必要と

する子どもたちが、特性に応じた活用をす

ることにより、その効果を高めることがで

きました。 

ICT の効果的な活用につながるよう、要 

請に応じて機器の操作や活用方法の研修を 

行いました。 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ 4 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ 5 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ 6 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し て 教 科 指

導している教員の割合 
９６％  ９６％  ９６％ 100% 100% 100% 100% 

【教室で ICT を活用する児童】 

【ICT を活用して授業ができる教職員の割合と 

            ICT 活用授業時数】 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点① 問題解決能力の向上                   

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－３ ＩＣＴを活用した授業の充実」 
 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

〇 授業の充実 〇 授業の充実 〇 授業の充実 〇 授業の充実 

子どもたちが ICT を活用して、自らの

考えを表現し、互いに学び合うなど協働

的な授業を推進し、問題を解決する力を

育成します。 

  また、各教科の授業等で児童生徒の実

践的な情報活用能力と情報モラルの育成

（情報教育）を図ります。より実践的な

情報モラル指導のための教職員研修、出

前研修を充実させ、情報教育における教

員の指導力向上のための研修支援を実施

していきます。 

 

〇 ＩＣＴ環境整備 〇 ＩＣＴ環境整備 〇 ＩＣＴ環境整備 〇 ＩＣＴ環境整備 

  電子黒板やコンピュータ教室等のシス

テムの整備について、今後の技術進化を

見据え、より効果の高いシステムの研究

に取り組んでいきます。 

 

○ 若手教員への支援 ○ 若手教員への支援 ○ 若手教員への支援 ○ 若手教員への支援 

  ＩＣＴを活用した授業が増えてきた一

方で、若手教員が授業で ICT を活用して

いる時間が少ない現状があります。そこ

で、若手教員を中心とした研修を行い、

ICT を活用した授業づくりを通して、若

手教員の授業力向上を目指し、市全体の

教員の人材育成へとつなげていきます。 

 

〇 校務の情報化 〇 校務の情報化 〇 校務の情報化 〇 校務の情報化 

  教員が子どもたちと向き合う時間の確

保や教育の質の向上と学校経営の改善に

つながるよう、情報通信技術の進展にふ

さわしい校務の在り方について検討して

いきます。 

【情報モラルについて研修する教員の様子】  

【ＩＣＴを活用して学び合う児童の様子】  

【若手教員を対象とした研修の様子】 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－４ 外国語活動・英語教育の推進」 
 

 

７ 外国語活動・英語教育の推進 

◆ ねらい◆ ねらい◆ ねらい◆ ねらい 
国際化時代に生きる子どもの育成をめざして、コミュニケーション能力を高めるととも

に、外国の文化や生活への興味や理解を深め、日本の文化や自分の考えを英語で発信でき

る力を養います。 

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

○ 中学校における英語教育の取組状況 

小学校外国語活動で育まれる「聞くこと」「話すこと」に加えて、中学校段階から導入

される「読むこと」「書くこと」をバランスよく育成するような指導を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動を効果的に行う視点から、全ての学校がペア学習やグループ別学習を取り入れ、

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成しています。 

 「小学校外国語活動を意識した授業」に関する項目は、昨年度と比較すると、行ってい

る、どちらかと言えば行っているという肯定的な回答が前年度比で 4.5 ポイント増加しま

したが、引き続き、小学校外国語活動の目標と内容を意識した指導を今後進めていく必要

があります。 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（平成 27 年度）（平成 27 年度）（平成 27 年度）（平成 27 年度）    

小 学 校 外 国 語 活 動 研 修

講 座 受 講 経 験 者 の 割 合  
60．0% ７４．３％ ９０．２％ 100% 100% 100% 100% 

英 語 指 導 員 の 派 遣 回 数  

（年間） 

幼 稚 園  学 期 1.3 回  

小 学 校  1 校 あ た り  

平均 34.2 日 

中 学 校  1 校 あ た り  

平均 72.5 日  

幼 稚 園  学 期 １ .３ 回  

小 学 校  1 校 あ た り  

平均 36.７日 

中 学 校  1 校 あ た り  

平均７４日 

幼 稚 園  学 期 １ 回  

小 学 校  1 校 あ た り  

平均 36.７日 

中 学 校  1 校 あ た り  

平均７５日 

幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  

小 学 校  １ 校 あ た り  小 学 校  １ 校 あ た り  小 学 校  １ 校 あ た り  小 学 校  １ 校 あ た り  

    平 均 38 日 以 上平 均 38 日 以 上平 均 38 日 以 上平 均 38 日 以 上     

中 学 校  １ 校 あ た り  中 学 校  １ 校 あ た り  中 学 校  １ 校 あ た り  中 学 校  １ 校 あ た り  

    平 均 80 日 以 上平 均 80 日 以 上平 均 80 日 以 上平 均 80 日 以 上     
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－４ 外国語活動・英語教育の推進」 
 

 

○ 小学校における外国語活動の取組状況 

 

 

 

 

            

 

                      【外国語活動についてのアンケートより】                                      

外国語活動において指導者は児童の手本となるべく、積極的に英語を使用しています。

英語指導員とのティームティーチングにおいて、全小学校で担任主導の授業を行っていま

すが、今後も担任主導による外国語活動の研修を一層進めていく必要があります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 小学校外国語活動カリキュラム検討委員会において再編成された、本市独自の小学１

～４年生用の「四日市市小学校外国語活動カリキュラム」の活用を促進するため研修会

を行い、小学５・６年生の外国語活動（年間３５時間）への円滑な接続を図ります。 

○ 小学校から中学校への効果的な接続のため、小学校外国語活動を意識した授業づくり

が行われるよう、文部科学省から配付されている教材「Hi，friends!」や再編成された

「四日市市小学校外国語活動カリキュラム」などを活用した小学校外国語活動実践につ

いて、中学校教職員対象の研修会を行います。 

○ 担任による外国語活動や、英語指導員との連携による外国語活動の指導の充実を図る

ために、小学校教職員対象の研修会を行います。 

○ 四日市市外国語活動推進校２校および協力校２校を指定

し、実践研究を継続します。各校における小学校外国語活

動の充実に向け、カリキュラムの改善を行います。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○ 中学校における英語指導員の派遣 

・  市内すべての中学校に、11 人の本市教育委員会在籍の英語指導員（ＹＥＦ ※１） 

を派遣しました。(１人２校を担当)     

・ 各校で指導する英語科担当教諭とのティームティーチングで、主に「聞くこと」と

「話すこと」の育成に努めました。 

・ YEF を活用したスピーチやプレゼンテーション、スピーキングテスト、書き取り、

聞き取り等の活動により、多くの学校で学習効果が上がっています。 

・ スピーチコンテストや英作文コンテストにおいて、YEF が放課後に生徒と個別に練

習する機会を持ち、発音指導や表現の指導を行いました。 

・ YEF は授業だけでなく、昼食・清掃・休憩時間や部活動などの学校生活の場面に参

加することで、生徒たちとの自然な英語でのコミュニケーションに努めています。 

このイメージは、現在表示できません。

【YEF と の授 業 風景】 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－４ 外国語活動・英語教育の推進」 
 

 

○ 小学校における英語指導員の派遣 

・ 英語指導員との連携による外国語活動を、小学校１～４年生において年間４時間、

５～６年生で年間２５時間実施するため、ＹＥＦ11 名に加えて、本市教育委員会在

籍外の英語指導員（ＨＥＦ ※２）８名を市内すべての小学校へ派遣しました。 

・ 児童が言語や文化を体験的に学べるように、一緒に給食を食べたり、特別活動や休

み時間にともに活動したりしました。  

 

○ 外国語活動推進校の実施および四日市市小学校外国語活動カリキュラムの再編成 

・ 小学校外国語活動推進校として４校を指定し、四日市市小学校外国語活動カリキュ

ラム（暫定版）を活用し、1～4 年生において各学級年間１０時間の外国語活動を行

いました。その授業実践を基に、カリキュラムの改善に努めました。 

・ 小学校外国語カリキュラム検討委員会において、小学５・６年生の外国語活動への

円滑な接続を図るため、本市独自の小学１～４年生外国語活動カリキュラムの再編成

をしました。指導案に加え、学級担任が教室で使う英語のリストや、カリキュラムに

沿った絵カード、発音練習のためのＤＶＤ、推進校での英語環境づくりの取組例など

も作成しました。  

 

○ 幼稚園における英語指導員の派遣 

・ 言語や文化を体験的に学べるように、英語の歌を歌っ

たり、 絵本の読み聞かせをしたりしました。四日市市

小 学 校 外 国 語 活 動 カ リ キ ュ ラ ム を 意 識 し た 授 業 を 行 い

ました。 

・ サンタクロースの衣装を着た英語指導員が、園児に直

接プレゼントを渡して英語でコミュニケーションを図り

ました。 

 

○ ＹＥＦの指導力資質向上をめざし、公開授業や指導課による参観授業、指導方法の研

修会を実施しました。 

 

○ 外国語活動研修会の実施 

・ 小学校教員の指導力を向上のため、文部科学省直山木綿子教科調査官や YEF によ

る「Hi, friends!」を活用した授業実践、ティームティーチングでの外国語活動を体験

する研修会を３回実施しました。小学校外国語活動研修講座受講経験者の割合も大幅

に増加しました。 

※１ ＹＥＦ（「Yokkaichi English Fellow」の略） 

本市で直接雇用している教育委員会在籍の英語指導員をいいます。本市では、

アメリカのロングビーチ市との姉妹都市提携と国の「語学指導等を行う外国青年

招致事業」により採用している英語指導員を、主に中学校に派遣しています。 

※２ ＨＥＦ（「Haken English Fellow」の略） 

本市で直接雇用していない教育委員会在籍外の英語指導員をいいます。本市で

は、一般入札した派遣業者による英語指導員を、小学校に派遣しています。 

【幼 稚園・絵 本読 み聞 かせ 風 景】 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－５ 少人数教育の充実」 
 

 

８ 少人数教育の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学習集団を少人数にし、児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を行います。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

〇 少人数学級の実施 

小学校低学年と中学校１年生では、よりきめ細かな指導を行う目的から、１学級あ

たりの人数を少なくした三重県の「みえ少人数学級」「少人数加配学級」などの措置を

行っています。 

また、平成 23 年度からは、本市独自に「中学校１年生３０人学級(下限なし)」、さ

らに、平成 25 年度からは、本市独自に「小学校１年生３０人学級（下限なし）」を実

施しています。 

これらの施策よって、小学校１年生及び中学校１年生の１学級の児童生徒数が小規

模となり、子どもの成長や発達に応じたきめ細かな指導を行うことが可能になってい

ます。その結果、就学前と小学校、小学校と中学校との滑らかな接続を図ることがで

き、学びや育ちの連続性を大切にした「段差のない教育」を実現しています。  

 

＜小学校 1 年生、中学校 1 年生における 1 学級の児童生徒数の平均（人）＞ 

 平成 23 年 度  平成 24 年 度  平成 25 年 度  平成 2６年 度  平成 ２７ 年度（ 見込 み ） 

小学校 1 年生 28.1 27.5 24.7 23.4 23.9 

中学校 1 年生 27.3 27.2 27.0 27.0 26.9 

 

〇 少人数授業の実施 

少人数授業は、小学校３８校、中学校２２校のすべての学校で実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）    

小 学 校 1 年 生 、 中 学 校 1 年 生

に お け る 30 人 学 級 の 実 施 率  
７７．４％ ９３．4％ ９６．７% １００% １００% １００% １００% 
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右の表は、少人数授業の実施状

況について、教科別にまとめたも

のです。 

各学校の実情や子どもの実態に

応じて、実施する教科や学年は異

なっています。 

小学校においては、学習の積み

上げが必要となる高学年の算数科

において、多くの学校で少人数授

業が取り入れられています。 

中学校では、英語科において半

数以上の学校が実施しているほか、

学級規模が 40 人学級（国の基準）

となる２年生及び３年生の数学科

で実施する学校が多くみられます。 

 

＜少人数教育の効果＞ ＜少人数教育の効果＞ ＜少人数教育の効果＞ ＜少人数教育の効果＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

・ 少人数集団における指導が、より効果を発揮するために、指導方法や指導体制の工

夫改善に努めていく必要があります。 

 （例）・児童生徒一人ひとりに応じた学習課題の設定 

・本市作成の「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」を活用し

た授業の充実 

・児童生徒の希望コース制による習熟度別学習の実施 

・きめ細かなノート指導や点検指導の充実        など             

・ 今後、教職員の世代交代が進む中、経験の浅い教諭・常勤講師・非常勤講師が増え

ることが予想されるため、全ての教職員の指導力を向上させるために協働した指導体

制や組織的で工夫のある研修体制を継続して行っていく必要があります。 

○ 子どもたちにとって 

  ・  これまで以上に授業が理解しやすくなることで「学習意欲の向上」につながる。 

  ・  きめ細かな生徒指導が行われることにより、「落ち着いた学校生活」を送ることができる。 

○ 家庭・保護者にとって 

  ・  「教員がきめ細かに対応」することができ、学校に対する信頼感が高まる。 

  ・  「家庭との連携」が図られることにより、教員がより早く課題に対応できる。  

○ 学校、教員にとって 

・ 子 ども たち 一人ひ と りに目 が行 き届 き、学 習 のつま ずき の発 見や個 々 の学習 進度 等に 応じ

た指導が可能となる。 

・ 子 ども たち の発言 の 機会が 増え 、自 分の考 え を発表 した り話 し合っ た りする こと で表 現力

を高め、思考を深める授業展開が可能となる。 

・ 子どもたちが抱える悩みや相談に応える時間確保ができる。 

＊ H24 文 部 科 学 省 公 立 義 務 教 育 諸 学 校 の 学 級 規 模 及 び 教 職 員 配 置

の適 正化 に関 す る検 討会 議 （中 間と りま と め） より 一 部抜 粋  

少人数授業実施状況(小学校３８校中 教科別実施校数) 

少人数授業実施状況(中学校２２校中 教科別実施校数) 
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 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

〇 きめ細かく行き届いた指導を行うための授業時間数 

市内で実施されている多くの少人数授業は、国から配置された加配教員と、市単独

で配置した非常勤講師によって行われています。講師配置に関わる人件費が削減され

る中、平成 23 年度以降は、講師１人当たりの授業時間数等の工夫により１校あたり

の配置人数を確保し、より各校の実態・課題に応じた講師配置を行いました。 

 

＜市単独で配置した１校あたりの非常勤講師（平均）＞ 

 

 

  Ｈ２２ H２３ Ｈ２４ Ｈ２５ H２６ 
週 あたりの授 業
時 間 数  

約 35 時 間  約 24 時 間  約 23 時 間  約 25 時 間  約 29 時 間  

配 置 人 数  2.5 人  3.1 人  3.2 人  3.2 人  3.9 人  

＊ 学校規模によって変動があります。 
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･ 

 

 
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点目標② 豊かな人間性の育成 

 
 さまざまな学習活動や生活体験を通して、基本的生活習 

慣や規範意識、自尊感情や感動する心、他者と強調し、他 

者を思いやる心など、豊かな人間性をはぐくみます。 
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１ 生徒指導の充実 
◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

問題行動等の未然防止をめざして生徒指導・教育相談の充実を図るとともに、自己指導

能力をはぐくみ、集団生活や社会生活を円滑に送ることができる子どもを育てます。  

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  小 ・ 中 学 校 に お け る い じ め の 状 況               

・  平 成 26 年 度 に お け る い じ め 認 知 件 数 は 小 学 校 で 71 件 、 中 学 校 で 63 件 、 全

体 で 134 件 と な り 、 平 成 25 年 度 に 比 べ 43 件 減 少 し ま し た 。  

・  い じ め の 態 様 と し て は 「 冷 や か し や か ら か い 、

悪 口 や 脅 し 文 句 、 嫌 な こ と を 言 わ れ る 」 が 小 学 校

で は 48％ 、中 学 校 で は 52％ を 占 め て い ま す 。続

い て 、「 軽 く ぶ つ か ら れ た り 、遊 ぶ ふ り を し て 叩 か

れ た り 、蹴 ら れ た り す る 」は 、小 学 校 で 18%、中

学 校 で 16％ 、「 仲 間 は ず れ 、 集 団 に よ る 無 視 を さ

れ る 」は 、小 学 校 で 11％ 、中 学 校 で 12％ と な っ

て い ま す 。  

○  小 ・ 中 学 校 に お け る 不 登 校 の 状 況  

・  平 成 26 年 度 に お け る 不 登 校 児 童 生 徒 数 は 、 小 学 校 は 85 人 と や や 減 少 し 、 中

学 校 が 283 人 と や や 増 加 し ま し た 。 全 体 で は 、 平 成 2５ 年 度 の 369 人 に 比 べ 、

ほ ぼ 同 人 数 の 368 人 と な り ま し た 。  

・  「 登 校 す る 」 ま た は 「 で き る よ う に な っ た 」 な

ど 、 改 善 が み ら れ た 児 童 生 徒 は 、 小 学 校 で 85 人

中 ８ 人（ 9.4％ ）、中 学 校 で 283 人 中 63 人（ 22.3％ ）

と な っ て い ま す 。 ま た 、 こ れ 以 外 に 、 継 続 し た 登

校 に は 至 ら な い も の の 好 ま し い 変 化 が 見 ら れ る よ

う に な っ た 児 童 生 徒 は 小 学 校 で 16 人（ 18.8％ ）、

中 学 校 で 56 人 （ 19.8％ ） と な っ て い ま す 。  

 ・ 不 登 校 と な っ た き っ か け と 考 え ら れ る 状 況 と し て 、小 学 校 で は「 無 気 力 」「 不 安

な ど 情 緒 的 混 乱 」「 親 子 関 係 を め ぐ る 問 題 」、中 学 校 で は「 無 気 力 」「 不 安 な ど 情 緒

的 混 乱 」「 い じ め を 除 く 友 人 関 係 を め ぐ る 問 題 」 の 順 と な っ て い ま す 。  

 ・ 不 登 校 発 生 率（ 不 登 校 児 童 生 徒 数 ／ 在 籍 児 童 生 徒 数 ×100）は 、小 学 校 で 0.5％ 、

中 学 校 で 3.24％ で あ り 、 全 国 平 均 よ り 高 い 割 合 に な っ て い ま す 。 不 登 校 対 策 委

員 会 等 で 早 期 支 援 の 在 り 方 に つ い て 協 議 を す す め 、 新 た な 不 登 校 児 童 生 徒 を 生 ま

な い た め の 方 策 を 具 体 的 に 提 示 す る 必 要 が あ り ま す 。  

○  小 ・ 中 学 校 に お け る 暴 力 行 為 の 状 況   

・  平 成 ２ ６ 年 度 の 総 暴 力 件 数 は 316 件 で 、平 成 ２ ５ 年 度 と 比 べ 156 件 増 加 し ま

し た 。 平 成 26 年 度 か ら 調 査 方 法 の 変 更 に よ り 些 細 な 喧 嘩 も 加 え た こ と が 増 加 の

主 な 要 因 で す 。  
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・  対 教 師 暴 力 は 教 師 の 指 導 に 反 発 し 、 暴 力 行 為 に 及 ん だ 事 案 が 大 半 を 占 め て い ま

す 。 ま た 、 1 人 の 児 童 生 徒 が 繰 り 返 し 暴 力 を ふ る っ た り 、 物 に あ た っ た り す る 事

案 が 増 加 し ま し た 。  

・  学 校 の 秩 序 を 守 る た め に 保 護 者 や 地 域 等 の 協 力 を 得 な が ら 指 導 を し て い ま す 。

特 に 、指 導 が 困 難 な 児 童 生 徒 に は 、毅 然 と し た 対 応 を と る こ と が 必 要 で す 。ま た 、

学 校 だ け で な く 、 北 勢 児 童 相 談 所 や 警 察 を は じ め と す る 関 係 機 関 と の 連 携 を 強 化

し て い ま す 。  

 

    

    

    

    

    

    

    

◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

○  「 学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Ｑ － Ｕ 調 査 ※ １ 」 や 「 市 独 自 の い じ め 調 査 」 等 を 活 用 し 、

い じ め 、 不 登 校 、 問 題 行 動 等 の 前 兆 を 早 期 に 発 見 す る と と も に 、 教 職 員 に よ る 教 育

相 談 や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 に よ る カ ウ ン セ リ ン グ を 通 し て 子 ど も 理 解 を 進 め 、

全 教 職 員 に よ る 組 織 的 な 指 導 体 制 を 充 実 し て 適 切 な 対 応 を 図 り ま す 。  

○  「 四 日 市 市 い じ め 問 題 対 策 連 絡 協 議 会 」や「 四 日 市 市 い じ め 問 題 対 策 調 査 委 員 会 」

で い じ め 対 策 等 に つ い て 協 議 し 、 い じ め を 未 然 に 防 止 す る 取 組 を 推 進 し ま す 。  

○  「 欠 席 ３ 日 目 シ ー ト ※ ２ 」「 小 中 学 校 不 登 校 連 携 シ ー ト ※ ３ 」 の 活 用 に よ る 効 果 に つ

い て 、 不 登 校 対 策 委 員 会 等 で 検 証 を す す め 、 不 登 校 の 早 期 対 応 の 視 点 を 具 体 的 に 示

し ま す 。  

○  社 会 福 祉 士 等 を ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー と し て 派 遣 し 、 子 ど も が 抱 え る 福 祉

的 な 課 題 に つ い て 、 学 校 や 行 政 、 地 域 や 家 庭 と の 連 携 ・ 仲 介 ・ 調 整 を 行 い な が ら 、

問 題 行 動 等 の 未 然 防 止 ・ 改 善 ・ 解 決 を 図 り ま す 。  

○  校 内 外 で 起 こ る 暴 力 行 為 に 対 し て は 、 毅 然 と し た 態 度 で 対 応 す る と と も に 、 指 導

主 事 が 学 校 を 訪 問 し 、 子 ど も た ち が 安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 学 校 づ く り に 向 け

た 指 導 ・ 助 言 を 行 い ま す 。  

○  課 題 へ の 早 期 対 応 を 図 る た め に 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 や 関 係 機 関 （ 警 察 、 福 祉 、 医

療 等 ） と 情 報 を 共 有 し な が ら 、 今 後 も 協 働 ・ 連 携 を 密 に し て い き ま す 。  

 

※ １ 【 学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Ｑ － U 調 査 】  

楽 し い 学 校 生 活 を 送 る た め の ア ン ケ ー ト 。学 級 経 営 の た め の 有 効 な 資 料 が 得 ら

れ 、 い じ め や 不 登 校 な ど の 問 題 行 動 の 予 防 と 対 策 に 有 効 な ア ン ケ ー ト  

※ ２ 【 欠 席 3 日 目 シ ー ト 】  

欠 席 が ３ 日 間 続 い た 子 ど も の 情 報 を 、 短 期 間 で 共 有 す る た め の 資 料  

※ ３ 【 小 中 学 校 不 登 校 連 携 シ ー ト 】  

不 登 校 傾 向 の あ る 子 ど も の 情 報 を 、 中 学 校 へ 引 き 継 ぐ た め の 資 料  
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◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  い じ め 問 題 の 対 応  ○  い じ め 問 題 の 対 応  ○  い じ め 問 題 の 対 応  ○  い じ め 問 題 の 対 応  

・ 平 成 ２ ６ 年 6 月 に「 四 日 市 市 い じ め 防 止 基 本 方 針 」を 策 定 し 、条 例 に よ り「 四

日 市 市 い じ め 問 題 対 策 連 絡 協 議 会 」並 び に「 四 日 市 市 い じ め 問 題 対 策 調 査 委 員

会 」を 設 置 し 、各 関 係 機 関 や 専 門 的 な 立 場 か ら 本 市 の い じ め の 現 状 や い じ め 対

策 等 に つ い て 協 議 を し ま し た 。  

・  各 小 中 学 校 に お い て も 「 学 校 い じ め 防 止 基 本 方 針 」 を 策 定 し 、 い じ め 防 止 ・

早 期 発 見・早 期 解 決 に 向 け て 、学 校 い じ め 防 止 対 策 委 員 会 を 設 置 し 、組 織 的 に

取 組 を 進 め ま し た 。  

・ い じ め に 関 す る 調 査 を 全 小・中 学 校 で 学 期 毎 に 実 施 し 、い じ め を 受 け た と 感

じ て い る 児 童 生 徒 に 教 育 相 談 を 行 い 、い じ め の 状 況 を 把 握 す る と と も に 、解 消

に 向 け た 取 組 を 進 め ま し た 。ま た 、い じ め 調 査 結 果（ 2 学 期 分 ）を 小 ・ 中 学 校

別 に 集 約 し 、「 い じ め の 特 徴 」 や 「 今 後 、 学 校 と し て 取 り 組 ん で い く こ と 」 を

整 理 し た『 い じ め 調 査 の 分 析 と 今 後 の 取 組 に つ い て 』を 作 成 し 、各 小・中 学 校

に 配 布 し て 指 導 の 徹 底 を 図 り ま し た 。  

・ い じ め で 悩 ん で い る 子 ど も や 保 護 者 が 相 談 し や す い

よ う に 、い じ め 相 談 室 の 設 置 や 相 談 員 の 増 員 な ど 環 境

を 整 備 す る と と も に 、メ ー ル を 活 用 し た『 い じ め 相 談

シ ス テ ム 』を 導 入 し 、市 ホ ー ム ペ ー ジ に 開 設 し ま し た 。 

・ い じ め 防 止 啓 発 の た め に 、い じ め 防 止 ポ ス タ ー を 作

成 し 、市 内 の 小 ・ 中 学 校 、幼 稚 園 、公 共 施 設 、各 自 治

会 等 に 配 布 し ま し た 。 ま た 、「 い っ し ょ に 考 え よ う い

じ め 問 題  か け が え な い 子 ど も た ち の た め に 」を 改 訂

し 、 各 小 中 学 校 の 保 護 者 に 配 付 し ま し た 。  

○  不 登 校 対 策  ○  不 登 校 対 策  ○  不 登 校 対 策  ○  不 登 校 対 策  

・ 不 登 校 対 策 委 員 会 や 不 登 校 対 策 拡 大 委 員 会 を 開 催 し 、不 登 校 の 現 状 を 分 析 す

る と と も に 効 果 的 な 不 登 校 対 策 に つ い て 協 議 を す す め ま し た 。  

 ・ 「 欠 席 3 日 目 シ ー ト 」を 活 用 し 、初 期 段 階 の 情 報 の 整 理 と 観 察 の 視 点 を 明 確

に し た 上 で 、組 織 的 な 対 応 を 進 め ま し た 。ま た 、小 中 学 校 間 の 連 携 し た 取 組 と

し て 「 小 中 学 校 不 登 校 連 携 シ ー ト 」 に よ る 情 報 の 共 有 を 進 め ま し た 。  

 ・ 不 登 校 の 未 然 防 止 や 初 期 の 対 応 に つ い て 、学 校 が 組 織 的 に 取 り 組 む こ と が で

き る よ う「 登 校 を 促 す 早 期 ア プ ロ ー チ 不 登 校 児 童 生 徒 の 支 援  」を 作 成 し 、そ

の 活 用 を 図 り ま し た 。  

○  Ｑ － Ｕ 調 査 の 実 施 と 教 育 相 談 の 推 進  ○  Ｑ － Ｕ 調 査 の 実 施 と 教 育 相 談 の 推 進  ○  Ｑ － Ｕ 調 査 の 実 施 と 教 育 相 談 の 推 進  ○  Ｑ － Ｕ 調 査 の 実 施 と 教 育 相 談 の 推 進  

・ 市 内 全 小 学 校 4 年 生 以 上 の 約 ８ ,６ 00 人 、市 内 全 中 学 校 の 約 8,７ 00 人 に 対

し て 、Ｑ － Ｕ 調 査 を 年 間 ２ 回 実 施 し 、調 査 結 果 を も と に 、い じ め や 不 登 校 な ど

の 未 然 防 止 及 び 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に 努 め ま し た  

・ Ｑ － Ｕ 調 査 に か か る 校 内 研 修 会 を 開 催 し 、教 員 の カ ウ ン セ リ ン グ 能 力 や 学 校

の 相 談 機 能 を 高 め 、個 々 の 子 ど も の 心 の ケ ア を す る と と も に 、子 ど も 同 士 の 関

わ り を 深 め る 学 級 集 団 づ く り を 進 め ま し た 。  
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○  校 内 生 徒 指 導 体 制 確 立 の た め の 学 校 訪 問 の 実 施  ○  校 内 生 徒 指 導 体 制 確 立 の た め の 学 校 訪 問 の 実 施  ○  校 内 生 徒 指 導 体 制 確 立 の た め の 学 校 訪 問 の 実 施  ○  校 内 生 徒 指 導 体 制 確 立 の た め の 学 校 訪 問 の 実 施  

・ １ 学 期 中 に す べ て の 小・中 学 校 を 計 画 訪 問 し て 、指 導 方 法 や 指 導 体 制 等 に つ

い て 情 報 交 換 を 行 う と と も に 、 各 学 校 が 抱 え て い る 問 題 （ 暴 力 行 為 、 不 登 校 、

い じ め 等 ） を 的 確 に 把 握 し 、 そ の 解 決 に 向 け て 助 言 を 行 い ま し た 。  

・ 月 別 問 題 行 動 報 告 か ら 課 題 の あ る 学 校 及 び 学 級 に 対 し て 、指 導 主 事 が 訪 問 し 、

指 導 助 言 を 行 い ま し た 。  

○  各 種 研 修 会 の 開 催  ○  各 種 研 修 会 の 開 催  ○  各 種 研 修 会 の 開 催  ○  各 種 研 修 会 の 開 催  

・ ４ 月 と 2 月 に 小・中 学 校 生 徒 指 導 担 当 者 研 修 会 を 行 う こ と に よ り 、担 当 者 へ

の 周 知 と 情 報 交 換 に 努 め ま し た 。  

 ・ 学びの一体化や生徒指導担当者研修会などを通して、情報交換会や指導方法の研

究会を行うなど、小中学校における生徒指導の連携を図り、組織的な生徒指導体制

を確立することができました。 

・ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 対 象 に 、本 市 の い じ め や 不 登 校 の 現 状 を も と に し た

研 修 会 を 行 い 、 資 質 及 び カ ウ ン セ リ ン グ 能 力 向 上 を 図 り ま し た 。  

○  関 係 機 関 等 と の 連 携 の 充 実  ○  関 係 機 関 等 と の 連 携 の 充 実  ○  関 係 機 関 等 と の 連 携 の 充 実  ○  関 係 機 関 等 と の 連 携 の 充 実  

・  北 勢 児 童 相 談 所 、四 日 市 南 ・北 ・ 西 警 察 署 、北 勢 少 年 サ ポ ー ト セ ン タ ー 、家

庭 裁 判 所 、保 護 観 察 所 、家 庭 児 童 相 談 室 等 保 健 福 祉 関 係 各 課 の 関 係 機 関 を 訪 問

し て 情 報 交 換 等 の 連 携 を 積 極 的 に 進 め ま し た 。  

と り わ け 各 警 察 署 と は 、学 校 警 察 連 絡 制 度 に 関 す る 協 定 を 結 ん で お り 、年 度

当 初 に 教 育 委 員 会 及 び 学 校 と の 連 絡 会 を は じ め 、月 １ 回 の 情 報 交 換 会 な ど を 持

ち 、 連 携 強 化 を 図 り ま し た 。  

・ 生 徒 指 導 定 例 会（ 隔 月 １ 回 ）に お い て 、不 登 校 や 問 題 行 動 等 へ の 対 応 方 法 や

各 学 校 へ の 助 言 内 容 を 検 討 し ま し た 。  

・ 四 日 市 市 子 ど も の 虐 待 及 び 配 偶 者 か ら の 暴 力 防 止 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 等 で 児 童

虐 待 の 状 況 報 告 お よ び 対 応 に つ い て 情 報 交 換 し ま し た 。 ネットワークの機能を

生かし、児童虐待への的確な対応に努めました。 

・ 発達障害傾向の子どもへの対応や学校における事故等への緊急支援が早期にでき

るよう、四日市市学校臨床心理士会と連携を密に図っています。 

○  生 徒 指 導 緊 急 対 応 に 係 る 体 制 の 整 備 ・ 充 実  ○  生 徒 指 導 緊 急 対 応 に 係 る 体 制 の 整 備 ・ 充 実  ○  生 徒 指 導 緊 急 対 応 に 係 る 体 制 の 整 備 ・ 充 実  ○  生 徒 指 導 緊 急 対 応 に 係 る 体 制 の 整 備 ・ 充 実  

 ・ 円滑な生徒指導の推進のため、学校で起こるさまざまな問題に対して、法的根拠

をもとに教育委員会顧問弁護士などから教育委員会や学校が指導、助言を受け、緊

急対応体制等の整備・充実を図ることができました。 

○  生 徒 指 導 特 別 指 導 員 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ 三 重 県 教 育 委 員 会 ） の  ○  生 徒 指 導 特 別 指 導 員 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ 三 重 県 教 育 委 員 会 ） の  ○  生 徒 指 導 特 別 指 導 員 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ 三 重 県 教 育 委 員 会 ） の  ○  生 徒 指 導 特 別 指 導 員 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ 三 重 県 教 育 委 員 会 ） の  

派 遣  派 遣  派 遣  派 遣  

 ・ 三重県教育委員会から中学校 2 校、小学校 1 校に生徒指導特別指導員が派遣され、

生徒指導上の体制や子どもへの関わり方に対する助言を受け、問題行動の防止や立

ち直り支援等を行いました。また、小学校 2 校にスクールソーシャルワーカーが派

遣され、子どもが置かれた様々な環境へ働き掛け、関係機関等とのネットワークを

活用して、問題を抱える子どもに支援を行いました。 
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２ 教育相談の充実  

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 の 背 景 や 要 因 は 複 雑 で あ り 、そ の き っ か け も 様 々 で す 。ま た 、

時 間 の 経 過 と と も に 状 況 も 刻 々 と 変 化 し ま す 。 心 に 不 安 や 悩 み 、 ス ト レ ス や 不 満 を 抱

え て い る 子 ど も が 増 加 し て お り 、 子 ど も の 言 動 の 小 さ な 変 化 も 見 逃 さ な い こ と が 大 切

で す 。  

 そ の た め に は 、 子 ど も た ち へ の 教 育 相 談 を 充 実 さ せ る と と も に 、 子 育 て や 家 庭 生 活

に 関 す る 不 安 や 悩 み を 持 つ 保 護 者 が 、 気 軽 に 相 談 で き る 教 育 相 談 体 制 の 構 築 が 重 要 に

な っ て い ま す 。  

     ＊  平 成 ２ ６ 年 度 は 小 学 校 の 統 合 に よ り 、学 校 数 が 減 っ た た め 配 置 校 が 減 少 し ま し た  

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー （ ※ ） の 配 置 状 況  

  ・  平 成 ２ ５ 年 度 か ら 市 内 全 て の 小 中 学 校 に 配 置 し て お り 、 平 成 ２ ６ 年 度 は 、 ６

０ 校 に 計 ３ ９ 人 を 配 置 し ま し た 。  

国 ・ 県 費 ： 中 学 校 全 ２ ２ 校 、 小 学 校 １ ０ 校  

市 費 ： 小 学 校 ２ ６ 校  

国 ・ 県 費 と 市 費 の 併 用 ： 小 学 校 ２ 校  

・  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 対 象 に 年 １ 回 の 研 修 会 を 実 施 し 、 カ ウ ン セ リ ン グ 機 能

の 充 実 及 び 関 係 機 関 等 と の 連 携 を 図 り ま し た 。  

※  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 、児 童 生 徒 の 臨 床 心 理 に 関

し て 高 度 で 専 門 的 な 知 識・経 験 を 有 す る 者 で 、児 童 生

徒 お よ び 保 護 者 へ の カ ウ ン セ リ ン グ や 教 職 員 お よ び

保 護 者 に 対 す る 助 言 ・ 援 助 を 行 う た め に 、 市 内 の 小 ・

中 学 校 に 配 置 し 、児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 の 解 決 に 当 た

り ま す 。 ま た 、 発 達 検 査 等 も 行 う こ と が で き ま す 。  

 

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 活 用 状 況  

・  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー へ の 総 相 談 件 数 は 、 平 成 26 年 度 が １ １ ,１ ５ ６ 件 で あ

り 、 平 成 25 年 度 の ９ ,９ ９ １ 件 と 比 較 し て 、 約 １ .１ ７ 倍 と な り ま し た 。  

・ 年 間 の 実 質 相 談 者 数 は １ ,８ １ ３ 人 で し た 。１ 人 の 相 談 者 が 、年 平 均 ６ .２ 回 の

相 談 を し た こ と に な り ま す 。  

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）     

市 の ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラーを配置する学校数 
１８校 ２９校 ２８校 ２０校 ２０校 ２０校 ２０校 
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・  県 配 置 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 、 週 １ 回 ３ ～ 7 時 間 配 置 さ れ 、 平 成 ２ ６ 年

度 の １ 校 の 平 均 の 相 談 件 数 は １ ４ ３ 件 で し た 。 市 配 置 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー

は 週 １ 回 ６ 時 間 で 、 １ 校 の 平 均 の 相 談 件 数 は ２ ４ ２ 件 で し た 。 相 談 件 数 が 増 え

て き て 、 配 置 時 間 や 回 数 が 足 り な く な っ て い る こ と が 課 題 と な っ て い ま す 。  

・  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 、 日 々 の 相 談 業 務 だ け で は な く 、 学 校 内 の 生 徒 指 導

委 員 会 や 特 別 支 援 委 員 会 に 参 加 し 、 情 報 の 共 有 や 対 応 の 仕 方 の ア ド バ イ ス も し

て も ら い ま す 。 ま た 、 夏 季 休 業 中 、 校 内 の 研 修 会 の 講 師 を 努 め る な ど 、 教 職 員

の 教 育 相 談 力 の 向 上 に 寄 与 し て い ま す 。  

 

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー へ の 相 談 内 容  

・  児 童 生 徒 が 相 談 す る 内 容 で は 「 発 達 の 問 題 に 関 す る 相 談 」 が 最 も 多 く 、 全 体

の 25％ に 相 当 し ま す 。次 い で 、「 自 己 の 問 題 に つ い て の 相 談 」「 人 間 関 係（ 家 族

以 外 ）に 関 す る 相 談 」の 順 と な っ て い ま す が 、相 談 内 容 は 多 岐 に 渡 っ て い ま す 。  

・  保 護 者 が 相 談 す る 内 容 で は 、「 児 童 生 徒 の 発 達 の 問 題 に 関 す る 相 談 」が 最 も 多

く 、全 体 の ４ ４ ％ に 相 当 し ま す 。次 い で 、「 家 庭 問 題 に 関 す る 相 談 」、「 自 己 の 問

題 に 関 す る 相 談 」 の 順 に な っ て い ま す 。  

・  教 職 員 が 相 談 す る 内 容 で は 、「 児 童 生 徒 の 発 達 の 問 題 に 関 す る 相 談 」が 最 も 多

く 、全 体 の 41％ に 相 当 し 、指 導 に 悩 ん で い る 教 職 員 の 現 状 が 顕 著 に み ら れ ま す 。 

 

・  不 登 校 に 関 係 す る 相 談 は 、総 相 談 件 数 １ １ ,１ ５ ６ 件 中 １ ,９ ５ ４ 件 で し た 。こ

れ は 、 全 体 の 約 １ ８ ％ を 占 め る 割 合 で あ り 、 不 登 校 児 童 生 徒 の 増 加 に 伴 い 、 相

談 件 数 も 増 加 傾 向 に あ り ま す （ 平 成 ２ ５ 年 度 は ９ ,９ ９ １ 件 中 １ ,７ １ ７ 件 、 １

７ ％ ）。  

・ 不 登 校 に 関 係 す る 相 談 内 容 と し て は 、「 発 達 の 問 題 に 関 す る 相 談 」が 最 も 多 く 、

次 い で 、「 自 己 の 問 題 に 関 す る 相 談 」、「 家 庭 問 題 に 関 す る 相 談 」、「 心 身 の 健 康 に

関 す る 相 談 」 の 順 に な っ て い ま す 。  

- 57 -



 

第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 

 

 

 ○  関 係 機 関 と の 連 携  

  ・  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 、 必 要 に 応 じ 、 心 療 内 科 等 の 医 療 機 関 や 適 応 指 導 教

室 等 の 市 の 機 関 と 連 携 を し て い ま す 。 そ の 件 数 は 、 平 成 ２ ６ 年 度 は 、 心 療 内 科

等 の 医 療 機 関 ２ ６ 件 、 市 の 機 関 ３ ０ 件 （ 平 成 ２ ５ 年 度 は 、 医 療 機 関 ２ １ 件 、 市

の 機 関 ５ ９ 件 ） で し た 。  

 

○  ハ ー ト サ ポ ー ト 事 業  

・  カ ウ ン セ リ ン グ 等 に 関 し 、 専 門 的 な 知 識 と 経 験 を 有 す る 臨 床 心 理 士 ３ ４ 名 を

ハ ー ト サ ポ ー タ ー と し て 学 校 ・ 園 や 家 庭 に 派 遣 し て い ま す 。  

・  平 成 ２ ６ 年 度 の 相 談 件 数 は ９ ４ 件 （ 平 成 ２ ５ 年 度 ９ ７ 件 、 平 成 ２ ４ 年 度 ８ ３

件 、 平 成 ２ ３ 年 度 ９ １ 件 ） で し た 。  

・  相 談 件 数 の 推 移 で は 、 平 成 ２ ４ 年 度 と 平 成 ２ ５ 年 度 は 、 中 学 校 の 相 談 件 数 が

最 多 で し た が 、 平 成 ２ ６ 年 度 は 、 小 学 校 の 相 談 件 数 が 最 多 と な り ま し た 。 こ れ

は 、 発 達 の 課 題 に 悩 む 児 童 や 保 護 者 の 継 続 的 な 相 談 が 小 学 校 で 増 加 し た こ と が

理 由 と し て 挙 げ ら れ ま す 。  

・  平 成 ２ ６ 年 度 の カ ウ ン セ リ ン グ 内 容 は 、 不 登 校 関 係 、 子 育 て 不 安 、 子 ど も の

行 動 に 対 す る 不 安 、 発 達 障 害 、 対 人 関 係 等 が 主 な も の で し た 。 近 年 、 不 登 校 児

童 生 徒 の 保 護 者 の 子 育 て 不 安 な ど 、 一 つ の 問 題 か ら 波 及 す る 複 合 型 の 相 談 が 増

加 し て い ま す 。  

・ 保 護 者 が 情 緒 不 安 定 に な り 、う ま く 子 育 て が で き な い ケ ー ス も 増 加 し て お り 、

保 護 者 に 対 す る 心 の ケ ア も ハ ー ト サ ポ ー タ ー の 大 き な 役 割 と な っ て い ま す 。  

・  校 内 外 で 痛 ま し い 事 件 が 起 こ っ た 場 合 な ど の 緊 急 支 援 と し て も 、 ハ ー ト サ ポ

ー タ ー を 派 遣 し て い ま す 。平 成 ２ ６ 年 度 の 緊 急 支 援 は あ り ま せ ん で し た 。（ 平 成

２ ５ 年 度 は 小 学 校 １ 校 と 中 学 校 １ 校 に 延 べ ２ ８ ８ 時 間 派 遣 し ま し た 。）  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  い じ め ・ 体 罰 等 電 話 相 談 、 来 室 相 談 、 い じ め 相 談 メ ー ル  

・  教 育 相 談 担 当 者 （ ２ 名 ） が 、 電 話 や 面 接 に よ る 相 談 を 行 っ て い ま す 。  

・  平 成 ２ ６ 年 度 の 相 談 件 数 は ２ ７ ４ 件 で 、 そ の う ち 保 護 者 か ら の 相 談 が 全 体 の

約 ６ ２ ％ を 占 め て い ま す 。相 談 内 容 は 多 岐 に わ た っ て お り 、そ の 中 で 、「 学 校 が

行 っ た 子 ど も へ の 指 導 内 容 に 対 す る 相 談 」が ９ ７ 件 と 最 も 多 く 、「 い じ め に 関 す

る 相 談 」 は ３ ９ 件 で 、「 体 罰 に 関 す る 相 談 」 は １ ８ 件 で し た 。  

・ 平 成 ２ ６ 年 度 は 相 談 を い つ で も 受 け 付 け

ら れ る よ う 、市 ホ ー ム ペ ー ジ に「 い じ め 相

談 メ ー ル 」を 新 設 し ま し た 。平 成 ２ ６ 年 度

の 相 談 件 数 は ４ 件 で 、そ の う ち い じ め に 関

す る も の は ２ 件 で し た 。各 種 相 談 窓 口 に つ

い て は 、児 童 生 徒 に プ リ ン ト を 配 布 し た り 、

ポ ス タ ー を 掲 示 し た り し て 周 知 し て い ま

す 。  

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  不登校やいじめの未然防止、早期発見、早期対応を図るために、ス ク ー ル カ ウ ン

セ ラ ー と 連 携 し 、子 ど も や 保 護 者 へ の 支 援 方 法 等 に 関 し て 、相談体制の充実を図り

ます。また、引き続き教職員の教育相談力の向上に努めます。 

○  スクールカウンセラーを全小中学校に配置していますが、今後は、児童生徒数が多

い学校においても、児 童 生 徒 や 保 護 者 が よ り タ イ ム リ ー に 相 談 で き る よ う 配 置 の 工

夫 に 努 め ま す 。  

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や 学 校 外 の 相 談 機 関 に つ い て 、 学 校 便 り や 学 校 ホ ー ム ペ

ー ジ 等 で 保 護 者 に 知 ら せ ま す 。  

○  子 ど も の 発 達 の 問 題 や 保 護 者 の 子 育 て 不 安 等 の 相 談 に 適 宜 対 応 す る た め に 、 ハ

ー ト サ ポ ー タ ー の 積 極 的 な 活 用 を 促 進 ま す 。 ま た 、 子 ど も の 発 達 の 問 題 や 保 護 者

の 子 育 て 不 安 等 の 相 談 に 対 応 す る と と も に 、 緊急時には学校や家庭に派遣しま す 。 

 H24 H25 H26 

総 相 談 件 数  ２９９ ２４３ ２７４ 

学 校 の指 導  

内 容 の相 談  
１１１ ８６ ９７ 

いじめ ３４ ２１ ３９ 

体 罰  ５ ９ １８ 

（件） 

94 

97 

83 

91 

0 20 40 60 80 100 120

H23

H24

H25

H26

幼稚園

小学校

中学校

平成 26 年度 ハートサポート事業 相談件数（件） 

94 

97 

83 

91 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－２ 道徳教育の充実」 
 

 

３ 道徳教育の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

子どもたちが体験活動を通して身につけたものの見方や考え方、感じ方をもとに、道徳

的価値の自覚を深め、道徳的実践力を育みます。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 総合的な学習の時間や特別活動での体験（例 福祉・ボランティア体験、老人会と

の交流、地域での体験、自然教室、職場体験等）をもとにして、関連性のある資料を

用いたり、参加体験型学習を取り入れたりしながら、道徳教育の取組を進めています。 

 

○ 「道徳的実践力をはぐくむ道徳教育の充実」に基づいた学校教育全体での実践 

・ 小中学校ともに、文部科学省作成の『私たちの道徳』を使用している・・１００％ 

『私たちの道徳』や三重県教育委員会発行の『三重県心のノート』を道徳の時間を

はじめ、学校の教育活動の様々な場面で使用しています。児童生徒が自らページを

開いて書き込んだり、家庭で話題にしたりするなどして活用しています。 

  

 ○ 道徳全体指導計画及び年間指導計画の立案・実践・改善 

・ 小中学校ともに、道徳の時間の年間指導計画を作成している・・・・１００％ 

 各校の道徳教育全体指導計画は、道徳の時間に限らず、各教科や総合的な学習の時

間、日頃の学級指導なども含めた指導計画を示すことになっており、子どもたちが

さまざまな場面で道徳的価値を深められるよう作られています。 

・  平成２３年度から２６年度までの４年にわたり、文部科学省の「道徳教育総合支

援事業」の指定を受け、道徳教育の推進に取組んでいます。平成２６年度は塩浜中

学校を研究指定校とし、道徳教育推進教師を集めた研究発表会等で、その研究成果

を共有しています。 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

道 徳 の 時 間 で 体 験 活 動 等 を 生 か し た 授

業 を 年 間 ３ 回 以 上 実 施 し た 学 級 の 割 合  
１００% １００% １００％ １０0% １０0% １０0% １０0% 

参加体験型学習内容 
実施校の割合（％） 

小学校 中学校 

奉仕的活動 １００ ５０ 

高齢者とのふれあい活動 ８１ ７７ 

あいさつ運動 ９７ １００ 

福祉体験活動 ６８ ６８ 

外部講師を招いて集会や講演会など道徳性の育成に関わる活動 １００ ２７ 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－２ 道徳教育の充実」 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔塩 浜中 学 校で の研 修内 容の 一部  教師 同士 で １０ 分間 の模 擬 授業 によ る 検討 →教 室で の 授業 〕  

 

○ 家庭や地域との連携の推進 

・ 小・中学校ともに、道徳の公開授業（授業参観）を実施している・・・１００％ 

・ 平成２６年度は、学校公開日や授業参観日に、すべての小中学校において、全学

級で道徳の授業が公開されました。  

・ 道徳の授業内容を学校だよりや学年だより、ホームページなどで発信することで、

保護者や地域等からは道徳教育の取組について理解・評価を得ています。 

 

◆ 今後の方向性                 ◆ 今後の方向性                 ◆ 今後の方向性                 ◆ 今後の方向性                  

○ 道徳的実践力を育てるために、実生活や実社会とのかかわりを深め、さまざまな体

験活動を生かした道徳教育の推進をより一層図ります。 

○ 道徳の授業公開を積極的に行うとともに、地域の人々の参加や協力を得るなど、家

庭や地域社会との連携を図ります。 

○ 文部科学省発行の副読本『心のノート』は全面的に改訂され、２６年度から『私た

ちの道徳』と名称を変えて全児童生徒に配布されました。日常生活を舞台にした物語

文や、著名人の幼い頃の思い出など、読み物教材が数多く掲載されています。また、

三重県教育委員会発行の『三重県 心のノート』には三重県の歴史上の人物について

のエピソードが紹介されています。道徳的価値について子どもたちが自ら考えるきっ

かけとなるよう、『私たちの道徳』『三重県 心のノート』の効果的な利用方法につい

て実践例を提供し、研修を進めます。 

○ 郷土を大切にして愛する心や、国を愛する心を育てる指導の充実を図ります。 

○ 小学校では、基本的な道徳的価値観の形成を重視します。低・中学年では、幼児期

からの教育との接続に配慮し、基本的な生活習慣や善悪の判断、きまりを守るなど、

日常生活や学習の基盤となる道徳性の指導や感性に働きかける指導を進めます。中・

高学年では、多様な体験を生かし、自分と他者との人間関係や社会とのかかわりに目

を向け、夢や希望をもって生きることの指導を進めます。 

○ 中学校では、人間としての生き方について、自覚を深める指導を重視します。その

際、法や社会とのかかわりなどに目を向けます。また人物から生き方や人生訓を学ん

だり、自分のテーマをもって考え、討論したりするなど、多様な学習を進めます。 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－３ 人権教育の充実」 

 

H22 H23 H24 H25 H26
小学校（38校） 93% 93% 93% 94% 95%
中学校（22校） 83% 88% 90% 92% 91%

「いじめは絶対にいけない」と思っている割合（全校児童・生徒）

４ 人権教育の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

人権を尊重する意欲や態度を身につけ、一人一人の自己実現を可能にするために必要な

学習活動を展開し、人権問題を解決する行動力を育成します。また、教材・資料の作成及

び環境の整備に努めます。 

◆ 取組指標と現状値 ◆ 取組指標と現状値 ◆ 取組指標と現状値 ◆ 取組指標と現状値 

※各領域とは、部落問題、障害者・外国人・子ども・女性の人権に関する問題の 

5 領域をさす。 

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

｢いじめ」や「体罰」「虐待」など子どもの人権が侵害される事象が全国的な問題となり、

今もなお、子どもたちの生活の中にある差別やいじめなどさまざまな人権に関わる問題が

発生しています。本市においても、子どもの人権にかかわる問題のほかに、障害者や外国

人、身体的特徴のある人などへの差別的な見方や関わりが残念ながらみられます。このよ

うな現状のなかで、学校･園での人権教育の取組の重要性が増しています。人権問題の解決

のためには、子ども一人一人が人権尊重の理念や人権に関する知識を十分に理解して、差

別をなくす主体者となるべき力を身につけることが大切です。 

各小中学校において、人権教育年間指導計画（人権教育カリキュラム）の中に人権教育

5 領域を明記することで、子どもに身近な人権課題を意識した学習が進められています。

小学校では、低学年から様々な人権の領域を意識して取組が行われています。中学校でも、

３年間を見通し系統的に学習を進めることを意識して取組が行われています。一方で、学

校における人権教育が表面的、心情的な理解にとどまり、子どもたちの実践的な力へと結

び付けられていないという指摘があります。現状として多様性や自己の肯定感といった「価

値的・態度的側面」に関する指導に力点が置かれていて、人権についての実践的知識や対

立・問題解決技能といった「知識的側面」「技能的側面」の指導方法等の在り方に課題があ

ります。そのために、教職員が自らの人権意識の向上を図り、学校・地域や子どもの実態

に応じた計画的な教育実践を進められるよう教材開発と整備、指導方法の研究などに継続

して取り組んでいかねばなりません。その１つとして、上記３つの側面のバランスを意識

した人権教育カリキュラムの作成を進めているところです。 

また、家庭の状況やその他さまざまな背景によって、教育的に不利な環境におかれ、学

習意欲や前向きに生活する意欲をそがれてしまっている子どもたちがいます。将来の就労

や自立した生活に結びつくキャリア教育を展開するために、学校・園での取組の発信や保

護者や地域との協働などによって、子ど

もたちの周りにある人権課題を解決して

いくことが必要です。 

取組指標 
実績値 

(平 成 24 年 度 ) 

実績値 

(平 成 25 年 度 ) 

実績値 

(平 成 26 年 度 ) 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  

人権教育各領域

（※）の学習実施率 
８５．５％ ８２% ９１．７％ 100% 100% 100% 100% 
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◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○   一 人 一 人 の よ さ や 違 い を 認 め 合 い 、 ど の 子 ど も に と っ て も 安 心 し て 自 分 ら し さ

を 発 揮 で き る 学 級 や 学 校 ･園 づ く り を 推 進 し て い き ま す 。  

○   す べ て の 教 育 活 動 に お い て 、部 落 問 題 を は じ め と す る 障 害 者・外 国 人・子 ど も ・

女 性 等 の 人 権 に 関 す る 問 題 や い じ め 問 題 に 潜 む 差 別 や 偏 見 を 見 抜 き 、 そ の 解 決 に

向 け た 行 動 力 を 培 う 学 習 を 進 め ま す 。  

○  す べ て の 学 校 ・ 園 で 、 研 修 体 制 や 子 ど も の 実 態 に 即 し た 『 人 権 教 育 推 進 計 画 』 の

策 定 及 び 改 訂 を す る と と も に 、 人 権 教 育 カ リ キ ュ ラ ム の 編 成 を 進 め ま す 。  

○  各 中 学 校 ブ ロ ッ ク で 、 人 権 教 育 を 通 し た 幼 保 小 中 の 連 携 を 進 め ま す 。 そ の 取 組 の

一 環 で あ る 「 子 ど も 人 権 フ ォ ー ラ ム 」 を よ り 充 実 し た も の に し ま す 。  

○  保 護 者 ・ 教 職 員 一 人 一 人 が 自 分 の 人 権 感 覚 を 見 直 す 研 修 の 機 会 を 充 実 し 、 人 権 意

識 が 向 上 す る よ う 取 組 を 継 続 し ま す 。  

 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

（１）学校人権教育の推進 

○  人 権 教 育 の 諸 課 題 に 関 す る 学 習 の た め の 資 料 教 材 を 作 成 、 配 布 。    

<人 権 作 文 集 、 人 権 カ レ ン ダ ー > 

   【 人 権 ポ ス タ ー ・ 作 文 応 募 状 況 】  

 人 権 ポ ス タ ー … 55 校 園 、218 点（ 幼 7 園・保 2 園・小 34 校・中 12 校 ）              

   人 権 作 文   … 38 校 、 91 点 （ 小 22 校 ・ 中 16 校 ）   

○  人 権 教 育 推 進 校 園 指 定 事 業 の 実 施  

各 種 研 修 会 へ の 参 加 や 人 権 学 習 の 実 践 研 究 や 講 演 会 の 実 施 、 先 進 校 視 察 及 び 還

流 報 告 等 を 実 施 し て い ま す 。 次 年 度 の 人 権 教 育 推 進 委 員 研 修 会 で 代 表 が 実 践 を 報

告 し 、 取 組 を 全 市 に 広 げ て い き ま す 。  

【 平 成 ２ ６ 年 度 推 進 校 園 】  幼 稚 園 ２ 園 … 神 前 、 下 野  

小 学 校 ９ 校 … 大 谷 台 、 大 矢 知 興 譲 、 海 蔵 、 神 前  

高 花 平 、 常 磐 、 羽 津 北 、 日 永 、 八 郷  

中 学 校 ３ 校 … 桜 、 三 重 平 、 三 滝  

 

（２）「子ども人権フォーラム」の実施 

○中学校ブロック「子ども人権フォーラム」実施状況（全２２中学校ブロック） 

 H22 H23 H24 H25 H26 

外部講師による講演会の企画 １１ １１ ９ １０ ５ 

児童・生徒によるグループ別討議の司会・進行 １４ １４ １７ １９ ２１ 

児童・生徒によるフォーラム全体の司会・進行 ０ ０ ０ ２ ３ 

児童・生徒がフォーラムの企画・運営に参加 ０ ０ ０ ０ ２ 

 

中学校ブロックの人権教育推進委員が、各校園の人権課題解決に向けて、児童・生徒が

主体的に参加できるように、企画・運営する取組が増えてきています。次年度の人権教育

推進委員研修会において代表ブロックが取組を報告し、全市に広げています。 
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（内容例） 

・ 体験的参加型人権学習によるグループ討議と発表（教材「わたしのものさし」「権利の

熱気球」「人権カルタ」「ちがいのちがい」など） 

・ 外部講師による講演会、その後、グループ別討議と発表（いじめについて、など） 

・ 代表者による人権作文の発表、その後、グループ別討議と発表 

 

（３）保護者に対する人権啓発 

 【 Ｐ Ｔ Ａ 人 権 問 題 研 修 会 （ 実 施 形 態 ）】  

● 幼 稚 園 ・ ２ ０ 園 に て 実 施 （ の べ ４ ４ 回 ）  

      講 演 会 ： ３ ０ 回 、 参 加 型 研 修 ・ 懇 談 会 ・ グ ル ー プ 討 議 ： １ ４ 回   

● 小 学 校 ・ １ ９ 校 に て 実 施 （ の べ ２ ５ 回 ）  

      講 演 会 ： １ ５ 回 、 参 加 型 研 修 ・ 懇 談 会 ・ グ ル ー プ 討 議 ： １ ０ 回  

● 中 学 校 ・ 1１ 校 に て 実 施 （ の べ ２ ５ 回 ）  

講 演 会 ： １ １ 回 、 参 加 型 研 修 ・ 懇 談 会 ・ グ ル ー プ 討 議 ： １ ４ 回   

 

（４）中学校ブロックを中心とした人権文化の創造 

○ 中学校ブロック人権教育研修状況        ※（ ）内数はＨ2５年度の数 

      研  修  内  容 実施ブロック数・延べ回数 

ア 講演会 22 ブロック・ 31 回 （ 27） 

イ 授業公開（小・中）、保育公開（幼） 22 ブロック・113 回 （119） 

ウ ブロック内情報交換、連絡会 22 ブロック・154 回 （174） 

エ ブロック内教職員合同研修会 22 ブロック・ 41 回 （ 41） 

 

（５）地域人権教育の推進（市内人権プラザ４館） 

○  子 ど も 人 権 文 化 創 造 事 業  

【 地 域 人 権 教 育 推 進 活 動 】  

●地域、保護者、学校･園の協力のもと、友だちや地域、保護者の思いや願いに気づき、

な か ま と と も に 自 他 の 人 権 を 尊 重 す る 心 情 や 差 別 を な く す た め の 実 践 力 を 育 む た

めの人権学習や体験学習･聞き取り活動などを実施しました。 

【 子 ど も の 居 場 所 づ く り 活 動 】  

●児童 集会 所等 にお いて、 地域 ボラ ンテ ィアな どの 協力 によ り、子 ども たち が安 心

して学習や遊び等を行 うための安全な居場所 づくりを行うよ う 支 援 し ま し た 。   

【 キ ッ ズ ・ ス ク ー ル 活 動 】  

 ● 子ども同士の信頼関係を深め、尊重し合う心を育むことをねらいとして、休日や放

課後等などを利用した活動を実 施 し ま し た 。  

○  自 己 実 現 支 援 事 業  

 【 自 主 学 習 支 援 活 動 】  

● 子ども一人一人が置かれた環境等の課題 に応じて、学 校 ・ 園 、 地 域 、 家 庭 が 協 働

し 、 教 員 Ｏ Ｂ 、 地 域 の 人 、 学 生 等 学 習 支 援 員 の 協 力 を 得 て 、 子 ど も た ち の 学 習

意 欲 の 向 上 や 基 礎 学 力 及 び 学 習 習 慣 の 定 着 に 向 け て 取 組 を 進 め ま し た 。  

【 進路･就労につながる出会い･体験活動】  

● 子 ど も た ち が 自 分 の 進 路 や 就 労 な ど 将 来 を 考 え る き っ か け と す る た め 、 社 会 見 学

や職業体験をしたり、 社会で働く人と交流し たりしました。 
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（６）三重県教育委員会の事業との共催 

【地域による学力向上支援事業（西笹川中学校区）】 

    ●地域で運営されている「笹川子ども教室」において教員ＯＢや大学生、地域住民等

が放課後や休業中における学習支援等を行うことにより、家庭学習が困難な環境に

ある子どもたちの学習意欲の向上や学力の定着を図る取組を支援しました。 

 【子ども支援ネットワーク構築事業（三重平中学校区）】 

  ●家庭での生活や学習が困難な環境にある子どもたちの自尊感情や学習意欲を高める

ため、学校、保護者、地域住民等がネットワーク委員会を組織し、高齢者との交流

や地域行事への参加、「地域子ども教室」による学習支援の取組等を進めました。 

【人権教育総合推進地域事業（保々中学校区）】 

  ●「保々地区 18 年間の育ちのプログラム」を検証しながら、学校、家庭、地域社会

が一体となった人権教育の総合的な取組を進め、一人一人の学力・進路保障やなか

まづくりを大切にした教育を推進するための実践研究を行いました。 

 

（７）人権教育研修の充実 

○ 人権・同和教育課主催の人権教育教職員研修会 

研修会名 月 内     容 参加者数 

推進委員研修会 

 

５月 

人権教育推進委員としての役割 

「進路・学力保障を大切にした人権教育」について 

人権フォーラムについて 

７２ 

幼稚園実践研修会 ７月 
「子どもたちの笑顔は希望のたね」 

（講師 三浦伸也） 
５４ 

小中学校実践研修会 ８月 
「生活綴り方教育」のすすめ 

（講師 増田俊昭） 
１３１ 

初任者研修会 ８月 「差別の現実から深く学ぶとは」 ６０ 

転入者研修会 ８月 「差別の現実から深く学ぶとは」 ８０ 

教頭研修会 ８月 「学校づくりを人権の視点で」 ６０ 

地 域 人 権 教 育 推

進校研修会 

６月 

９月 

２月  

「人権教育推進担当として大切にすること」 

「人権プラザの歴史から学ぶ」「立場の自覚」 
８４ 

 

○ 学校人権教育リーダー育成研修会・人権教育フォローアップ研修会 

学 校 に お け る 人 権 教 育 の 充 実 及 び 質 の 向 上 を 図 る に は 、カ リ キ ュ ラ ム 作 成 や 研 修

の 中 心 と な り 得 る 人 材 の 育 成 が 不 可 欠 で す 。そ の た め 、リ ー ダ ー 養 成 を 目 指 し た 実

践 的 な 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。  

・学校人権教育リーダー育成研修会 

必 修 参 加 者 （ 全 小 中 学 校 の 1/2） ３ １ 人 。 希 望 枠 参 加 者 ９ 人 。  

①参加体験型の実践的研修（講師 三輪真裕美）  

②部落史学習の指導案・教材づくり（講師 星野勇悟） 

③部落問題学習における指導案・教材づくり（講師 森実） 

・ 学校人権教育リーダーフォローアップ研修会（参加者３３人） 

「かわるにかわらん これって人権」（講師 山中千枝子） 
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・ 学 校 人 権 教 育 の て び き の 発 行  

    第 5７集『部落史学習プログラムの展開』 

 平成 24・25 年度人権教育リーダー育成研修会部落史学習プログラム展開

レポートから  

 

○  人 権 教 育 に か か わ る 校 園 内 の 教 職 員 研 修 の 推 進  

子どもたちに対する人権教育を推進するために、指導技術を高めるだけでなく、教

職員自身の人権意識を向上させ、学校・園や地域における人権教育推進の担い手とし

ての自覚と力量を高める研修に取り組んでいます。授業研究や公開授業など、教職員

が互いに、自身の経験や思いを出し合いながら学ぶような研修形態をとる学校が増え

ています。幼稚園においても、人権教育に関する園内研修や公開保育が行われていま

す。就学前から人権教育に取り組むことはとても大切なことです。今後も、すべての

学校・園において、人権教育に関わる研修が充実したものとなるよう支援します。 

 

 ＜人権教育に関わる校園内研修等の状況＞ 

 

 

 

 

    

    

    

    

○ 人権教育教職員研修派遣事業 

＜研修派遣人数＞ 幼小中学校教職員対象  

開催月 研究大会及び研修名 参加数(人) 

6 月 「せいかつ」実践交流会（津） ８ 

7 月 豊かな就学前人権教育実践交流会（津） 11 

8 月 大阪府人権教育夏季研究会（大阪） 10 

10 月 三重県人権・同和教育研究大会（南勢志摩７市町） 65 

11 月 全国人権保育研究集会（滋賀） 2 

12 月 全国人権・同和教育研究大会（高松） 4 

1 月 三重県在日外国人教育研究大会（津） 4 

2 月 部落解放研究三重県集会（津） 7 

2 月 「なかま」実践研究集会（橿原） 2 

合  計 113 

 

（校園数）  

幼稚園 23 園、小学校 38 校、中学校 22 校 
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５ 読書活動の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

子どもたちの豊かな心をはぐくみ、想像力・思考力・表現力等を豊かに育成するこ

と、言語環境を整えること等をめざし、「四日市市子ども読書推進計画」「学校図書館

いきいき推進事業プラン」に基づき、子どもの読書活動を日常的に推進します。 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 24 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 25 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 26 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  

全学校図書館の本

の貸し出し冊数 
７２．２万冊 ７３．２万冊 ７１．４万冊  68 万冊 68 万冊 68 万冊 68 万冊 

学校図書館司書の
年間 1 校あたり 

平均司書業務時間  
２８８時間 ２９３時間 290 時間  300 時間 300 時間 300 時間 300 時間 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

・「学校図書館いきいき推進事業」により、市内の小中学校６０校に週１日以上、

専門的な知識を持つ学校図書館司書を配置し、各学校の司書教諭や図書館担当者、

図書ボランティアの活動を支援してきました。また、読書活動推進校※を指定し、

読書後の１分間スピーチや学校図書館の授業での活用等の取組を、積極的に進め

てきました。その結果、２つの取組指標は高い実績値となっています。 

 

○ 子どもの読書活動推進について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 図 書 委 員 会 が 選 書 し た 「 テ ス ト 勉 強 に

おす すめ の本 」 のコ ーナ ー 設置 〕  

〔学 校図 書館 司 書に よる 、 音楽 での  

ブッ クト ーク の 様子 〕  

全学校図書館の本の貸出冊数（冊）  学校図書館司書の年間 1 校あたり平 均業務時間（時間）  

 〔 図 書 委 員 会 が 選 書 し た 「 テ ス ト 勉 強 に お す す め 本 」 の コ ー ナ ー 〕    〔 学 校 図 書 館 司 書 に よ る 「 音 楽 の 時 間 の ブ ッ ク ト ー ク 」〕  
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（調査項目） 

「学校の授業時間以外に、普段(月～金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、読書を

しますか。」（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）                  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ２6 年 度全 国学 力・ 学 習状 況調 査に よ る  

・ 読書時間が１０分より少ない児童生徒は、全国平均を下回っており、読書活

動推進に取り組んでいる成果が表れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査項目） 

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館にどれ

くらい行きますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 平均 は平 成 ２6 年度 全 国学 力・ 学習 状 況調 査に よ る  

・昼休みや放課後、学校が休みの日に、学校図書館や地域の図書館へほとんどま

たは全く行かない児童生徒の割合は、小中学生ともに全国平均を下回っています。 

学年 30 分以上 10 分以上 30 分未 満  10 分より 少 ない  

市内（小６） ４０．３％ ２７．２％ ３２．４％ 

全国平均（小６） 38.2% 26.5% 35.2% 

市内（中３） ３０．７％ ３０．２％ ３９％ 

全国平均（中３） 31.4% 21.6% 46.9% 

学年 月に 1 回 程 度以 上  年に数回程度 
ほと んど また は  

全く 行か ない  

市内（小６） ４５．８％ ２６．３％ ２７．６％ 

全国平均（小６） 42.9% 27.8% 29.2% 

市内（中３） １８．１％ ２５．８％ ５５．８％ 

全国平均（中３） 18.9% 22.8% 58.2% 

〔朝 の読 書の 様 子〕  〔担 任に よる 読 み聞 かせ の 様子 〕  
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○ 学校図書館蔵書の状況 

学校図書館の現状に関する調査 小学校(38 校) 中学校(22 校) 

四日市市の蔵書数 399,642 冊 237,019 冊 

四日市市の学校図書館標準冊数 353,360 冊 244,720 冊 

四日市市の学校図書館の蔵書整備率   113.1％ 96.9％ 

四日市市の学校図書館の図書標準達成校 28 校 5 校 

学校図書館図書 

標準達成学校数の割合 

四日市市 73.7％ 22.7％ 

全国 60.2％ 52.3％ 

（ 四 日 市 市 の 数 値 は 平 成 ２ ６ 年 度 調 査 、 全 国 の 数 値 は 平 成 ２ ６ 年 度 「 学 校 図 書 館 の 現 状 に 関 す る 調 査 」 結 果 に よ る ）  

・ 子どもたちが図書に親しむ環境を整えるため、今年度も年間通して、四日市市

立図書館学校団体貸出図書（以下、「なのはな文庫」）巡回を実施しました。教室

や廊下などに「なのはな文庫」の本を置くことによって、手の届くところに本が

あり、生活の中で自然に本に触れることができる環境作りができました。 

・ 小中学校ともに、国語科以外の教科での授業利用が、少しずつ進んできていま

す。今後も引き続き、さまざまな教科等での学校図書館の活用を進めていく必要が

あります。 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

・ 学校が主導的な役割を担いつつ、学校図書館司書、図書ボランティア三者の連

携を引き続き推進していきます。 

・ 「学校図書館いきいき推進事業」による学校図書館司書の授業支援・家庭読書

支援の充実を、さらに進めていきます。 

・ できるだけ多くの子どもたちが、「なのはな文庫」の本を手に取ることができる

ように、市立図書館と学校間との連携を進めていきます。  

・ 今後も読書活動推進校※を小中学校で６校指定し、読書後の１分間スピーチや

学校図書館の授業での活用等の取組を、積極的に進めていきます。取組内容や成

果については、学校図書館担当者研修会や学校図書館いきいき推進検討委員会だ

よりなどで、市内の小中学校へ発信していきます。 

  ※平成 26 年度 読書活動推進校・・・高花平小・県小・常磐西小・港中・南中・羽津中 

 

 

 

 

〔 司 書 に よ る 理 科 に 関 す る

コー ナー 設置 〕  

〔図 書室 とパ ソ コン 室の 連 携〕  〔 自 分 の お す す め 本 を 紹 介 す る

１分 間ス ピー チ の様 子〕  
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６ 図書館との連携 

◆ ねらい                          ◆ ねらい                          ◆ ねらい                          ◆ ねらい                                              

 図書館では、約４２万冊の図書や雑誌、

新聞などを所蔵しています。その内、児童

室には、辞書、事典などのしらべものに役

立つ図書やよみもの、絵本、紙芝居など８

万冊を所蔵しています。また、地域資料室

には、四日市市を中心とする三重県に関連

した地域資料が約２万冊あります。 

図書館と学校が連携して、これら多様な

資料を有効に活用することが、子どもたち

の読書活動や、学校での授業の充実につな

がると考えます。 

 子どもたちが「読書の楽しさ」や「調べる楽しさ」を実感できるよう、図書館は、各校

と連携し、出前講座等による支援を行っています。  

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  児童室  

児童室では、学校図書館いきいき推進検討委員会と連携して、読み聞かせ用図書の

選定や学校での読書活動に協力をしています。また、物流ネットワークの一環として、

調べ学習に役立つ図書の貸し出しや、図書館の本で構成された学校貸出専用図書「な

のはな文庫」の貸し出しも行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や学校などで活動する図書ボランティアに対して、出前講座として勉強会や

講習会を実施し、支援しています。 

 

                      

年度   

小学校 

（回） 

中学校 

 （回） 

貸出冊数

（冊） 

24 年度 71 36 11,739 

25 年度 74 36 12,087 

26 年度 73 38 12,987 

なのはな文庫の利用状況 なのはな文庫の利用状況 なのはな文庫の利用状況 なのはな文庫の利用状況 
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○  自動車文庫（移動図書館） 

図書館では、平成２０年度から学校図書館いきいき推進検討委員会と連携し、出前

講座として、自動車文庫を小学校へ派遣しています。 

子どもたちは、自動車文庫についての説明を受け、実際に車内を見学したり、本を

手に取ったりしています。また、職員による、図書館に関するクイズや本の読み聞か

せを通して、読書の楽しさを体験しています。 

 

  
※ 自 動 車 文 庫 に は 約 3,200 冊 の 本 が 積 み 込 ん で あ り ま す 。  

 

○ 点字・録音資料室 

点字・録音資料室では、視覚障害を持つ児童・生徒の就学支援として、点字による

学習資料を作成しています。また、視覚障害や点字、録音図書等への正しい理解を深

めるため、市内の小学校に在学する児童を対象に「夏休み子ども点字教室」を開催し

たり、依頼があった学校へ職員を講師として派遣したりするなど、啓発に努めていま

す。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 調べ学習の支援は、すべての市民への図書館サービスと学校図書館への支援との両

立を図りながら、図書館の豊富な資料を授業に生かす方法を探っていきます。 

○ 子どもたちが、多様な資料を所蔵する図書館の機能を理解して、使いこなす能力を

身につけられるよう、内容を充実させていきます。 

○ なのはな文庫を一層充実させ、学校の学習や読書活動の支援を進めていきます。      
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７ 体験活動の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を育成する観点から、保育や

各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間を活用し、地域の自然や歴史・文化、本

物の文化・芸術などに触れる機会や体験的な活動を通して、人間的なふれあいや交流等、

多様な活動の推進を図ります。 

    

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

(1) 自然体験の充実  自然体験の充実  自然体験の充実  自然体験の充実 

平成２６年度の施設利用状況 （中学校は２泊のプログラム） 

自然教室での実施プログラムと実施校数（鈴鹿青少年センター、乗鞍青年の家含む） 

  

御
在
所
岳
登
山 

雲
母
峰
登
山 

御
在
所
岳
ス
キ
ー 

ハ
イ
キ
ン
グ 

キ

ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー 

野
外
炊
事 

Ｏ
Ｌ

・
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

ナ
イ
ト

ハ
イ
ク 

早
朝

ハ
イ
キ
ン
グ 

自
然
散
策 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク 

星
座
観
察 

搾
乳

・
バ
タ
ー
作
り 

創
作
活
動 

里
山
保
全 

カ
ヤ

ッ
ク 

小 1 1 0 9 36 36 22 14 6 7 2 5 5 11 6 22 

中 0 0 4 8 18 15 13 1 0 4 0 0 9 16 2 1 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

地域や関係機関等と連携した下

記４項目の体験活動のうち、３

項目以上を年１回以上実施した

小・中学校の割合【自然体験、

文化芸術、地域の歴史・文化、

ものづくり（地場産業や農業）】 

９３．５％ ９８．４％ ９８．３％ １００% １００% １００% １００% 

利用施設名 小 学 校（小 5） 中 学 校（中１） 

四 日 市 市 少 年 自 然 の 家 3８校 ２８４７名 15 校 15３７名(2 泊) 

鈴 鹿 青 少 年 セ ン タ ー  5 校  10７２名(2 泊) 

国 立 乗 鞍 青 年 の 家  ２校  ２６９名(2 泊) 
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・  全小中学校が自然教室を実施し、カヤックやスキー、早朝ハイキングや自然散策等、

豊かな自然の中で普段味わえない活動を実施しています。また、友だち同士助け合う

ことや協力することの大切さを学べるような活動を取り入れています。中学校では６

校（四日市市少年自然の家：４校、国立乗鞍青年の家：２校）が冬季にスキー実習を

中心とした活動を行いました。 

・  実施後の教職員アンケートからは、「指示を待つのではなく、時間を意識しながら

自主的に活動する力が高まった」「班の中でお互いに助け合い、協力し合うことで、

仲間同士のつながりが深まった」等の多くの成果が見られました。 

 

(2) 文化・芸術体験の充実  文化・芸術体験の充実  文化・芸術体験の充実  文化・芸術体験の充実 

平成２６年度各学校・園での「芸術鑑賞教室及び文化芸術体験」実施状況 

 

・  中学校では、芸術鑑賞実施校が昨年度に比べて２校増えました。１学年だけでの

芸術鑑賞教室実施は減り、全校実施が増えています。 

・  「文化芸術による子どもの育成事業」や「能・狂言教室」など、国や四日市市の

文化芸術体験事業を積極的に活用する学校が増えています。 

・  我が国や郷土の伝統音楽・文化を体験する活動としては、音楽科で筝の演奏体験、

能狂言体験、和太鼓体験などが実施されています。 

 

(3) 地域の歴史・文化を体験する活動の推進  地域の歴史・文化を体験する活動の推進  地域の歴史・文化を体験する活動の推進  地域の歴史・文化を体験する活動の推進 

○総合的な学習の時間等における地域の歴史や文化に関わる学習の実施状況  

  

○主な活動内容 

小学校 
万古焼体験、万古雛人形絵付け体験、地域の祭りや獅子舞調べ、茶摘み体験、

昔の暮らしや遊びの体験、防空壕見学、郷土調査等  

中学校 
地域の歴史・史跡・名所・福祉等のテーマ別調べ学習や見学、万古焼体験な

どの体験学習、久留倍遺跡祭への協力等 

 

項目 
幼稚園 

（23園中） 

小学校 

（3８校中） 

中学校 

（22校中） 
達成率（％） 

全ての学年で、芸術鑑賞の機会を

年1回以上もつ 
23園 3７校 1４校 ８９.２% 

わが国や郷土の伝統音楽・文化体

験の機会をもつ 
１８園 2７校 22校 ８０.７% 

項目 
小学校 

（3８校中） 

中学校 

（22校中） 
達成率（％） 

総合的な学習の時間・生活科や社会科をはじ

めとする教科の指導において、地域の歴史や

文化に触れる活動や体験学習を実施した学校 
３８校 １８校 9３.３％ 

- 73 -



             
第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－５ 体験活動の充実」 
 

 

・  社会科や総合的な学習の時間において、昔の暮らしについての聞き取りや遊び体験

をしたり、自分の住む町の歴史・史跡の調査や文化体験をしたりする学習が進められ

ています。このような学習によって、地域のよさを感じるとともに、自分の住む地域

について考える機会となっています。 

 

(4) ものづくり・生産体験の推進  ものづくり・生産体験の推進  ものづくり・生産体験の推進  ものづくり・生産体験の推進 

○ものづくり・生産体験活動実施学校園実施状況 

○主な活動内容 

幼稚園 梨・柿狩り体験、地域の方との花壇作り、万古焼体験、竹馬作り等 

小学校 
野菜・米作り、収穫物の調理体験、和菓子作り、敬老会と連携した花壇作

り等   

中学校 日永うちわ製作体験、ＰTA との花壇作り、さつまいも栽培、搾乳体験等 

 

・ 幼稚園から中学校まで、発達段階に応じた、ものづくりや生産体験を組み込んだ体

験活動がすすめられています。 

・ 活動や体験で終わることなく、学んだことをまとめたり、表現したりする機会をつ

くるなど、家庭・地域に発信する活動を進める必要があります。 

    

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 自然教室については、どのような力を子どもにつけさせたいのかを再確認し、発達

段階や子どもの実態に応じた、より有効な活動内容等を考慮する必要があります。ま

た、夏季休業中に若手教員対象の研修会を実施するなど、教員の指導力の向上を図る

取組を継続していきます。 

○ 文化・芸術体験の充実については、関係機関との協力のもと、学校・園に対し「芸

術鑑賞教室」等の実施に役立つ情報や我が国の郷土や文化・音楽に親しむための情報

を提供していきます。 

○ 三泗教育発表振興会の各事業における学習成果の発表やその鑑賞によって、質の高

い作品づくりや発表の工夫を学ぶことができ、学習意欲の向上につながります。この

ような取組を今後も継続していきます。 

○ 地域の歴史や文化について学ぶ機会を持ち、実際に見たり、聞いたり、体験したり

するような活動を今後も進めていきます。 

○ 地域の地場産業や農業・工業等に触れる機会を教育計画の中に位置づけ、体験した

ことをもとに自分の考えをまとめ、地域や保護者・社会へ発信するような活動の推進

に努めます。 

項目 
幼稚園 

（23園中） 

小学校 

（38校中） 

中学校 

（22校中） 
達成率（％） 

地域の地場産業や農業に触れ

る活動を実施した学校園数 ２３園 ３７校 ２１校 9７.６％ 
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第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 
 自他の健康・安全についての実践力や体力の向上を図り、 

生涯にわたって運動・スポーツに親しみ、明るく豊かな生 

活を営む態度や資質を育成します。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－１ 健康教育の推進」 
 

 

１ 健康教育の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

心身の健康の保持増進を図るために、必要な知識を習得させ、健康・安全を適切に自主

管理する態度を育てます。 

子どもの時期から規則正しい生活を身につけさせ、病気から身体を守り、心身ともに健

康な体を養います。  

    

    

    

    

    

    

    

    

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

学校保健委員会は、自校の健康課題解決に向けて共に考える場として、各校で定期的に

開催されています。会の構成員として、教員とともに学校医・学校歯科医・学校薬剤師（以

下、学校三師）、保護者などが出席します。さらに、学校評議員や民生委員・児童委員、主

任児童委員等の地域の方の参加が定着しつつある学校も見られます。 

保護者の参加は全校数の 90.0％と高くなっています。そのうち 59.3％の学校では、参

加した保護者と意見交換するなどの協議の形態をとっています。また、学校三師からの専

門的な話は、参加者の健康課題への意識を高めるとともに、その具体的な改善方法等の工

夫を知ることが、実践意欲を高めることにつながる等、たいへん効果的です。 

一方、保護者の参加が少ない学校では、委員会での協議内容等が各家庭へ広がりにくい

ことが課題となっており、会の活動の効果の有無について、「どちらともいえない」と評価

する学校も見られます。 

 

取組指標 
実績値 

（平成２５年度） 

実績値 

（平成２６年度） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（平成２７年度） （平成２７年度） （平成２７年度） （平成２７年度） 

学 校 保 健 委 員 会 の

充実度 
47.6％ 63.3％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

 

平成２５年度から、取組指標を小中学校における「学校保健委員会の充実度」に 

変更し、以下の４項目について評価しています。 

① 次の４項目について評価 

評価項目 点数（２点） 点数（１点） 点数（０点） 

① 活動回数 ２回以上 １回 ０回 

② 家庭との連携 協議に参加 参観程度 参加なし 

③ 地域との連携 協議に参加 参観程度 参加なし 

④ 活動の効果 効果あり どちらともいえない 効果なし 

② 点数により総合的に評価 

・点数によって次の４段階に分ける 

４（８、７点）、３（６、５点）、２（４、３点）、１（２、１点） 

・段階が「３」以上である学校の割合を指標とし、目標を１００％と設定する 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－１ 健康教育の推進」 
 

 

 健康教育については、保健の授業（小学校は保健領域、中学校では保健分野）はもとよ

り、関連する教科や特別活動等で、それぞれの特質や各学校の子どもの実態に応じた指導

に努めています。 

 

 【保健の授業（小学校は保健領域、中学校では保健分野）】 

 

                           ＜学習指導要領解説より＞ 

 

【外部講師による指導例】 

・ 薬物乱用防止教室（学校薬剤師による「くすりの正しい使い方教室」を含む） 

・ ＹＥＳnet（※）による出前授業（「心の健康」について） 

・ 学校歯科医・歯科衛生士等による「歯と口の健康教室」 

・ 学校保健委員会での、学校三師からの講話または助言 

・ 保健所職員による性感染症予防に関する出前講座 

                ※ 四日市早期支援ネットワーク（p96 参照） 

 

【その他】  

・ 集団または個別保健指導 

（指導内容例：歯科保健、生活リズムの確立、感染症予防、けが・病気の予防等） 

  ・ 消防本部所有の消防関係資機材（心肺蘇生練習用品等）を利用した授業実践 

・ 日常的な場面における健康の保持増進に関する指導 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 学校保健委員会の開催日時のテーマの設定、開催通知の掲載内容の工夫等を適切に

行うことで、家庭・地域の方の参加を増やし、子どもの健康課題解決に向けてさらに

連携を深め、健康教育の推進を図っていきます。 

○ 学校保健委員会の様子を、通信や学校 HP 等を利用して保護者や地域の方に知らせ

るとともに、繰り返し学校保健委員会の意義の周知を図っていきます。 

○ 健康教育については、教科における保健学習や総合的な学習の時間・特別活動等と

関連を図り、年間計画に基づいた指導をしていきます。 

○ 健康教育については、計画の段階から学校三師との連携を深め、必要に応じて専門

機関や関係機関とも連携し、指導の充実を図っていきます。 

○「早ね 早おき 朝ごはん」市民運動については、実践的な取組及び啓発活動により、

多くの家庭に浸透してきました。今後も子どもの生活リズムの習慣化の取組を推進し

ていきます。（P.128 参照） 

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 第１学年 第２学年 第３学年

・毎日の生活と健康 ・育ちゆく体とわたし
・けがの防止
・心の健康

・病気の予防
・心身の機能の
発達と心の健康

・健康と環境
・傷害の防止

・健康な生活と
疾病の予防

（４時間程度） （４時間程度） （８時間程度） （８時間程度）

小学校保健領域 中学校保健分野

（３年間で４８時間程度）
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－２ 体力の向上」 
 

 

２ 体力の向上 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

子どもの時期から運動・スポーツに親しませることで身体的能力の基礎を養い、健康の

保持増進のための実践力と体力の向上を図ります。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

平成 2６年度の小学 5 年生と中学 2 年生に

よる全国体力・運動能力調査の体力テストに

おいて、総合評 価 ※ が ３段階以上（Ａ ～Ｃ）

の児童生徒の割合の平均は、7０.０％でした。 

総合評価が３段階以上（Ａ～Ｃ）の児童生

徒の割合は、中学 2 年生女子は全国平均並み

ですが、その他は全国平均を下回っています。

（右図参照）種目では、特に上体起こしや立

ち幅跳び、握力の数値が全国平均と比べて低

く、日常における走・跳の運動と筋力を高め

る運動の経験が不足していると考えられます。 

 

※総合評価…8 種目の体力テスト項目の測定

結 果 を 項 目 別 特 点 表 に よ り そ れ ぞ れ 採 点

し、全ての項目の合計得点を男女別・年齢

［学年］別に定められた判定標準表に当て

はめ、体力合計 点が高 い「A」から体力合

計点が低い「E」までの 5 段階で判定した

評価。 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

子どもたちが体を動かす楽しさや喜びを味わうことで、運動への意欲を高めるとともに、

運動する機会を増やすことで体力テストの総合評価（Ａ～Ｅの５段階）で３段階以上（Ａ

～Ｃ）の児童生徒の割合の平均を、平成 27 年度には７５％にすることを目指します。 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

運動能力･体力向上

の た め の 推 進 プ ロ

グ ラ ム 活 用 に 関 す

る 担 当 者 研 修 会 の

実施回数  

運 動 能 力 ･体 力 向

上 の た め の 推 進

プ ロ グ ラ ム 作 成

配 付 。 年 1 回実

施 

年１回実施 年１回実施 年２回実施 年２回実施 年２回実施 年２回実施 

平成２６年度全国体力・運動能力調査より 

体力テスト調査種目   

握    力 …力強さ 

上体起こし …動きを持続する能力、力強さ 

長座体前屈 …体の柔らかさ 

反復横跳び …すばやさ、タイミングのよさ 

シャトルラン…動きを持続する能力 

（持久走） 

５０ｍ 走 …すばやさ、力強さ 

立ち幅跳び …タイミングのよさ、力強さ 

ボール投げ …力強さ、タイミングのよさ 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－２ 体力の向上」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ これまでの体力テストの結果から、小学校での取組の充実が課題となっています。自

校の子どもたちの体力の現状を、体力テストをもとに把握・分析し、「つけたい力」を明

確にした授業を展開することを目指します。そのため、授業はじめの５分間運動に積極

的に取り組み、運動量の確保と運動の質を保障したり、課題の提示や振り返り活動を充

実したりしながら、運動することが好きと言える子どもを育てます。 

○ 体力テストにおいて、子どもたちが持っている力を全力で出し切るために、指導者の

意識向上を図ることも求められます。そこで、体力テストの実施や活用の仕方を実技を

通して伝達する担当者研修会を行ったり、小学校体育科教育研究協議会と共催して、５

分間運動をはじめとした実技講習会を行ったりして、子どもの体力を向上させる取組を

行います。 

○ 指導内容の確実な定着および体力の向上を図る観点から、学びの一体化の取組におい

て、中学校の保健体育科教員が小学校の体育科の授業を行う等、小中学校の連携を深め、

指導の系統性を図るためのカリキュラムづくりをすすめます。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

平成２６年度の重点取組…5 分間運動の検討およびパート 2（小学校版）の作成  

○ 四日市市運動能力・体力向上推進委員会を開催し、平成 25 年度末に実施した５分間

運動をはじめとする体力向上に向けての取組アンケートから、各小中学校の取組を検証

し、５分間運動（小学校版）の内容を見直しました。平成２７年度当初にパート２を配

布できるようにしました。 

○ 四日市市運動能力・体力向上推進委員会で作成した授業始めの５分間運動（小学校と

中学校）と小学校体育科実践事例集を活用して、運動の量と質を高める実践の推進を行

いました。 

○ 小学校体育科教育研究協議会との共催のもと、夏季教職員研修会において、5 分間運

動の実技研修会を行いました。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－３ 食育の推進」 
 

 

 
幼（23 園） 小（38 校） 中（22 校） 

H25 H25 H25 H25 H26 H25 H26 H25 H26 H25 H26 H25 H26 H25H26 H25H26 H25H26 H25    H26H26H26H26    

共通理解を図って

いる学校・園 

23 園23 園23 園23 園     23 園23 園23 園23 園     39 校39 校39 校39 校     38 校38 校38 校38 校     21 校21 校21 校21 校     22 校22 校22 校22 校     

100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    95%95%95%95%    100%100%100%100%    

改善が行われてい

る学校・園 

23 園23 園23 園23 園     23 園23 園23 園23 園     39 校39 校39 校39 校     38 校38 校38 校38 校     21 校21 校21 校21 校     22 校22 校22 校22 校     

100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    100%100%100%100%    95%95%95%95%    100%100%100%100%    

 

３ 食育の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身につけ、食事を通して自分の健康管理を行う

態度を育てます。また、地場産物である食材に関心を持ち、食や食にかかわる人への感謝

の念や地域への愛着を育てます。 

◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題  

○ 「食に関する指導計画」に基づいた、学校・園における教育全体での食育の実践 

地域性や特色を盛り込んだ「食に関する指導の年間計画」を、各校園ごとに作成して

います。小中学校においては、全体計画を踏まえた効果的な指導を進めるため、学年ご

との年間指導計画を作成し、食に関する指導を行う時期や、関連教科等を明確にし、全

教職員での取組を進めています。 

 

○ 全校園で「食に 

 関する指導計画」に

ついての共通理解が

図られています。ま

た、子どもの生活リ

ズムを整えることに

合わせて、食に関す

る指導の充実・改善

に努めています。 

 

○ 栄養教諭・学校栄養職員等による食育の推進 

食に関する授業を行うことによる食育の推進を目指し、小

学校では、全ての学校で栄養教諭等の参画が図られています。

中学校においても、食育担当者や栄養教諭等が連携した食に

関する指導の充実が図られるよう、より一層努めていきます。 

また、小中学校における食に関する指導内容については、

今後、教科と関連させた幅広い食に関する指導の充実を目指

し、教科を指導する担任との連携や指導内容の工夫・改善が

求められます。 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ 4 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ 5 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ 6 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

栄 養 教 諭 等 が か

か わ っ た 食 育 の

授業の実施回数 

（ 授 業 を 行 っ た 学 校 ）  

小 ３４校実施 

中 １２校実施 

（ 授 業 を 行 っ た 学 校 ）  

小 ３９校実施 

中 １３校実施 

（ 授 業 を 行 っ た 学 校 ）  

小学校３８校 

中学校１４校    

全校で各２回全校で各２回全校で各２回全校で各２回

以上 以上 以上 以上 

【食に関する指導計画の作成・改善について】 

※平成 26 年度は小学校 38 校  

※ 四 日 市 市 在 籍 ・兼 務 状 況 （H26）栄 養 教 諭 ・・・・・・・在 籍 9 校   兼 務 ・担 当 ・・・小 16 校  中 17 校  
                       学 校 栄 養 職 員 ・・・在 籍 9 校   兼 務 ・担 当 ・・・小  4 校   中  5 校  
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○ 家庭・地域への啓発・支援 

 学校での食の学びを家庭生活につなげる手立てとして、便りや各校園のホームページ、

学校保健委員会等を通じて保護者への啓発を図りました。子どもの食の実態を細かに把

握し、各校園で内容に応じた個別相談・指導を行っています。 

 また、栽培活動等を通じて、地域と連携したり生産者と交流したりしています。幼小

については、全校園でさまざまな体験活動が積極的に行われ、豊かな心の育成を目指す

基礎的な取組となっています。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 発達段階に応じて、効果的な内容の「食に関する指導計画」となるよう、改善を図り

ます。全体計画を踏まえた学年ごとの年間指導計画に沿って、系統的かつ継続的な食の

指導を実践し、年間を通した指導の充実を図ります。 

○ 担任や教科担当と栄養教諭等との連携を深め、児童生徒の食の実態に応じた授業づく

りを行い、より多くの実践を積み上げていきます。また、食育担当者研修会や学びの一

体化研修会等で他校園との実践交流を行い、自校園の食指導に生かすようにします。 

○ 就学前から中学校へ連続した食の指導の充実を図ります。栽培、収穫したものを味わ

う喜びを感じ取れる豊かな体験活動をさらに進めます。また、家族などと食事を共にす

る『共食』を通し、食育推進の啓発および支援を行います。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○ 幼稚園 

栽培活動や地域性を生かした体験活動など幼児が食と健

康に興味、関心がもてる指導を各園で工夫しています。小

学校との協働による食の体験活動も行われ、小学校への接

続を意識した取り組みも進んでいます。また、幼児の食生

活の実情に配慮し、弁当、デリバリー給食を通して、みん

なで食べる喜びや楽しさを味わう機会を大切にしています。 

○ 小学校 

  各校においては、地域性を生かし、学年に応じた食育の

指導が工夫されています。栄養教諭等と連携し、各教科等

の指導と関連させながら、食の指導が実践されています。

学校給食の献立を活用し、毎月設定されている「みえ地物

一番給食の日」には、地元の食材に感心を持つことのでき

る機会となっています。また、「食育推進プロジェクト」（農

林水産省後援事業）の栽培活動支援を受けています。野菜を

栽培・収穫・調理して食する活動を通して、食を楽しみ、感

謝の心を育てる機会となっています。 

○ 中学校 

 自分の体の成長に関心を持ち続け、食生活の自立と充実を

目的とした取組が進められています。調理実習等の体験活動

の他に、勉強やクラブで睡眠不足になりがちな中学生の食生活を整える実践や、食生活

を改善して病気にならない体づくりをする実践が各校で進められています。 
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４ 学校給食 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学 校 給 食 で は 、 成 長 期 に あ る 児 童 生 徒 に バ ラ ン ス の と れ た 栄 養 豊 か な 食 事 を 提 供 す

る こ と に よ り 、 心 身 の 健 全 な 発 達 を 図 っ て い ま す 。 ま た 、 食 に 関 す る 正 し い 理 解 と 適

切 な 判 断 力 を 養 う な ど 、 学 校 に お け る 食 に 関 す る 指 導 の 充 実 に 資 す る こ と を め ざ し て

い ま す 。  

◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題◆ 現状と課題      

○  幼 稚 園 で は 、 平 成 ２ ０ 年 ６ 月 か ら デ リ バ リ ー 方 式 の 給 食 を 週 １ 回 程 度 、 平 成 ２

３ 年 ４ 月 か ら は 週 ２ 回 程 度 実 施 し て い ま す 。  

○  小 学 校 給 食 の 主食は、米飯を週３回、パンを週２回実施しています。米飯には四日

市産特別栽培米（減農薬・減化学肥料で栽培された米）を、パンには県内産小麦粉を

３０％使用しています。また、平 成 26 年 度 か ら 三 重 県 産 の 生 乳 で 作 ら れ る 低 温 殺

菌 牛 乳 を 使 用 し て い ま す 。  

副 食 は 、「 み え 地 物 一 番 給 食 の 日 」や「 四 日 市 ふ る さ

と 給 食 の 日 」 を 中 心 に 、 旬 の も の で 地 場 産 物 を 優 先 的

に 使 用 す る ほ か 、 日 本 の 伝 統 料 理 や 郷 土 料 理 を 取 り 入

れ て い ま す 。 ま た 、 地 産 地 消 の 観 点 か ら 、 生 産 農 家 を

招 待 し た 交 流 給 食 も 実 施 し て い ま す 。 さ ら に 外 で 食 べ

る 弁 当 メ ニ ュ ー や 、 学 校 給 食 週 間 メ ニ ュ ー 、 ６ 年 生 対

象 の 卒 業 祝 膳 会 メ ニ ュ ー な ど 、特 色 を も た せ て い ま す 。 

衛 生 管 理 面 で は 給 食 室 の ド ラ イ 運 用 を 図 り な が ら 、 衛 生 管 理 の 充 実 及 び 食 中 毒

防 止 に 努 め て い ま す 。 ま た 、 施 設 面 で は 給 食 室 内 を 汚 染 区 域 と 非 汚 染 区 域 に 部 屋

分 け す る こ と で 衛 生 管 理 を よ り 徹 底 で き る よ う 、 衛 生 改 修 を 順 次 行 っ て い ま す 。  

食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 に つ い て は 、「 学 校 に お け る 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 に つ い て の

基 本 的 な 考 え 方 」 を 示 す と と も に 教 職 員 対 象 の 研 修 会 を 行 う な ど 、 各 学 校 で 適 切

な 対 応 が 行 え る よ う 努 め て い ま す 。  

○  中 学 校 で は 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら 民 間 業 者 を 活 用 し た デ リ バ リ ー 方 式 の 給 食 と 家

庭 弁 当 と の 選 択 制 に よ る 完 全 給 食 を 実 施 し て い ま す 。 中 学 校 給 食 で は 、 教 育 委 員

会 が 、 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 献 立 作 成 を 行 う と と も に 食 材 の 選 定 に も 関 わ り 、 よ

り 一 層 の 内 容 の 充 実 を 図 っ て い ま す 。  

 

  ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞    ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞    ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞    ＜ 学 校 給 食 の 概 要 ＞                  

区分 小学校 中学校 

実施校数 38 校 22 校 

対象人員 16,843 人 8,748 人 

年実施予定回数 189 回 180 回 

給食費 
高学年 月額 4,300 円 

 1 食 300 円 
低学年 月額 4,100 円 

    

（平成 26 年 5 月 1 日現在） 

【小学校】給食 【小学校】給食 【小学校】給食 【小学校】給食 

【生産農家との交流給食】【生産農家との交流給食】【生産農家との交流給食】【生産農家との交流給食】    
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＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞＜小学校給食費内訳（低学年・高学年平均）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

    

＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞＜児童・生徒 1 人 1 回当りの学校給食摂取基準＞（平成 2５年４月１日文部科学省の基準改正）  

 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  学 校 給 食 の 充 実 に つ い て  

学 校 給 食 の 食 事 内 容 の 充 実 を 図 る と と も に 、学 校 給 食 を「 生 き た 教 材 」と し て 、

食 べ 物 を 大 切 に し 、自 分 で 自 分 の 食 生 活 が 考 え ら れ る 子 ど も を 育 成 し て い き ま す 。 

○  食 物 ア レ ル ギ ー 等 へ の 対 応 に つ い て  

増 え る 傾 向 に あ る 食 物 ア レ ル ギ ー 児 童 に 対 し て 、 対 応 マ ニ ュ ア ル に 基 づ い て 、

学 校 と 家 庭 が 連 絡 を 取 り 合 い 、 安 全 に 除 去 食 対 応 が で き る よ う 努 め て い き ま す 。  

○  地 産 地 消 の 推 進 に つ い て  

生 産 農 家 、 青 果 物 納 入 業 者 、 関 係 団 体 及 び 、 市 の 関 係 機 関 と 連 携 し 、 学 校 給 食

に お け る 地 元 産 青 果 物 の 活 用 や 、 四 日 市 産 ・ 三 重 県 産 の 食 材 を 多 く 取 り 入 れ た 献

立 の 作 成 な ど 地 産 地 消 の 取 り 組 み を さ ら に 充 実 さ せ て い き ま す 。  

○  学 校 給 食 業 務 の 運 営 の 合 理 化 に つ い て  

自 校 調 理 方 式 の 衛 生 面 、 教 育 的 効 果 等 の よ さ を 生 か し な が ら 、 コ ス ト を 押 さ え

る た め 「 な か よ し 給 食 」 を 継 続 し ま す 。 ま た 、 調 理 業 務 民 間 委 託 を 平 成 ２ ６ 年 度

末 現 在 １ ３ 校 で 実 施 し て い ま す 。 こ れ ら の 円 滑 な 運 用 を 図 り 、 安 定 し た 給 食 の 提

供 を 確 保 す る と と も に 、 合 理 化 を 進 め ま す 。  

○  今 後 の 中 学 校 給 食 に つ い て  

中 学 校 給 食 検 討 会 を 立 ち 上 げ 、 デ リ バ リ ー 方 式 の 改 善 の 方 向 や 、 中 学 生 に と っ

て 望 ま し い 昼 食 の あ り 方 等 を 検 討 し ま す 。  

主食 
米飯 63 円 09 銭  

主食平均 58 円 16 銭 
パン 53 円 22 銭  

牛 乳 47 円 30 銭 

副食 
米飯用 134 円 05 銭 

副食平均 138 円 98 銭 
パン用 143 円 92 銭 

１食当たり 244 円 44 銭 

 エネルギー

（kcal） 

蛋白質 

（ｇ） 

脂肪 

（ｇ） 

食塩相当量 

（ｇ） 

カルシウム 

（mg） 

鉄 

(mg) 

亜鉛 

(mg) 

小学校 ６４０ ２４ エネルギーの 

25%～30% 

２.５未満 ３５０ ３.０ ２ 

中学校 ８２０ ３０ ３.０未満 ４５０ ４.０ ３ 

 ビタミンＡ 

（μgRE） 

ビタミン B1 

(mg) 

ビタミン B2 

(mg) 

ビタミン C 

(mg) 

食物繊維

（ｇ） 

マグネシウム 

(mg) 

小学校 １７０ ０.４ ０.４ ２０ ５.０ ８０ 

中学校 ３００ ０.５ ０.６ ３５ ６.５ １４０ 

【中学校】デリバリー方式の給食 【中学校】デリバリー方式の給食 【中学校】デリバリー方式の給食 【中学校】デリバリー方式の給食 
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５ 安全教育の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

自他の生命の尊重を基盤とし、自ら安全に行動し、他の人や社会の安全に貢献できる資

質や能力を高めるとともに、積極的に安全な環境づくりができる子どもに育てます。 

    

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 
① 生 活 安 全 に つ い て  ① 生 活 安 全 に つ い て  ① 生 活 安 全 に つ い て  ① 生 活 安 全 に つ い て  

○  学 校 事 故 の 状 況  学 校 事 故 の 状 況  学 校 事 故 の 状 況  学 校 事 故 の 状 況  

＜ 場 所 別 ・ 場 合 別 発 生 件 数 ＞ ： 平 成 ２ ６ 年 度 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー に 報 告 し た 事 故  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）     

交 通 安 全 教 室 、 防 犯 教 室 ( 訓

練 )、防 災 訓 練 の い ず れ か を 保

護 者 地 域 と 協 働 し て 実 施 し た

学 校 の 割 合  

８５．８％ ８８．５％ ９０．０％ ８０% ８０% ８０% ８０% 
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・  学校事故の件数は、平成 23 年度をピークに減少傾向にありましたが、平成 26 年 

度は 2300 件で平成 25 年度の 2271 件より 29 件多く増加しました。 

・ 場所別の事故発生状況は、校 舎 内（ 体 育 館 を 含 む ）で の 事 故 が ４ ４ ％ を 占 め 、校

舎 外 の 運 動 場 ・ 校 庭 で の 事 故 は 全 体 の ３ ８ ％ を 占 め て い ま す 。  

・  場 合 別 の 発 生 状 況 は 、 課 外 活 動 中 の 事 故 が ３ ４ ％ と 最 も 多 く 、 続 い て 各 教 科 等

の 授 業 中 の 事 故 が ２ ５ ％ 、 休 憩 時 間 中 の 事 故 が ２ ３ ％ で し た 。 小 ・ 中 学 校 別 に 詳

細 を 見 て み る と 、 小 学 校 で は 休 憩 時 間 中 の 事 故 が ４ ８ ％ で 最 も 多 く 、 中 学 校 で は

課 外 活 動 中（ 大 半 が 運 動 部 活 動 中 ）の 事 故 が ６ １ ％ で 最 も 多 い 結 果 と な り ま し た 。

小 ・ 中 学 校 と も ２ 番 目 に 多 か っ た の は 、 各 教 科 等 の 授 業 中 の 事 故 で 、 中 で も 体 育

科 ・ 保 健 体 育 科 の 授 業 に お け る 事 故 が 大 半 を 占 め て い ま す 。  

    

○  防 犯 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  防 犯 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  防 犯 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  防 犯 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  

・  安 全 計 画 の 策 定 や 見 直 し は す べ て

の  

学 校 で 行 わ れ て い ま す 。  

・  防 犯 に 係 る 取 組 と し て 、 各 学 校 で 防  

犯 訓 練（ 不 審 者 侵 入 対 応 訓 練 ）・防 犯 教  

室 を 警 察 等 と 連 携 を 図 り 実 施 す る と と も に 、「 子 ど も を 犯 罪 か ら 守 る 情 報 交 換 デ ー タ

ベ ー ス 」 に よ っ て 不 審 者 情 報 等 を 共 有 し 、 防 犯 の 指 導 に 生 か し て い ま す 。 ま た 緊 急 な

情 報 共 有 が 必 要 な 場 合 は 、 四 日 市 市 学 校 ・ 園 情 報 メ ー ル 配 信 シ ス テ ム （ す ぐ メ ー ル ）

に よ り 情 報 を 配 信 し 、 子 ど も の 安 全 啓 発 に 努 め て い ま す 。  

    

② 交 通 安 全 に つ い て  ② 交 通 安 全 に つ い て  ② 交 通 安 全 に つ い て  ② 交 通 安 全 に つ い て  
○  交 通 事 故 の 状 況  ○  交 通 事 故 の 状 況  ○  交 通 事 故 の 状 況  ○  交 通 事 故 の 状 況  

 
 

 学 校 安 全 計

画 の 策 定 ・

見 直 し  

防 犯 訓 練 ・ 教

室 の 実 施 （ 児

童 生 徒 対 象 ）  

防 犯 訓 練 ・ 教

室 の 実 施 （ 教

職 員 対 象 ）  

小学校 ３８ ２９ １３ 

中学校 ２２ ８ １ 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－４ 安全教育の推進」 
 

 

 
・ 平 成 ２ ６ 年 度 に 発 生 し た 交 通 事 故 は １ ４ ２ 件 と 昨 年 度 比 で ３ ２ 件 増 加 し ま し た 。  

学 校 か ら の 指 導 だ け で は な く 、 家 庭 と も 連 携 し た 指 導 が 必 要 で す 。  

・  月 別 発 生 件 数 で は 、 例 年 、 春 秋 の 件 数 が 多 い 傾 向 に あ り ま す 。 年 度 初 め や 長 期 休

み 明 け に 重 点 を 置 い た 安 全 指 導 が 必 要 で す 。  

・  学 年 別 発 生 人 数 で は 、多 く の 中 学 校 で 自 転 車 通 学 の 始 ま る 中 学 校 1 年 生 が 最 も 多

く 、 続 い て 中 学 校 ２ 年 生 と 小 学 校 ６ 年 生 の 件 数 が 多 い 結 果 と な り ま し た 。  

・ 事 故 発 生 時 間 帯 は 、下 校 時 刻 と 重 な る 午 後 3 時 ご ろ か ら 午 後 5 時 ご ろ が 最 も 多 く 、

続 い て 、 登 校 時 間 帯 と な る 午 前 7 時 ご ろ か ら 午 前 8 時 ご ろ が 多 く な っ て い ま す 。  

・  場 合 別 発 生 件 数 で は 、 自 転 車 乗 車 中 の 件 数 が 全 体 の ７ ７ ％ を 占 め ま し た 。  

「 自 転 車 の 乗 り 方 ５ 原 則 」 の 指 導 を 繰 り 返 す 必 要 が あ り ま す 。  

①  自 転 車 は 、 車 道 が 原 則 、 歩 道 は 例 外 （ １ ３ 歳 未 満 は 歩 道 通 行 可 ）  

②  車 道 で は 左 側 を 通 行  

③  歩 道 で は 歩 行 者 優 先 で 、 車 道 寄 り を 徐 行  

④  安 全 ル ー ル を 守 る（ 二 人 乗 り・並 進 の 禁 止 、夜 間 は ラ イ ト 点 灯 、交 差 点 で の 信

号 遵 守 と 一 時 停 止 ・ 安 全 確 認 ）  

⑤  ヘ ル メ ッ ト 着 用  

・ 事 故 原 因 は 、自 転 車 乗 車 中 の「 路 上 通 行 不 注 意 」「 飛 び 出 し 」の 件 数 が 大 半 を 占 め

ま し た 。 路 地 を 横 切 る 時 に 人 や 車 が 出 て く る か も 知 れ な い と い う 危 険 予 測 能 力 の 育

成 が 必 要 不 可 欠 で す 。 合 わ せ て 、 交 通 マ ナ ー と し て 、 人 と す れ 違 う 時 に ス ピ ー ド を

出 さ な い 、自 転 車 を 降 り て 歩 く 等 、「 他 者 へ の 思 い や り の 心 」を 育 む 指 導 が 必 要 で す 。  

    

○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  ○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  ○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  ○  交 通 安 全 教 室 の 実 施 状 況  

 
実 施  

校 数  

実施対象別校数 主な実施内容 

全校 学 年 別  その他 

シ ミ ュ レ ー タ ー を 使 っ た 正 し い 自 転 車

の乗り方や正しい歩き方の実技体験、腹

話術を使った講話等。  

小学校

（38 校） 
３ ４  ９  １ ６  １ ３  

中学校 

（22 校） 
１ ３  ０  １ ０  ４  

※ そ の 他 は 、 複 数 学 年 、 地 域 別 、 保 護 者 を 含 む 内 容 で の 実 施 。  

・  各 校 で は 、 交 通 安 全 教 育 を 年 間 指 導 計 画 に 位 置 付 け て い ま す 。 特 に 、 関 係 機 関

（ 各警察署及び各地区交通安全協会、三重県交通安全協会、四日市市交通安全協議会、

自動車学校等）と 連 携 し 、 体 験 活 動 を 重 視 し な が ら 「 交 通 安 全 教 室 」 の 取 組 を 進

め て い ま す 。  

 

- 86 -



             
第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点③－４ 安全教育の推進」 
 

 

③ 災 害 安 全 に つ い て  ③ 災 害 安 全 に つ い て  ③ 災 害 安 全 に つ い て  ③ 災 害 安 全 に つ い て  

○  防 災 に 係 る 取 組  防 災 に 係 る 取 組  防 災 に 係 る 取 組  防 災 に 係 る 取 組  

・ 平成 24 年４月、本市における防災教育の充実を目指し、「学校防災対策ガイドラ

イン（暫定版）」を策定しました。 

・   す べ て の 学 校 ・ 園 に お い て 、本 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き「 学 校 ・ 園 防 災 マ ニ ュ ア

ル 」「 防 災 教 育 年 間 計 画 」 を 作 成 し て い ま す 。  

・  「防災教育年間計画」には、普段の学習指導の中での防災につながる学習や避難訓

練などを年間指導として位置づけています。 

・   「 学 校・園 防 災 マ ニ ュ ア ル 」に は 、災害発生時に迅速で的確な行動ができるよう、

教職員の役割分担や避 難 経 路 図（ 地 震 発 生 時 と 津 波 警 報 発 令 時 ）、地 震 発 生 時 に「 だ

れ が 」「 ど の よ う な 避 難 行 動 を と る か 」を 明 記 し た 緊 急 対 応 図 等 を 示 し て い ま す 。  

    

○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  ○  避 難 ・ 防 災 訓 練 に 係 る 取 組 状 況 （ 実 施 校 数 ）  

  防災（地震・火災）訓練の実施 
地域と連携した防災学習・ 
訓練の実施や会議への出席 

小学校（３８校） ３８校 ３６校 

中学校（２２校） ２２校 ２１校 

 

・  各 学 校 で 、 大 地 震 に よ り 停 電 、 放 送 機 器 が 使 え な い 想 定 の 訓 練 や 地 震 発 生 後 、

津 波 警 報 発 令 を 想 定 し た 訓 練 な ど 、 よ り 実 践 的 な 訓 練 が 行 わ れ て い ま す 。  

・   沿 岸 部 を 中 心 に 、近 隣 の 学 校・園 が 合 同 で 津 波 を 想 定 し た 避 難 訓 練 を 行 っ て い

ま す 。  

・   地 域 の 防 災 組 織 や 防 災 ボ ラ ン テ ィ ア 等 と 連 携 し た 防 災 訓 練 、防 災 学 習 を さ ら に

進 め る 必 要 が あ り ま す 。  

 

○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 組  ○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 組  ○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 組  ○  児 童 生 徒 を 対 象 に し た 防 災 学 習 の 取 組  

・   す べ て の 学 校 に お い て 、避 難 訓 練 の 前

後 に 登 下 校 中 も 含 め た 避 難 時 の 心 構 え や

行 動 等 に つ い て 指 導 を し て い ま す 。  

・   「 防 災 教 育 年 間 計 画 」 を も と に 、 各 教

科 に お い て 、 災 害 や 防 災 に つ い て の 基 礎

的 ・ 基 本 的 事 項 を 学 習 し て い ま す 。  

・   三 重 県 教 育 委 員 会 作 成 の「 防 災 ノ ー ト 」

を 活 用 し て 、通 学 路 や 家 の 中 で 災 害 が 起 き

た 場 合 の 危 険 を 認 識 し 、日 常 的 な 備 え の 必

要 性 を 指 導 し て い ま す 。  

    

    

○ 教職員研修の取組 ○ 教職員研修の取組 ○ 教職員研修の取組 ○ 教職員研修の取組 

・  平 成 2６ 年 ７ 月 に 、 学 校 安 全 ・ 防 災 担 当 者 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。 市 危 機 管

理 室 と 連 携 し て 、災 害 発 生 時（ 津 波 警 報 発 令 ）を 想 定 し な が ら 、 自 分 の 学 校 の 防

災 マ ニ ュ ア ル を も と に 、机 上 で 対 応 を 検 討 す る 図 上 訓 練 を 行 い ま し た 。さ ま ざ ま

な 状 況 に 応 じ た 対 策 を 日 頃 か ら 確 認 し て お く 必 要 性 を 感 じ さ せ る 機 会 と な り ま

し た 。  

図上訓練の様子 
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◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  危 険 予 測 能 力 の 向 上 を 目 指 し 、 子 ど も の 実 態 や 地 域 の 状 況 に 応 じ て 、 関 係 機 関 と

連 携 し な が ら 体 験 活 動 を 生 か し た 安 全 教 育 の 充 実 を 図 り ま す 。 ま た 、 日 頃 か ら 身 の

回 り の 安 全 に 対 す る 意 識 を 高 め 、 各 教 科 ・ 道 徳 ・ 特 別 活 動 ・ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 等

と の 関 連 を 図 り な が ら 、 そ の 問 題 解 決 に 向 け て 取 組 む 力 を 育 む 授 業 な ど を 行 い 、 安

全 意 識 の 高 揚 を 図 り ま す 。  

○  自 校 の 重 大 事 故 や 「 ひ や り ・ は っ と 体 験 」 を 分 析 し 、 共 通 理 解 を 図 っ た 安 全 指 導

を 実 施 し ま す 。 ま た 、 不 慮 の 事 故 が 発 生 し た 場 合 、 混 乱 せ ず 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 が

で き る よ う 、 全 教 職 員 の 共 通 理 解 と 協 力 の 下 、 万 全 の 体 制 を 確 立 し ま す 。  

○  不 審 者 の 校 内 侵 入 や 不 審 者 に よ る 声 か け 、 連 れ 去 り へ の 対 応 、 子 ど も や 地 域 の 実  

情 に 応 じ て 、 様 々 な 場 面 を 想 定 し た 対 応 、 そ れ に 伴 う 訓 練 や 研 修 会 を 実 施 し ま す 。  

○ 今後も防災教育年間計画にもとづき、教育活動全体をとおした防災学習を進めます。

また、定期的に「学校・園防災マニュアル」を見直し、災害発生時に迅速で的確な行動

ができるよう改善に努めます。 

○ 防災教育年間計画の中に、三重県教育委員会作成の「防災ノート」を活用しての学習

を位置づけ、保護者と一緒に防災について考えられる機会をつくっていきます。あわせ

て、保護者・地域との連携を図り、引き渡し訓練の充実に努めます。 

○ 防災教育を充実させるためには、教職員の防災教育に関する指導力の向上が必要です。

そのために、学校安全・防災担当者研修会を開催するとともに、防災に関する基礎的な

知識を取得する機会や情報提供を積極的に行います。 
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･ 

 

 
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点目標④ 特別支援教育の充実 

 
 一人一人の教育的ニーズを把握し、生活や学習上の困難 

を改善する適切な指導や必要な支援を行い、自立し社会参 

加するための基礎となる力を育成します。 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実」 
 

 

１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

特別な支援が必要な幼児児童生徒に対して、効果的な支援を行うための方策や組織を確

立します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

(1) 校・園内体制の充実 

 学校・園では、特別支援教育コーディネーター（校・園内 Co）を中心に校・園内

委員会を位置づけ、特別な支援を必要とする幼児児童生徒に対応するために、支援体

制を確立しています。そして、一人一人の教育的ニーズに応じた支援や関係機関との

連携を行うために、校・園内 Co を中心とした支援体制の充実が図られています。 

平成２６年度の校・園内委員会（含事例検討会）の開催数は、全体で平均１２．８

回でした。定期的・計画的に開催し、具体的な支援内容について話し合われています。

また、日々の支援について学年等の少人数で話し合う機会が日常的に持たれています。 

(2) 学校・園の支援力の向上 

校・園内 Co は、校・園内で支援を検討する際の中心的な存在です。保護者と相談

したり、他の専門機関の活用や連携を図ったりする役割を担っています。 

年に 3 回実施している校・園内 Co 担当者研修会では、校 ・ 園 内 委 員 会 の 運 営 方

法 や 、 関 係 機 関 と の 連 携 方 法 等 の 研 修 を 通 し て 、 校 ・ 園 内 Co の 資 質 向 上 を 図 っ

て い ま す 。今年度は、校内での支援の充実を図ることをねらいに、校内でできる基礎

的環境整備 ※ １ や合理的配慮 ※ ２ について考え合いました。また、特別支援教育実践研

修会を開催し、三重県教育委員会主催の研修連続講座に参加した教員から、先 進 的 な

取 り 組 み に つ い て の 報 告 を も と に 、 研 修 を 深 め ま し た 。   

個に応じた具体的な支援内容については、学校・園が、教育支援課指 導 主 事 や 地 域

特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ※ ３ （ 地 域 Co） 等 を 活 用 す る こ と で 、 校 ・ 園 内 委

員 会 の 活 性 化 を 図 り 、 組 織 的 な 対 応 に よ る 実 践 に つ な げ る よ う 努 め て き ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

校・園内特別支援教

育委員会（含事例検

討会）の開催数 

平均 

１２．９回／年 

平均 

１１．８回／年 

平均 

１２．８回／年 
年８回以上 年８回以上 年８回以上 年８回以上 

289 325 342 351

134 119 121 133

0

200

400

600

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

小学校 中学校

529 494 450 492

367 347 446 345

0

500

1000

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

小学校 中学校

特別支援学級在籍児童生徒数 
通常学級における発達障害児童生徒数（病院

や専門機関で診断されていない者も含む） 
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指 導 主 事 に よ る 訪 問 支 援 や 、地 域 Co（ 本 年 度 は 、小 学 校 ５ 名 、中 学 校 ３ 名 、 計

８ 名 を 配 置 ）、 教 育 支 援 課 ス ー パ ー バ イ ザ ー ※ ４ 、 臨 床 心 理 士 ※ ５ に よ る 巡 回 教 育 相

談 を 、 の べ ８ ８ ３ 回 実 施 し ま し た 。  

小 学 校 に お い て は 、 不 登 校 リ ス ク 群 児 童 や 発 達 に 課 題 が あ る 児 童 を 観 察 し 、 担

任 等 の 面 談 や ケ ー ス 会 議 を 通 じ て 、 見 立 て や 支 援 に つ い て 検 討 し ま し た 。  

中 学 校 に お い て は 、 全 校 に 年 ２ 回 ず つ ス ー パ ー バ イ ザ ー を 派 遣 し 、 様 々 な 観 点

か ら の 実 態 把 握 や 個 に 応 じ た 支 援 の あ り 方 を 検 討 し ま し た 。 教 師 が 児 童 生 徒 の 課

題 や 支 援 方 法 を 整 理 し 、 共 通 理 解 を 図 る こ と に よ っ て 、 基 礎 的 環 境 整 備 や 合 理 的

配 慮 に つ い て の 認 識 が 深 ま り ま し た 。 ま た 、 組 織 的 な 取 り 組 み を 通 じ て 、 学 校 全

体 の 支 援 力 の 向 上 に 努 め ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育支援課臨 床心理士 及び教育支援課スーパーバイザー 

学校訪問回数と対象児 童生徒数（平成 26 年度） 

 のべ訪 問 回 数  のべ対 象 児 童 生 徒 数  

教 育 支 援 課 臨 床 心 理 士 （小 学 校 ） 27 84 

教 育 支 援 課 スーパーバイザー（中 学 校 ） 44 169 

合 計  71 253 

 

 

学 校 生 活 の 中 で 、 特 別 な

教 育 的 支 援 が 必 要 な 児 童 生

徒 に 対 し て 適 切 な 支 援 が 行

え る よ う 介 助 員 ※ ６・特 別 支

援 教 育 支 援 員 ※ ７ を 配 置 し

ま し た 。 近 年 、 早 期 支 援 の

ニ ー ズ が 高 ま り 、 児 童 生 徒

の 不 適 応 ・ 二 次 障 害 を 防 ぐ

た め の 手 立 て が 求 め ら れ て

い ま す 。  
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巡回教育相談等学校・園訪問回数 地域特別支援教育コーディネーター学校・園訪問回数
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2933

1815

01

0

20

40

60

80

100

H23 H24 H25 H26 

小・介助員 中・介助員 小・支援員 中・支援員

特別支援学級 介助員及 び特別支援教育支援 員 の配置  
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 (3)  通級指導教室の現状と課題 

  本年度、中部西小学校に通級指導教室（言語）が１教室増設され、言語に課題のあ

る子どもたちに対する支援の機会が拡充しました。また、中学校進学後も支援が途切

れないよう、桜中学校に情緒等通級指導教室が新設されました。 

しかし、発達障害と思われる児童生徒数の増加に伴って、情緒等通級の必要性が高

まっており、情緒等通級の指導が長期に継続するケースもある中、新たな指導が必要

な児童を受け入れることが困難な状況にあります。 

   通級による指導を受ける児童生徒の支援を充実させるために、在籍校と通級指導教

室との連携を深める必要があります。通級指導教室での取組を教職員研修会で広めた

り、授業公開等の機会を通し、在籍校での支援について具体的に考えたりすることに

より、通常学級におけるユニバーサルデザインの授業づくりに取り組んでいます。 
      
            通級による指導を受けた児童生徒数（人） 

通級指導教室 H23 H24 H2５ H26 

言 

 

語 

中部西小 66（３） 62（３） 6７（３） 73（４） 

桜  小 22（１） 20（１） 2４（２） 30（２） 

富 田 小  18（１） 23（１） 27（１） 

合  計 88（４） 100（5） 114（6） 130（７） 

情

緒

等 

桜  小 41（2） 46（２） 31（２）  28（２） 

内部東小 14（１） 22（１） 21（１）  20（１） 

富 田 小  18（１） 22（１） 23（１） 

小  計 55（３） 86（４） 74（４）  71（４） 

桜  中    7（１） 

合  計 55（３） 86（４） 74（４）   7８（５） 

      ※（ ）内は、教室数   

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  校 ・ 園 内 支 援 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 校 ・ 園 内 Co 担 当 者 研 修 会 を 通 し て 、

校 ・ 園 内 委 員 会 の 計 画 的 な 実 施 や 運 営 方 法 に つ い て 先 進 的 な 取 り 組 み を 共 有 し

た り 、 事 例 検 討 会 を 効 果 的 に 進 め ら れ る よ う 実 践 研 修 を 行 っ た り す る こ と に よ

り 、 校 ・ 園 内 Co の 資 質 の 向 上 を 目 指 し ま す 。  

 ○  学 校 ・ 園 の 支 援 力 の 向 上 の た め 、 専 門 性 の 高 い 巡 回 教 育 相 談 等 を 実 施 す る 体

制 を 維 持 し ま す 。 特 別 支 援 学 校 や 、 発 達 総 合 支 援 室 等 の 関 係 機 関 と の 連 携 を 深

め る と と も に 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム ※ ８ の 構 築 に 向 け て 「 合 理 的 配 慮 」

等 に つ い て の 研 修 を 進 め ま す 。  

 ○  通 級 に よ る 指 導 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 の 増 加 に 伴 い 、 通 級 指 導 教 室 の ニ ー ズ

が 高 ま っ て い ま す 。 中 学 校 進 学 後 も 支 援 が 途 切 れ な い よ う に す る た め 、 小 中 の

通 級 指 導 教 室 が 連 携 し 、 指 導 の 充 実 を 目 指 し ま す 。 ま た 、 通 級 指 導 教 室 に お け

る 指 導 実 践 を 紹 介 す る こ と に よ り 、 所 属 学 級 で あ る 通 常 学 級 に お け る 子 ど も た

ち の 支 援 に 生 か せ る よ う に し ま す 。  
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◆ 用語の解説 

 

※１【基礎的環境整備】 

障害のある子どもに対する支援は、法令に基づき又は財政措置により、各自治体

が教育的環境の整備を行う。これらは、「合理的配慮」の基礎となる環境整備であ

り、「基礎的環境整備」と呼ぶ。 

 

※２【合理的配慮】 

障害のある子どもが、他の子どもと平等に「教育を受ける権利」を享有・行使す

ることを確保するために、学校の設置者及び学校が必要かつ適度な変更・調整を

行うことであり、障害のある子どもに対し、その状況に応じて、学校教育を受け

る場合に個別に必要とされるもの。 

 

※３【地域特別支援教育コーディネーター】 

特別支援教育の実践における資質や能力及び発達障害に関する専門的知識を有す

る小・中学校の教員を、四日市市教育委員会が委嘱する。幼稚園・小学校・中学

校の特別支援教育について助言・連絡調整を行う。 

 

※４【教育支援課スーパーバイザー】 

特別支援教育並びに発達障害に関する専門的知識・経験を有する者を、四日市市

教育委員会が委嘱する。市内全中学校に対して、年間各２回の継続的な巡回教育

相談を行う。 

 

※５【教育支援課臨床心理士】 

発達障害に関する専門的知識・経験を有する者を四日市市教育委員会が委嘱し、

市内小学校の不登校及び発達等の巡回教育相談を行う。 

 

※６【介助員】 

小学校、中学校の特別支援学級において、児童生徒が学校生活をする上で必要な

介助を行う職員。 

 

※７【支援員（特別支援教育支援員）】 

小学校、中学校の通常学級に在籍し、発達障害等により、生活や学習上の困難を

有する児童生徒に対し、必要な支援を行う職員。 

 

※８【インクルーシブ教育システム】 

人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大

限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の

下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。 
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２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

特別支援教育推進協議会を中心とした関係部局の連携・協働による乳幼児期から学校卒

業後を見通した相談支援体制を強化します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

（ １ ） 早 期 か ら の 途 切 れ の な い 支 援 の た め に  

四 日 市 市 特 別 支 援 教 育 推 進 協 議 会 で は 、 子 ど も の 発 達 の 特 性 を 早 期 に 正 し く 理

解 し 、 就 学 前 か ら 園 に お い て 、 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 、 適 切 な 支 援 を 行 っ て い

く こ と で 、 自 立 ・ 社 会 参 加 に 向 け て の 可 能 性 を 、 よ り 拡 げ る こ と が で き る と 考 え

て い ま す 。  

四 日 市 市 で は 、 啓 発 リ ー フ レ ッ ト 「 早 期 か ら の 途 切 れ の な い 支 援 の た め に 」 及

び 「 相 談 支 援 フ ァ イ ル 」 を 作 成 し 、 平 成 ２ １ 年 度 か ら 園 ・ 学 校 及 び 関 係 機 関 等 で

活 用 し て い ま す 。  

平成２６年度末現在、小・中学校で 1,131 冊の相談支援ファイルが作成されていま

す。相談支援ファイルの活用については、校・園内コーディネーター担当者研修会等

で具体的な活用の仕方を伝えてきました。平成２６年度は１人あたりの活用回数平均

が３．５回になり、相談支援ファイルが関係機関との連携ツールとして徐々に位置付

いてきていることがわかります。 

今後 は、 相談 支援 フ ァイ ルの 質を 高め て いく こと

が求められていることから、個別の指導計画の作成や

支援の手立てについて、保護者や関係機関と共有でき

るようさらに研修を進めていきます。また、中学校か

ら高等学校への支援の引き継ぎについて、北勢地区の

高等学校を中心に周知し、連携を進めていく必要があ

ります。 

ま た 、 平 成 ２ ５ 年 度 の 啓 発 リ ー フ レ ッ ト 「 早 期

か ら の 途 切 れ の な い 支 援 の た め に 」 の 内 容 の 見 直

し に 伴 い 、平 成 26 年 度 は 、リ ー フ レ ッ ト に 掲 載 さ

れ て い る 事 業 内 容 の 紹 介 と 窓 口 の 連 絡 先 が 一 目 で

わ か る 「 ガ イ ド ブ ッ ク 」 の 作 成 に 着 手 し ま し た 。  

   

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ 4 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ 5 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ 6 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

保 護 者 、 学 校 ・ 園 や 関 係 機 関

等 と の 間 で 相 談 支 援 フ ァ イ ル

を活用した 回数（一人 あ たり） 

平均 

２．３回/年 

平均 

3．３回/年 

平均 

３．５回/年 
年５回以上年５回以上年５回以上年５回以上    
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（ ２ ） 相 談 事 業  

平成２６年度の新規来所相談件数は２５８件あり、昨年度に比べ１４件の増加でし

た。一方、継続相談を含む相談件数は７４１件あり、昨年度より７２件減少しました。 

長期化しているケースについては、支援の方向性を再検討し、学校や他機関と連携

を綿密にすることにより状態の改善に努めました。また、プレイセラピーの次のステ

ップとして、小学生には適応指導教室「わくわく教室」で、中学生には「中学生ＳＳ

Ｔ教室」で、登校に向けた小集団活動を行いました。 
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来所相談件数

職業評価，職業準備支援，ジョブコーチ，職場適応訓練 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　三重障害者職業センター

職業相談，職業紹介 四日市公共職業安定所

福祉的就労の場の利用 各就労支援事業所 障害福祉課

就業・生活に関する相談支援 四日市障害者就業・生活支援センター　プラウ

生活・福祉に関する相談支援

高等学校における特別な支援 各高等学校

各特別支援学校

特別支援学級（小・中学生対象） 学級が設置されている小・中学校

通級指導教室（言語・情緒等）

保育園，幼稚園，小・中学校における特別な支援 全ての保育園，幼稚園，小・中学校

児童発達支援センターあけぼの学園での支援

・通園部　　　・療育部　　・訓練援助・相談　　　 　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　 　

自信を高める４つの教室

幼児ことばの教室

ともだちづくり教室

子どもの見方・ほめ方教室（保護者対象）

まなびの教室

育児，養育，発達・行動等に関する相談

発達・行動等に関する教育相談 相談支援センター（教育支援課）

発達・行動等に関する全般的な相談 発達総合支援室　　　児童発達支援センターあけぼの学園

巡回相談，就学相談 保育園，幼稚園

家庭児童相談 家庭児童相談室

育児相談，乳幼児健診 こども保健福祉課（母子保健係）

　　児童発達支援センターあけぼの学園
　　三重北勢健康増進センター
　 　　　　　　　　　（ヘルスプラザ）

児童発達支援センター
あけぼの学園

各相談窓口にご相談ください。
（裏面の支援機関一覧参照）

通級指導教室設置校

特別支援学校
　　（小学部・中学部・高等部）

支援の実施 実施場所 申込（相談）窓口支援の実施 実施場所 申込（相談）窓口支援の実施 実施場所 申込（相談）窓口支援の実施 実施場所 申込（相談）窓口

各園，学校にご相談
ください。　発達総合支援室

地域生活地域生活地域生活地域生活
支援支援支援支援

保育・教育保育・教育保育・教育保育・教育

早期支援早期支援早期支援早期支援

早期相談早期相談早期相談早期相談

四日市市における途切れのない支援四日市市における途切れのない支援四日市市における途切れのない支援四日市市における途切れのない支援

子どもたちの発達特性や保護者の皆
さんの要請（教育的ニーズ）に応じた
「教育的支援」を，乳幼児期から学校
卒業後まで一貫して行っていくための
情報を，一冊のファイルに集めたもの
です。

保護者の方にお配りしています。

相談支援ファイルで相談支援ファイルで相談支援ファイルで相談支援ファイルで
情報を共有情報を共有情報を共有情報を共有

理学療法

作業療法
言語聴覚療法
発達心理相談

児童発達支援事業
放課後等デイサービス事業
保育所等訪問支援事業
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 

 

新規来所相談のうち、不登校相談の占める割合は３５％でした。しかし、継続相

談を含む相談件数でみると、相談全体の６２％を占めます。これは、不登校相談が長

期化傾向にあることを示しています。また、小学生の不登校の相談件数が増加してお

り、小学校における不登校対策が大きな課題となっています。 

そこで、小学生における不登校の未然防止・早期対応のため、小学校への巡回教

育相談を行い、事例検討会等で教職員の力量の向上を図りました。また、いわゆる中

１ギャップによる不登校を生まないため、小学校と中学校の引き継ぎを綿密に行うこ

とにより、中学校で年度始めから一人ひとりに応じた具体的な取り組みが進められる

ようにしています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規来所相談の「発達・障害等」に関わる割合は 45％でした。発達検査や保護者

との面談を実施し、学校生活の不適応改善をめざして学校と連携して支援を進めてい

ます。 

 

（ ３ ） YESnet
イ エ ス ネ ッ ト

（ 四 日 市 早 期 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク ）  

YESnet は 、子 ど も の 心 の 病 気 の 早 期 支 援 や よ り よ い 回 復 を 目 的 と し て 、医 療

機 関 ・ 四 日 市 市 保 健 所 ・ 教 育 委 員 会 が 連 携 し て 取 り 組 も う と 、 平 成 21 年 度 に 設

立 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク で す 。さ ら に 平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 か ら 、こ ど も 未 来 部 こ ど も

保 健 福 祉 課 発 達 総 合 支 援 室 が ネ ッ ト ワ ー ク に 加 入 し ま し た 。  

今 年 度 の 延 べ 相 談 件 数 は ８ ３ 件 で し た 。学 校 か ら の 電 話 相 談 に 応 じ た り 、直 接

関 係 機 関 に つ な げ た り 、 保 護 者 の 同 意 を 得 て 事 例 検 討 会 を 行 っ た り し ま し た 。  

YESnet 連 絡 会 議 を 年 間 １ ０ 回 開 催 し 、出 前 授 業 の 内 容 検 討 や 、情 報 共 有 を 行

い ま し た 。ま た 、 学 校 か ら の 依 頼 に よ る 事 例 検 討 会 を 、 小 学 校 ４ 件 、 中 学 校 ４ 件

の 計 ８ 件 行 い ま し た 。学 校 か ら 担 任 等 が 参 加 し 、医 療 の 視 点 や 保 健 所 等 の 福 祉 の

視 点 か ら 見 立 て や 支 援 に つ い て 検 討 を 行 い 、 学 校 へ の 助 言 を 行 い ま し た 。  

心 が 不 安 定 な 症 状 は 、子 ど も も 周 り の 大 人 も 、気 付 い て い な い こ と が あ り ま す 。

そ こ で 、保 護 者 向 け に 心 の 病 気 や YESnet に つ い て 案 内 し た 小 冊 子 を 作 成 し 、市

内 小 中 学 校 に １ ０ 冊 ず つ 配 付 し ま し た 。  

毎 年 行 っ て い る 中 学 校 へ の 出 前 授 業 に 加 え 、今 年 度 は 小 学 生 の 児 童 を 対 象 に 心

の 病 気 の 予 防 の た め の 出 前 授 業 を １ 校 で 実 施 し ま し た 。  

今 後 も 市 内 の 小・中 学 校 で「 こ こ ろ の 健 康 」に つ い て 啓 発 し て い く た め の 活 動

に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

教育支援課 新規来所相談主訴の割合（％） 

平成 ２４ 年度       平成 ２５ 年度      平 成２ ６年 度  

不登校 

発達 

その他 
35353535

45454545

20202020
42424242

45454545

13131313
35353535

49494949

16161616
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） 適 応 指 導 教 室 （ 小 学 生 対 象 ： わ く わ く 教 室 、 中 学 生 対 象 ： ふ れ あ い 教 室 ）  

両 教 室 と も に 、 不 登 校 児 童 生 徒 の 学 校 復 帰 や 社 会 的 な 自 立 を 促 す こ と を 目 的 と

し て い ま す 。 一 人 一 人 の 子 ど も の 状 態 に 合 わ せ て 、 個 別 支 援 方 針 を 立 て る と と も

に 、 セ ラ ピ ス ト や ス ー パ ー バ イ ザ ー の 助 言 を 得 る こ と で 、 通 級 の 安 定 や 学 校 復 帰

を 図 る よ う に 支 援 し て い ま す 。 ま た 、 児 童 生 徒 の 主 体 的 な 活 動 に な る よ う 、 児 童

生 徒 の ニ ー ズ を 大 切 に し た 取 り 組 み を 段 階 的 に す す め て い ま す 。  

「 わ く わ く 教 室 」 で は 、 小 学 生 を 対 象 に 、 １ 対 １ の プ レ イ セ ラ ピ ー の 次 の ス テ

ッ プ と し て 、 小 集 団 で 子 ど も 同 士 が 関 わ り あ え る よ う な 活 動 を 行 っ て い ま す 。 イ

メ ー ジ マ ッ プ づ く り で は 、 単 語 か ら イ メ ー ジ を 広 げ た り 、 お 互 い の 考 え を 認 め 合

っ た り す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 ル ー ル を 守 っ た り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力

を 高 め た り す る た め 、 ボ ー ド ゲ ー ム や カ ー ド ゲ ー ム を 行 い ま し た 。 さ ら に 、 身 体

の 使 い 方 に 課 題 が あ る 児 童 に は 、 バ ラ ン ス や 柔 軟 性 を 高 め る よ う な 運 動 や 、 認 知

ト レ ー ニ ン グ な ど の 身 体 づ く り の 活 動 を 行 い ま し た 。  

「ふれあい教室」では、中学生を対象に、生 徒 本 人 や 保 護 者 に 対 す る 相 談 活 動 と

し て 、 セ ラ ピ ー や 教 育 相 談 を 行 い 、 不 安 の 軽 減 や 学 校 復 帰 及 び 進 路 実 現 に 向 け た

自 己 目 標 の 設 定 な ど を 行 っ て い ま す 。 平 成 ２ ６ 年 度 の 延 べ 相 談 件 数 は １ ２ ６ ５ 件

で し た 。 個 々 の 相 談 と 並 行 し て 、 集 団 の 中 で 、 学 習 や 運 動 、 体 験 活 動 な ど に 取 り

組 ん で い ま す 。 こ の 活 動 を 通 し て 、 人 と の 関 わ り 方 に つ い て 学 ん だ り 、 新 し い こ

と に 挑 戦 す る 気 持 ち を 養 っ た り し て 、 集 団 に 適 応 し て い く 力 や 自 信 を 育 む こ と に

つ な が り ま し た 。  

ま た 、 不 登 校 児 童 生 徒 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア （ ふ れ あ い フ レ ン ド ） が 、 ふ れ あ い 教

室 で の 活 動 を 支 援 し 、 児 童 生 徒 の 登校や自立に向けた支援をしています。通級生は、

年齢が近いふれあいフレンドとともに勉強や運動に取り組むことで、活動意欲が高ま

り、社会性が向上しました。また、ふれあいフレンドは、学習や運動場面だけでなく、

昼食や清掃、他の児童生徒との雑談の仕方など、日常場面でのスキルトレーニングの

モデルとなっています。 

 

 

 

 

 

出前授業の様子（小学校） 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 相談支援ファイルの活用によって、就学前から進学・就労先までの引継ぎがスム

ーズに行えるように、保護者・園・学校への相談支援ファイル活用の啓発を進める

とともに、高等学校等への引継ぎにも活用されるよう、働きかけを継続していきま

す。また、学校における基礎的環境整備や合理的配慮等の支援内容が、個別の支援

計画に反映されるよう、記入の仕方についても、学校に示していきます。 

○ 発 達 段 階 や 障 害 の 状 況 等 に 応 じ た 相 談 窓 口 及 び 支 援 内 容 の 概 要 が わ か り 、 自

立 ・ 社 会 参 加 に 向 け て の 支 援 の 見 通 し が 持 て る よ う 、 四 日 市 市 特 別 支 援 教 育 推

進 協 議 会 で は 、「 早 期 か ら の 途 切 れ の な い 支 援 の た め の ガ イ ド ブ ッ ク 」の 作 成 を

進 め ま す 。  

○  相 談 の 主 訴 に 適 切 に 対 応 し て い く た め に 、 不 登 校 や 問 題 行 動 な ど の 背 景 や 要

因 を 的 確 に つ か め る よ う 、 相 談 員 の 専 門 性 向 上 に 努 め て い ま す 。 ま た 、 学 校 ・

園 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 関 係 機 関 等 と の 情 報 交 換 を 密 に し 、 学 校 ・ 園 で の

具 体 的 な 支 援 に つ な が る よ う 、 連 携 を 図 り ま す 。  

○  不 登 校 相 談 で は 、 子 ど も の 様 態 に 応 じ て 、 個 別 の セ ラ ピ ー や 小 集 団 活 動 、 適

応 指 導 教 室 の 活 用 等 を 柔 軟 に 進 め て い き ま す 。  

○  子 ど も の 心 の 病 気 に つ い て は 、 学 校 か ら の 情 報 が 早 期 発 見 ・ 早 期 支 援 に つ な

が る よ う 、 YESnet 相 談 窓 口 か ら 関 係 機 関 と の 連 携 が ス ム ー ズ に で き る よ う に

整 理 し 、 早 期 対 応 に 努 め ま す 。  

○ 適 応 指 導 教 室 で は 、学 校 復 帰 や 社 会 的 な 自 立 を 促 す た め に 、「 集 団 参 加 力 」「 意

思 表 現 力 」「 生 活 改 善 力 」「 自 己 肯 定 力 」 な ど の 力 が 獲 得 で き る よ う 、 支 援 計 画

に そ っ て 支 援 し ま す 。  

○ 今後の特別支援教育の推進については、国の動向を注視しつつ、四日市市特別支

援教育推進協議会等で引き続き検討していきます。 

適応 指導 教室 通級 生と学校 復帰 率  適応 指導 教室 通級 生と学校 復帰 率  適応 指導 教室 通級 生と学校 復帰 率  適応 指導 教室 通級 生と学校 復帰 率  

 

ふ れ あ い フ レ ン ド 活 用 回 数 ふ れ あ い フ レ ン ド 活 用 回 数 ふ れ あ い フ レ ン ド 活 用 回 数 ふ れ あ い フ レ ン ド 活 用 回 数 
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第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点    

重点目標⑤ 就学前教育の充実 

 
 生涯にわたる人間形成の基礎を培う重要な時期であるこ 

とから、「生きる力」「共に生きる力」の基礎となる力を育 

成します。 
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第２章「めざす幼児の姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－１ 遊びを通しての学びの充実」 
 

 

１ 遊びを通しての「学び」の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

幼児の自発性、好奇心などを重視した遊びや体験を通し、人格形成の基礎となる教育を

展開し、「生きる力」「共に生きる力」の基礎を育成します。 

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

幼稚園教育は、「環境を通して行う教育」であるという点において、教職員の担う

役割は重要です。そこで、幼児の遊びを充実させるため、全園で、年齢や発達課題に

応じた環境構成を行い、幼児の特性に応じた指導の工夫を行っています。 

学年別、クラス別で保育公開を 1 回以上行い、

教職員が学び合える場をつくっています。公開

保育を行うことは、かかわりや環境構成につい

て見直すよい機会になり、昨年度より回数を増

やしている園が多くみられました。事後の討議

においても、幼児期にふさわしい環境、遊びを

通しての学びなどの研修を深め、実際の指導に

生かしていくようにしています。 

 

平成平成平成平成 2６ 年 度 の 公 立 幼 稚 園 教 職 員 の ア ン ケ ー ト 結 果 (2３ 園 )2６ 年 度 の 公 立 幼 稚 園 教 職 員 の ア ン ケ ー ト 結 果 (2３ 園 )2６ 年 度 の 公 立 幼 稚 園 教 職 員 の ア ン ケ ー ト 結 果 (2３ 園 )2６ 年 度 の 公 立 幼 稚 園 教 職 員 の ア ン ケ ー ト 結 果 (2３ 園 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）    

遊びを通した「学び」

の 充 実 に 係 る 公 開 保

育の実施回数 

１ ０ ０ ％ の

園 が １ 回 以

上実施  

１ ０ ０ ％ の

園 が １ 回 以

上実施  

１ ０ ０ ％ の

園 が １ 回 以

上実施  

各園 1 回 各園 1 回 各園 1 回 各園 1 回 

以上 以上 以上 以上 

1回

20%

2回

37%

3回

34%

4回

9%

公開保育の実施回数（26 年度）  

1.一人一人の幼児の特性に応じた指導の工夫を行ったか

43.5

52.2

56.5

41.7

56.5

47.8

43.5

58.3

0

0

0

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26年度

25年度

24年度

23年度

2.幼児期にふさわしい生活を展開できる環境構成を行ったか

8.7

17.4

26.1

20.8

91.3

78.3

69.6

79.2

0

4

4.3

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26年度

25年度

24年度

23年度

3.道徳性の芽生えを培うための指導を行ったか

30.4

26

26.1

12.5

69.6

74

69.6

87.5

0

0

4.3

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26年度

25年度

24年度

23年度

4.健康・体力向上のための指導を行ったか

43.5

56.5

47.8

41.7

52.2

43.5

52.2

58.3

4.3

0

0

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26年度

25年度

24年度

23年度

十分 おおむね十分 やや不十分 不十分
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第２章「めざす幼児の姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－１ 遊びを通しての学びの充実」 
 

 

○  教 職 員 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 ほ と ん ど の 教 職 員 が 「 一 人 一 人 に 応 じ た 指 導 」 を 心

が け 、幼 児 の 特 性 に 応 じ た 指 導 の 工 夫 を 行 っ て い る 結 果 が み ら れ ま し た 。「 環 境 構 成

の 工 夫 」 に つ い て は 、 そ の 重 要 性 を 感 じ て は い る も の の 「 十 分 」 と い う 回 答 が 昨 年

度 よ り 大 幅 に 減 っ た 一 方 で 、「 や や 不 十 分 」と い う 回 答 は な く な り ま し た 。今 後 も 教

職 員 が 幼 児 に と っ て 重 要 な 環 境 の 一 つ で あ る こ と を 認 識 し て 、 教 育 活 動 を 展 開 す る

こ と が 重 要 で す 。「 道 徳 性 の 芽 生 え の 指 導 」に つ い て は 、継 続 的 に 取 組 を 進 め て い る

状 況 が み ら れ ま し た 。「 健 康 ・ 体 力 の 向 上 」 に つ い て は 、「 や や 不 十 分 」 が 4.3％ あ

り 、 子 ど も た ち の 体 を 健 や か に 育 む 観 点 か ら 、 今 後 も 進 ん で 運 動 に 親 し み 体 力 の 向

上 を 図 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

    

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  一 人 一 人 の 幼 児 の 特 性 に 応 じ た 指 導 や 、幼 児

に ふ さ わ し い 環 境 構 成 の 工 夫 に よ り 、園 で の 活

動 が 幼 児 の 発 達 に と っ て 、よ り 一 層 意 味 の あ る

も の に し て い く こ と が 必 要 で す 。教 職 員 が 幼 児

の 成 長 の た め に 共 通 認 識 し 、具 体 的 な 課 題 を も

っ て 教 育 実 践 に 取 り 組 み ま す 。  

○  道 徳 性 や 規 範 意 識 を 高 め る た め に は 、 家 庭 と 共 に 進 め て い く 教 育 が 必 要 に な っ て

き ま す 。 集 団 生 活 の な か で の 具 体 的 な 場 面 を 通 し て の 指 導 は も ち ろ ん の こ と 、 家 庭

と の 連 携 を 深 め な が ら 、 教 育 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ り ま す 。  

○  健 康 で 安 全 な 生 活 習 慣 や 態 度 の 育 成 を 目 指 し 、 戸 外 遊 び や 運 動 遊 び の 充 実 な ど 、

心 身 共 に た く ま し く 育 つ よ う 取 組 を 継 続 的 に 進 め ま す 。  

○  教 職 員 の 専 門 性 を 一 層 高 め る と と も に 、 遊 び の 中 で 幼 児 同 士 が か か わ り あ う 機 会

を 通 じ て 、集 団 の 中 で ル ー ル を 学 ん だ り 、自 分 の 思 い

を 出 し た り し て 、幼 児 が 遊 び の 充 実 感 を 味 わ う こ と が

で き る よ う 取 り 組 み ま す 。  

○  幼 稚 園 教 育 を さ ら に 充 実 さ せ る と と も に 、保 育 園 や

小 学 校 と の 連 携 を 深 め て 、 円 滑 な 接 続 が 図 れ る よ う 、

段 差 の な い 教 育 の 取 組 を 進 め ま す 。  

    

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○  幼 稚 園 で の 特 別 支 援 教 育 の 取 組 に つ い て  

集 団 の 中 で 一 人 一 人 に 応 じ た 指 導 や 支 援 が で き る よ う 、 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら

取 り 組 ん で い ま す 。ま た 、乳 幼 児 期 か ら 小 学 校 ま で 一 貫 し た 教 育 的 支 援 を 行 う た め 、

相 談 支 援 フ ァ イ ル を 有 効 に 活 用 し て い ま す 。   

あ わ せ て 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 研 修 を 計 画 的 に 実 施 し 、 教 職 員 の 専 門 性 や 指 導

力 の 向 上 を 図 っ て い ま す 。  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－２ 子育て支援の充実」 
 

 

２ 子育て支援の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

安心して子育てができるよう家庭と地域との連携を深め、幼児の生活を創造する子育

て支援の場を設定します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

園の生活や地域との連携の中で、園児の様子を中心に教育目標、教育活動、子育て支援

（遊び会）情報など各園のホームページで発信しています。週 1 回を目標とした定期的な

発信と、わかりやすく、見やすい内容の充実に務めています。しかし、情報提供の頻度に

ついては、週１回以上の園が１３園となり、時期によりやや偏りが見られました。今後も

家庭、地域との連携を意識した取組の継続が必要です。 

 

 

・  年 間 の 実 施 回 数 は 述 べ ９ ８ ９ 回 、年 間 参 加 者 数（ 組 ）は 述 べ １ ３ ，１ ９ ０ 組 と な っ

て い ま す 。 参 加 者 ア ン ケ ー ト （ 平 成 ２ ７ 年 ２ 月 実 施 ） よ り 「 お 子 さ ん が 喜 ぶ こ と は

何 で す か 」 の 問 い に 「 遊 具 で 遊 ぶ 」「 友 だ ち と 遊 ぶ 」 の 順 に 多 く 、 子 ど も の 遊 び 場 、

子 ど も 同 士 の 交 流 の 場 と し て 「 遊 び 会 」 を 楽 し み に し て い る こ と が 伺 え ま す 。  

・ 相 談 件 数 に つ い て は 、年 間 ８ ０ ５ 件 の 相 談 が あ り 、年 間 参 加 数（ 組 ）の ６ ．１ ％ の

利 用 に と ど ま り ま し た 。 参 加 者 ア ン ケ ー ト （ 平 成 ２ ７ 年 ２ 月 実 施 ） よ り 「 相 談 し た

い と 思 う こ と が あ る と 答 え た 方 」 の 相 談 内 容 に つ い て は 、 子 ど も の 生 活 、 発 育 （ 成

長 、発 達 ）、入 園・入 所 に 関 す る こ と な ど 多 様 に わ た っ て い ま す 。子 育 て に 関 す る 様 々

な 相 談 や 援 助 を 実 施 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

・ 各 園 の 活 動 指 導 員 に つ い て は 、実 技 を 取 り 入 れ た 保 育 内 容 、情 報 交 換 、子 育 て 相 談

事 業 な ど に つ い て の 研 修 会 を 年 間 2 回 実 施 し 、 資 質 向 上 に 努 め ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  各 幼 稚 園 で は 園 で の 取 組 や 子 育 て の 情 報 を ホ ー ム ペ ー ジ 、 便 り な ど で 家 庭 、 地 域

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）    

園 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 教

育 活 動 や 子 育 て に 関 す る

情報提供の頻度 

週1回以上の園 

13 園（56％） 

週1回以上の園 

17 園（74％） 

週1回以上の園 

13 園（56％） 
週１回以上週１回以上週１回以上週１回以上    

○○○○     平 成 ２ ６ 年 度 公 立 幼 稚 園 に お け る 子 育 て 支 援 （ 遊 び 会 ） の 状 況  平 成 ２ ６ 年 度 公 立 幼 稚 園 に お け る 子 育 て 支 援 （ 遊 び 会 ） の 状 況  平 成 ２ ６ 年 度 公 立 幼 稚 園 に お け る 子 育 て 支 援 （ 遊 び 会 ） の 状 況  平 成 ２ ６ 年 度 公 立 幼 稚 園 に お け る 子 育 て 支 援 （ 遊 び 会 ） の 状 況  

回 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－２ 子育て支援の充実」 
 

 

1 四日市 毎週（水） 月4回 毎月第２（金） 月１回 １０：００～１１：３０ 43 618 62 108

2 橋　 北 毎週（木） 月4回 毎月第２・４（火） 月２回 １０：００～１１：３０ 49 334 40 27

3 富　 田 毎週（水） 月３～４回 毎週（月） 月２～４回 １０：００～１１：３０ 52 832 34 108

4 海　 蔵 毎週（木） 月4回 毎月第２・４（火） 月２回 １０：００～１１：３０ 40 548 57 103

5 納　 屋 毎週（火） 月4回 １０：００～１１：３０ 36 212 0 45

6 泊　 山 毎週（水） 月３回 １１月、２月 年２回 　９：３０～１１：００ 27 829 6 146

7 内　 部 毎週（木） 月３～５回 毎週（金） 月１～３回 １０：００～１１：３０ 42 993 34 120

8 川　 島 毎週（水） 月３～５回 毎月第２（火） 月１回 １０：００～１１：３０ 39 725 52 93

9 神　 前 毎週（水） 月４回 毎週（木） 月４回 １０：００～１１：３０ 73 597 39 42

10 三 　重 毎週（木） 月３～４回 毎月（月） 月１回 １０：００～１１：３０ 43 664 47 64

11 保 　々 毎週（金） 月4回 ２月～３月 年３回 １０：００～１１：３０ 55 710 35 73

12 下　 野 毎週（月） 月４回 １０：００～１１：３０ 32 405 17 71

13 羽　 津 毎週（金） 月３回 第２（水）最終（金） 月2回 １０：００～１１：３０ 46 1067 48 113

14 富洲原 毎週（火） 月４回 １０：００～１１：３０ 38 346 13 45

15 高花平 毎週（水） 月４回 毎月（金） 月２回 １０：００～１１：３０ 50 439 9 46

16 大矢知 毎週（金） 月３～４回 １０：００～１１：３０ 33 497 13 79

17 八郷中央 毎週（木） 月４回 毎月(火) 月２回 １０：００～１２：００ 46 427 48 95

18 桜 毎週（水） 月３～４回 ３月 年１回 １０：００～１１：３０ 37 538 9 70

19 常磐中央 毎週（火） 月３～４回 ２月 年１回 １０：００～１１：３０ 28 876 168 144

20 塩　 浜 毎週（木） 月４～５回 　９：３０～１１：３０ 44 240 20 68

21 笹川中央 毎週（金） 月４回 １０：００～１１：３０ 40 355 3 46

22 三重西 毎週（水） 月４回 毎月第１・３（月） 月２回 １０：００～１１：３０ 42 496 21 56

23 楠　　北 毎週（水） 月４回 毎月第１（金） 月１回 　９：３０～１１：３０ 18 153 19 27

24 楠　　南 毎週（木） 月４回 　９：３０～１１：３０ 36 289 11 45

989 13,190 805 1834

年間参加

数（組）

年間相

談件数

　登録者

数（組）全体 ３歳児

平成２６年度　　合　　　　計

年間実

施回数

（回）

幼稚園名
実　施　曜　日　と　回　数

時　　間

へ 積 極 的 に 発 信 し 、連 携 を 大 切 に し た 子 育 て の セ ン タ ー 的 役 割 を 果 た し て い き ま す 。 

○  幼 稚 園 施 設 の 利 点 を 生 か し 、 子 ど も が 安 心 し て 遊 べ る 場 所 、 子 ど も と 保 護 者 の 触

れ 合 い や 交 流 の 場 所 と し て 「 遊 び 会 」 の 内 容 、 実 施 回 数 な ど の 充 実 を 図 り ま す 。  

○  保 護 者 が 子 育 て の 喜 び や 楽 し さ を 感 じ ら れ る 子 育 て 支 援 と し て の 取 組 を す す め ま

す 。 そ の た め 、 気 軽 に 子 育 て の 相 談 が で き 、 多 様 な 相 談 内 容 に 応 じ て い け る 職 員 、

指 導 員 の 資 質 向 上 に 努 め ま す 。  

 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○ 子育て支援の拡充について 

昨 年 度 に 引 き 続 き 、「 幼 稚 園 ウ ィ ー ク 」と 称 し 、北 部 、中 部 、南 部 の 地 域 を 拡 大 し

た 「 遊 び 会 」 を 夏 季 に 実 施 し ま し た 。 季 節 の 遊 び 、 触 れ 合 い 遊 び 、 在 園 児 と の 交 流

な ど 各 園 で 内 容 を 工 夫 し 、 子 ど も 、 保 護 者 が と も に 楽 し め る 場 と な り ま し た 。  

○   市 民 活 動 団 体 が 行 う 子 育 て 支 援 事 業 に つ い て  

地域住民が主体となって子育て支援運営委員会を設置し、地域住民の民主的な運営に

より子育て支援活動を行っています。現在、下野地区と富洲原地区で実施されています。 

 

平 成 ２ ６ 年 度 公 立 各 幼 稚 園 に お け る 子 育 て 支 援 （ 遊 び 会 ） の 状 況  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－３ 幼保小の連携の充実」 
 

 

３ 幼保小の連携の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学びの一体化の一層の推進のため、幼稚園と保育園、就学前教育と小学校教育の連携及

びその充実を図ります。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

 就学前から中学校卒業までの子どもの育ちをふまえ、学びのあり方に目を向けた教 

育実践が展開できるよう、学びの一体化研修における連携の充実が進められています。 

就学前と小学校入学時の滑らかな接続をめざした交流の継続および充実を図るととも

に、幼保小協働で指導したことが小・中の学びへ生かされるよう、各中学校区の学び

の一体化研修等で還流し、子どもたちの変容や効果をとらえていくことが重要です。 

    

◆ 今後の方向性   ◆ 今後の方向性   ◆ 今後の方向性   ◆ 今後の方向性   

○  各校区において「スタートカリキュラム四日

市市版」を活用し、校区の特徴を生かした幼保

小協働の実践を積極的に進めます。 

○ 学びの一体化研修会の場などで、「つながり

シート」を持ちより、各校園での学びを共有す

ることで、就学前教育と小学校教育との円滑な

接続に活かします。 

○  就 学 前 教 育 に お け る 学 び を 生 か し た 具 体 的

な連携について、その意義を校区で共有し、各

校 区 に お け る 連 携 プ ラ ン が 確 立 さ れ る よ う 進

めていきます。相互に指導のねらい・内容を深

く理解し合う具体的な取組を通して、園では小

学校以降の生活や学習の基盤を育成し、小学校

で は 新 入 児 が 安 心 し て 学 べ る 環 境 づ く り や 指

導につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

ス タ ー ト カ リ キ ュ ラ ム の 活 用 に

関 す る 担 当 者 研 修 会 の 実 施 回 数  
年２回実施 年２回実施 年２回実施 年２回実施年２回実施年２回実施年２回実施    

スタートカリキュラム 四日市版 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－３ 幼保小の連携の充実」 
 

 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○ 幼保及び小学校との合同研修の充実 

小・中学校間で実施される授業公開等に加え、幼稚園や保育園の保育公開等にお

いても校区の教職員交流が進みました。保育の様子や学習指導の様子を実際に見合

うことを通して、学びの連続性について検討する校区が増えました。本年度も校区

内に幼稚園や保育園がある全ての中学校区において、幼保小連携に係る協議が行わ

れました。 

保育園・幼稚園合同研修会においては、小学校の視点から見た保幼小の接続の課

題について提案した後、「就学前保育・教育において大切にしたいこと」について話

し合いを持ちました。また、第３回の担当者研修会では、幼稚園、保育園、小学校、

中学校の担当者がそろった場において、改めて幼保小連携の必要性が高まってきた

背景について確認し、幼児期、小学校それぞれの接続期に考えたい取組について具

体的にとらえる研修をしました。 

○  幼保小が連携した教育活動の実践 

幼保小の円滑な接続を意識した教育活動として、小学校生活科や総合的な学習の

時間の取組に園児を招待したり、入学前には小学校体験や給食体験が行われたりし

ています。幼保小連携部会では、幼稚園年長児と小学校５年生が交流する幼小合同

の実践を行い、平成２６年度の実践例として「スタートカリキュラム四日市版」に

追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ふれあいを大切にした幼小交流］ 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑤ 就学前教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑤－３ 幼保小の連携の充実」 
 

 

○  幼保小連携スタートカリキュラム四日市市版の作成・実施 

小１プロブレムや中１ギャップと言われている課題がクローズアップされる中、

就学前の子どもの育ちをふまえ、小学校生活のスタート時期における学びのあり方

に目を向けた教育実践が必要とされています。平成２５年度に提案したスタートカ

リキュラム（案）については、今年度実践するなかで改善点を修正し、完成版を各

小中学校および市内公立幼稚園・保育園へ配付しました。 

「つながりシート」は、幼稚園や保育園と小学校の間で行われる情報交換や指導

の引継ぎ等で、子どもの学びや成長が校種間で滑らかに連続することをねらってい

ます。平成２６年度は「つながりシート」を活用し、就学前の学びをよく理解し、

次年度への指導に役立てるために具体的な話し合いを行う校区が増えました。また、

「つながりシート」見直しを図り、項目をしぼったものに改善しました。平成２７

年度には、より使いやすくなったものを使用できるようになります。 

 

 

［連 携部 会に お ける スタ ー トカ リキ ュラ ム の検 討 ］ 
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･ 

 

 
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点目標⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 

 
 時代の変化により生じる課題に対し、自ら新しい知識や 

情報を得て、社会の変化の中を主体的に生きていく力を育 

成します。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑥－１ キャリア教育の推進」 
 

 

１ キャリア教育の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

子どもたちが望ましい勤労観・職業観をはぐくみ、感性を磨き、豊かな人間性を培うと

ともに、集団の中で自らの責任を自覚し、その役割を果たせるようにします。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 「将来の夢や目標を持っている」児童生徒の割合（ 平成 ２６ 年 度 全国 学力 ・学 習 状況 調査 ）  

 

・ 「当てはまる」「どちらかと言 

えば当てはまる」と肯定的回答 

をした割合は、小学校・中学校 

とも全国平均とほぼ同様となっ 

ています。 

 

 

○ 異なる校種が連携したキャリア教育に関する取組状況 

 

・平成２５年度に作成

したキャリア教育の全

体計画・年間計画を見

直し、めざす子どもの

姿を実現するための取

組をすすめてきました。 

 

＊Ｈ2５の 小学 校は ３ ９校  

・ 学びの一体化の取組において児童生徒の交流や 

教職員の交流を伴う取組は、どの中学校区におい 

ても工夫した取組が行われています。また、近隣 

の高等学校との交流を行っている学校もあります。 

 

○ 中学校におけるキャリア教育の充実 

・ 平成 17 年度から市内全中学校 2 年生で職場体験学 

 習が実施されています。 

                               （園児と中学生との交流） 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

就 学 前 ・ 小 中 学 校 を 通 し 、 

キ ャ リ ア 教 育 に 関 す る 指 導

計画を作成した中学校区数 

２中学校区 全中学校区 全中学校区 
全中学校区全中学校区全中学校区全中学校区

で実施 で実施 で実施 で実施 

 小学校（3８校） 中学校（22 校） 

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２５ Ｈ２６ 

キ ャ リ ア 教 育

に関する取組 

３０校 

(７６％) 

３８校 

(100％) 

２０校 

(９０％) 

２２校 

(100％) 

児 童 生 徒 の 交

流を伴う取組 

３０校 

(７６％) 

３８校 

(100％) 

１８校 

(８１％) 

２２校 

(100％) 

教 職 員 の 交 流

を伴う取組  

２６校 

(６６％) 

３８校 

(100％) 

１９校 

(８６％) 

２２校 

(100％) 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑥－１ キャリア教育の推進」 
 

 

【平成 2６年度職場体験学習実施状況】  

 

 

 

 

【職場体験アンケートより（調査人数２，８５０人）】 

 

    

    

    

○ 小学校でキャリア教育に係る見学や体験学習等を行っている学校  

・ 子どもたちが職業を体 

 感することを通して、働 

くことや職業についての 

認識を深める学習が少し 

ずつ充実してきています。 

※Ｈ２５は 39 校 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 で の 教 育 活 動 の 整 理  

社 会 的・職 業 的 自 立 の た め に 必 要 な「 基 礎 的・汎 用 的 能 力 」（ 注 ※ ）を 育 て る た め

に 、 学 校 の あ ら ゆ る 教 育 活 動 を キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 か ら と ら え 直 し 、 四 日 市 市 と し

て 、「 輝 く 自 分 づ く り プ ラ ン 」を 位 置 づ け 、体 系 的・系 統 的 な 教 育 活 動 の 展 開 を 促 進

し ま す 。  

○  中 学 校 区 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の 実 践  

  校 区 の 教 職 員 が 全 体 計 画 ・ 年 間 計 画 に 基 づ き 、 そ れ ぞ れ の 発 達 段 階 に 応 じ た 「 つ

け た い 力 」 を 共 通 理 解 し 、 目 の 前 の 子 ど も た ち の 将 来 の 姿 を 思 い 描 き な が ら 、 教 室

の 学 び と 実 生 活 ・ 実 社 会 を 連 結 さ せ た 教 育 活 動 を 進 め て い き ま す 。 ま た 、 子 ど も た

ち の 変 容 や 実 践 の 振 り 返 り を 行 う た め に 、 評 価 の 充 実 を 図 り ま す 。  

〇  キ ャ リ ア 教 育 の 意 義 や 必 要 性 の 理 解 を 図 る た め に 、 キ ャ リ ア 教 育 担 当 者 も 参 加 し

た 学 び の 一 体 化 担 当 者 研 修 会 や 夏 季 研 修 会 を 実 施 し て い き ま す 。  

○  各 学 校 ・ 園 で 、 学 ぶ こ と や 働 く こ と 、 生 き る こ と を 実 感 し た り 、 体 感 し た り で き

る 活 動 を 推 進 し ま す 。  

○  職 場 体 験 学 習 に は 、 生徒が直接働く人と接したり、実際的な知識や技術・技能に触

れたりすることを通して、学ぶことのや働くことの意義を理解し、生きることの尊さを

実感させることが求められています。今後も継続的に実施しキャリア教育の充実を図り

ます。 

※「基礎的・汎用的能力」を構成する４つの能力 

 ①人間関係・社会形成能力②自己理解・自己管理能力③課題対応能力④キャリアプランニング能力 

実施中学校数 市内全中学校（2２校） 

体験日数 3 日間（２２校） 

協力事業所数 １０２０事業所 

取組内容 
小学校（38 校） 

Ｈ２５ Ｈ２６ 

職場見学 １５校 ２１校 

農林水産業体験 １３校 １５校 

社会人講師や卒業生を活用した取組 ２１校 ２０校 

・  毎 年 の べ 約 1,000 事 業 所 に 生

徒 の 受 入 れ を 協 力 い た だ い て お り 、

生 徒 が 体 験 す る 業 種 は 、 医 療 ・ 教

育・販 売・飲 食・工 業・放 送・電 力 ・

消 防 等 多 岐 に わ た っ て い ま す 。  

・ 職 場 体 験 学 習 を し た 生 徒 た ち の ア

ン ケ ー ト で は「 進 路 や 将 来 に つ い て 考

え る 機 会 と な っ た 」と 回 答 す る 生 徒 の

割 合 が 8５ ％ と な っ て お り 、職 場 体 験

学 習 が 生 徒 に と っ て 日 常 の 授 業 で は

学 ぶ こ と の で き な い 有 意 義 な 学 習 と

な っ て い る こ と が う か が え ま す 。  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑥－２ 環境教育の推進」 
 

 

幼稚園 小学校 中学校 

１００％ ９７％ ９１％ 

２ 環境教育の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

身 近 な 自 然 へ の 理 解 と 愛 着 を 基 盤 に 、 環 境 問 題 と 社 会 や 生 活 と の か か わ り に つ い て

理 解 を 深 め 、 環 境 保 全 や 環 境 創 造 の た め に 、 積 極 的 に 行 動 し て い く 態 度 を 育 て ま す 。  

※環境学習プログラム・・『環境学習（四日市公害・生物多様性）事例・教材集』 

    

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  現 状  

・  全 小 中 学 校 ・ 幼 稚 園 が 学 校 ・ 園 や 地 域 の 実 態 に

応 じ た 環 境 教 育 年 間 指 導 計 画 を 作 成 し 、環 境 教 育

を 推 進 し て い ま す 。  

・  多 く の 小 中 学 校 で 家 庭・地 域 及 び 環 境 学 習 セ ン

タ ー 等 の 学 習 拠 点 と 連 携 し た 体 験 を 重 視 し た 環

境 教 育 を 展 開 し て い ま す 。 幼稚園では、生き物を

育てたり、ゴミの分別を学んだりして、生活につな

がる環境教育を行っています。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  環 境 教 育 資 料 の 活 用  

・  「 環 境 学 習（ 四 日 市 公 害 ・ 生 物 多 様 性 ）事 例 ・ 教 材

集 」 等 の 資 料 を 活 用 し た 学 習 を 推 進 し て い き ま す 。  

○  教 職 員 の 指 導 力 向 上  

・ 教 職 員 向 け の ｢四 日 市 公 害 ｣に 関 す る 研 修 会 を 実 施 し    

て 、 指 導 力 の 向 上 に 努 め ま す 。  

○  体 験 活 動 を 通 し た 環 境 教 育 の 推 進  

・  環 境 保 全 課 、 生 活 環 境 課 等 と 連 携 し て 「 こ ど も 四 日

市 Ｃ Ｏ ２ ダ イ エ ッ ト 作 戦 」 や 「 グ リ ー ン カ ー テ ン 」 な ど  

の 体 験 を 通 し た 環 境 教 育 を さ ら に 推 進 し て い き ま す 。  

・  「 四 日 市 公 害 」 語 り 部 講 師 派 遣 事 業 終 了 に 伴 っ て 学 校 で の 環 境 学 習 が 困 難 に な っ

た 状 況 に 対 応 す る た め 、 新 し く 開 館 し た 「 四 日 市 公 害 と 環 境 未 来 館 」 で の 環 境 学 習

を 進 め 、 主 に ５ 年 生 を 対 象 に す べ て の 市 内 小 学 校 が 来 館 で き る た め の 条 件 整 備 を 行

い ま す 。  

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

環 境 学 習 プ ロ グ ラ ム や

学 習 資 料 を 活 用 し た 授

業 を 実 施 し た 学 校 数  

小)20 校実施 

平成 25 年 4 月 

中学校版配付 

活 用 し た 授 業 を

実 施 し た 学 校 数  

２ ８ 校（ ４ ５ ％ ） 

活 用 し た 授 業 を

実 施 し た 学 校 数  

４ ９ 校（ ８ ２ ％ ） 

全学校で実施全学校で実施全学校で実施全学校で実施    

環 境 教 育 年 間 指 導 計 画 で 挙 げ た 各 校 園

の環境活動について、授業時間が目標数

に達した校園の割合  

[ＣＯ ２ ダ イエ ッ ト作 戦] 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑥－２ 環境教育の推進」 
 

 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○  「 四 日 市 公 害 」 語 り 部 講 師 派 遣 支 援 事 業 実 施 校 数  

… 小 学 校 １ ５ 校  

○  環 境 保 全 課 ・ 市 内 企 業 と の 連 携     

・「 こ ど も よ っ か い ち Ｃ ０ 2 ダ イ エ ッ ト 作 戦 」の 実 施 校 数  

… 小 学 校 ６ 校  

 ・「 グ リ ー ン カ ー テ ン 」 の 実 施 校 数  

… 小 ・ 中 学 校 ２ ８ 校  

○  学 校 環 境 デ ー  

国際連合の６月５日「世界環境デー」を受けて、この日を「学校環境デー」とし、各

校園の主体的な取組により、地域性を生かした環境教育の推進を図っています。  

 

  実施校園数 主  な  活  動  内  容 

啓発活動 

幼１４園 

小２１校 

中 ８校 

○ 校（園）内美化の呼びかけ 

○ ゴミの分別・極力出さない呼びかけ 

○ 消灯・節水の呼びかけ 

○ 環境問題に関する朗読や読み聞かせ 

○ 給食残飯ゼロ運動 

○ 集会（環境問題に関するクイズ・誕生会での劇）等 

環境に関する 
学習 

幼 14 園 

小 31 校 

中 16 校 

○ リサイクル工作 

○ 「ＥＭ」を活用した学習 

○ ごみ・水のゆくえについての学習 

○ 野菜や花、米などの栽培活動 

○ 昆虫や小動物の飼育活動 

○ 水質・水生生物調査 

○ たい肥・腐葉土作り 

○ ゴーヤ等でのグリーンカーテン作り      等 

奉仕等 
体験的活動 

幼  7 園 

小 35 校 

中 17 校 

○ 学校（園）内の除草活動 

○ 資源回収活動 

○ 校内清掃活動 

○ 地域の環境整備活動（除草・ゴミ拾い等） 

○ 里山保全活動                等 

[「四 日市 公害 」 語り 部活 動] 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑥－３ 多文化共生教育の推進」 
 

 

３ 多文化共生教育の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

外国人幼児児童生徒の学校生活への円滑な適応を図り、日本人幼児児童生徒と外国人幼

児児童生徒がちがいを受け入れ、互いを認め合って生きていこうとする態度を育てます。 

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 多文化共生教育推進のための体制づくり 

  子ども同士がちがいを認め合い、互いに尊重しながら高まり合おうとする取組が、各

校・園の実態に合わせて進められています。外国人児童生徒教育担当者研修会において

市内在住の外国人幼児児童生徒数や教育に関する課題等について共有し、日本語で学ぶ

力をつけるための指導について研修しました。日本語を母語としない子どもたちの「生

きる力の向上」を目指した教育のあり方について、今後も継続した実践が必要です。 

 

○ 外国人幼児児童生徒の受入支援体制の充実 

・  就 学 支 援 の 取 組  

平 成 ２ ７ 年 １ 月 現 在 、 市 内 公 立 幼 稚 園 ・ 小 中 学 校 に は

４ ７ ２ 名 の 外 国 人 幼 児 児 童 生 徒 が 在 籍 し て お り 、 全 校 園

数 の ６ ４ ％ に あ た る ５ ３ 校 園 に 在 籍 し て い ま す 。 笹 川 地

区 に 集 住 し て い る 外 国 人 の 定 住 化 と と も に 、 近 年 は 市 内

各 地 へ の 居 住 分 散 化 傾 向 が み ら れ ま す 。  

そ う い っ た 現 状 に 対 応 す る た め 、 市 内 在 住 の 外 国 人 保 護 者 が 日 本 の 学 校 制 度 や 学

校 生 活 に つ い て 十 分 理 解 し 、 子 ど も の 就 学 や 将 来 に つ い て の 展 望 を 持 つ こ と が で き

る よ う 、 就 学 案 内 ガ イ ド ブ ッ ク （ 日 本 語 、 ポ ル ト ガ ル 語 、 ス ペ イ ン 語 、 中 国 語 、 タ

イ 語 、 タ ガ ロ グ 語 、 英 語 版 ） を 配 付 し て い ま す 。 ま た 、 外 国 人 児 童 生 徒 の 受 入 が あ

る 場 合 は 、 就 学 促 進 相 談 員 を 活 用 し 、 該 当 の 学 校 園 で 丁 寧 な 説 明 会 を 開 催 す る こ と

を 進 め て い ま す 。  

・  進 路 指 導 に 関 す る 支 援 の 取 組  

11 月 １ ６ 日 に 中 部 中 学 校 を 会 場 と し て 、小 学 校 ６ 年 生 と 中

学 生 及 び そ の 保 護 者 を 対 象 に 、外 国 人 生 徒 の 進 学 支 援 を 目 的 と

し た「 高 校 進 学 ガ イ ダ ン ス（ 学 校 へ 行 こ う ）」を 開 催 し ま し た 。

（ 協 力 高 等 学 校 10 校 、 参 加 生 徒 ３ ３ 名 、 通 訳 対 応 ５ 言 語 ）  

本 年 度 は 高 校 紹 介 に 加 え 、 ハ ロ ー ワ ー ク 四 日 市 の 統 括 職 業 指 導 官 か ら の 就 職 に 関

す る 講 演 会 を 行 い ま し た 。 中 学 校 卒 業 後 の 進 路 や そ の た め の 準 備 等 に つ い て 、 具 体

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）     

日 本 語 指 導 が 必 要 な 外 国 籍 幼

児 児 童 生 徒 が 在 籍 す る 学 校・園

へ の 適 応 指 導 員 の 配 置 率  

74% 81% 90％ 90% 90% 90% 90% 
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的 な 情 報 を 得 る 絶 好 の 機 会 と な っ て い ま す 。 外 国 人 の 子 ど も た ち の 進 路 が 保 障 さ れ

る よ う 、 高 等 学 校 な ど 外 部 機 関 と の 連 携 を さ ら に 深 め て い き ま す 。  

 

○ 外国人幼児児童生徒への日本語及び適応指導の充実 

・  ポルトガル語、スペイン語、中国語、タイ語、タガログ語に加え、インドネシア語、 

ベトナム語、ルーマニア語を母語とする子どもが

あわせて３１３名在籍しています。 

笹川地区の日本語指導の必要な幼児児童生徒は

１９１人で、市全体の６１％を占めています。ポ

ルトガル語やスペイン語を母語とする子どもたち

については、笹川中央幼稚園、笹川東小学校、西

笹川中学校を拠点校園として対応しています。 

中国語、タイ語、タガログ語等については、中

央小学校、中部中学校を拠点校として対応してい

ます。 

外国 人幼 児児 童 生徒 の母 語 別割 合  

 

・  拠 点 校 園 で は 、 日 本 語 指 導 を 中 心

に 、 少 人 数 指 導 を 取 り 入 れ る な ど 、

さ ま ざ ま な 形 で の 教 科 学 習 の 支 援 を

行 っ て い ま す 。  

・  日 本 語 指 導 が 必 要 な 外 国 人 児 童 生

徒 が 在 籍 す る 学 校 に は 適 応 指 導 員

を 配 置 し 、日 本 語 で 学 習 す る 力 が つ

く よ う 支 援 を 進 め て い ま す 。  

・  日 本 で の 定 住 化 に 伴 い 、 日 常 会 話 に 加 え て 、 教 科 学 習 に お け る 日 本 語 力 向 上 が

求 め ら れ て い ま す 。 拠 点 校 に 学 習 日 本 語 指 導 員 を 配 置 し た り 、 わ か り や す い 授 業

づ く り の 研 修 を 行 っ た り す る な ど 進 路 保 障 の た め の 取 組 を 充 実 さ せ て い ま す 。   

・ 市 内 居 住 地 域 の 分 散 化 に よ り 、拠 点 校 園 へ の 通 級 が 困 難 な こ と か ら 、日 本 語 理 解

が 十 分 で な い ま ま 居 住 区 の 学 校 へ 就 学 す る 児 童 生 徒 が 増 え て い ま す 。  

・  外 国 人 児 童 生 徒 が 日 本 語 で 学 習 す る 力 を つ け る た め に 、 外 国 人 教 育 担 当 者 研 修

会 に お い て 、 教 科 指 導 の 中 で 日 本 語 力 を 向 上 さ せ て 、 学 習 言 語 を 習 得 さ せ て い く

手 法 に つ い て の 研 修 を 行 っ て い ま す 。  

 

【初期適応指導教室「いずみ」教室（中部中学校内に設置）の取組と経過】 

 （指導内容） 

・  日 本 語 の 初 期 指 導 （ ４ ヶ 月 間 を 目 安 に し て ）  

日 本 語 に よ る 日 常 会 話 、 ひ ら が な ・ カ タ カ ナ ・ 小 学 校

低 学 年 程 度 の 漢 字 の 読 み 書 き 、四 則 計 算 な ど の 基 礎 的

な 算 数 の 学 習  

・ 日本の学校生活への適応指導、保護者へのオリエンテー

ション 

西 笹 川 中 校 区 の 日 本 語 指 導 が 必 要 な 幼 児 児 童 生 徒

〔い ずみ 教室 で の日 本語 指 導〕  
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・小学校高学年児童および中学生には、学年相当の学習支援（プラス３ヶ月間）                      

（ 移 動 初期適応指導教室「 い ず み 」 に つ い て ）  

平 成 22 年 度 か ら 「 い ず み 」 に 通 級 で き な い 来 日 間 も な い 児 童 生 徒 の 在 籍 校 に

指 導 員 を 派 遣 し 、 短 期 集 中 型 適 応 指 導 を し て い ま す 。  

 【適応指導員等の派遣】 

市 内 に お け る 外 国 人 幼 児 児 童 生 徒 の 日 本 語 指 導 や 日 本 の 学 校 へ の 適 応 を 支 援 す る

ために、市内 3２校園に対して適応指導員の派遣を行いました。適応指導員の数はポ

ルトガル語１1 名、スペイン語 5 名、中国語５名、タガログ語 4 名、タイ語１名、イ

ンドネシア語１名の合計２７名です。また、進路保障のための教科学習支援を行うた

めに、日本人の適応指導員を２名派遣しています。 

○ 子どものための日本語教室への支援 

笹川地 区の幼 稚園 ・ 保育園 におい て、 就 学前指 導員が 就学

前の幼児 とその 保護者 を対象に 初歩日 本語教 室を開い てい ま

す。園児 には、 文字に 親しむ活 動や語 彙を増 やすため の指 導

を行いま した。 保護者 には、会 話や文 字の練 習を繰り 返し 、

日本の文 化体験 なども 取り入れ ました 。日本 人保護者 のサ ポ

ート参加 があり 、生活 面の情報 交換や 子育て の悩み相 談な ど

の保護者交流の場になっています。              〔 外 国 人 保 護 者 向 け の 食 育 講 座 〕 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  外 国 人 幼 児 児 童 生 徒 教 育 検 討 委 員 会 に お い て 、 外 国 人 の 子 ど も た ち の 教 育 に 関 す

る 諸 問 題 に つ い て 、 そ の 解 決 に 向 け た 検 討 を 進 め ま す 。  

・ 外 国 人 の 定 住 化 傾 向 に 伴 い 、教 科 内 容 の 理 解 に つ な が る 学習言語の指導に力を入れ、

進路・進学保障に努めます。  

・  外 国 人 児 童 生 徒 教 育 プ ロ ジ ェ ク ト 会 で は 、 外 国 人 児 童 生 徒 の 初 期 適 応 指 導 か ら

日 本 語 で 学 ぶ 力 を つ け る ま で の 指 導 法 の 研 究 を 進 め ま す 。 本 年 度 各 小 中 学 校 に 配

布 し た 「 日 本 の 学 校 で 学 習 や 生 活 を す る た め に 覚 え た い 日 本 語 の シ ラ バ ス 」 を 活

用 し 、 学 校 で 必 要 な 日 本 語 活 用 力 や 語 彙 を 意 識 し た 授 業 づ く り に 努 め ま す 。  

・  担 当 者 研 修 会 に お い て 、 外 国 人 児 童 生 徒 教 育 に 関 す る 現 状 や 課 題 、 そ の 対 応 と

し て の 指 導 資 料 を 共 有 化 し 、 全 学 校 で の 推 進 を 図 り ま す 。 特 に 、 日 本 語 指 導 と 教

科 指 導 と の つ な が り に つ い て は 、 有 識 者 か ら の 助 言 を 受 け 、 協 議 を す す め ま す 。  

・  集 住 地 域 へ の 対 応 に 加 え 、 市 内 居 住 地 域 の 分 散 化 に 対 応 し た 受 入 お よ び 指 導 体

制 を 整 え ま す 。 今 後 も 集 住 地 域 で あ る 笹 川 地 区 の 初 期 適 応 指 導 の 充 実 に 努 め る と

と も に 、 分 散 化 す る 外 国 人 児 童 生 徒 や 保 護 者 の 対 応 に つ い て は 、 初 期 適 応 指 導 教

室 「 い ず み 」 お よ び 移 動 「 い ず み 」 に お い て 、 学 校 生 活 へ の 適 応 を 支 援 し ま す 。  

○  関 係 機 関 や 高 等 学 校 と 連 携 し て 、 子 ど も と 保 護 者 を 対 象 に し た 「 高 校 進 学 ガ イ ダ

ン ス （ 学 校 へ 行 こ う ）」 を 充 実 さ せ ま す 。 ま た 、「 就 学 案 内 ガ イ ド ブ ッ ク 」 や 就 学 促

進 相 談 員 を 十 分 に 活 用 し 、 就 学 の 不 安 解 消 お よ び 進 路 保 障 に 努 め ま す 。  

○ 本市の外国人集住地区であり、多文化共生モデル地区である笹川地区での教育の進め

方について、学びの一体化研修の視点からも各校・園の連携と充実を図ります。 
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第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点    

重点目標⑦ 家庭・地域との協働の推進 

 
 保護者・地域住民が学校づくりに主体的に参画する「地 

域とともにつくる学校」の実現をめざすとともに、家庭・ 

地域の教育力の向上の支援に努めます。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑦ 家庭・地域との協働の推進 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－１ 地域とともにつくる学校の推進」 
 

 

１ 地域とともにつくる学校の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

保護者・地域住民が学校に主体的に参画する「地域とともにつくる学校」の実現をめざ

すとともに、家庭・地域の教育力の向上の支援に努めます。 

    

１ 四日市版コミュニティスクールの推進 １ 四日市版コミュニティスクールの推進 １ 四日市版コミュニティスクールの推進 １ 四日市版コミュニティスクールの推進 

本市では「家庭・地域との協働」を推進するために、学校づくり協力者会議（Ｐ121 参

照）を発展させた四日市版コミュニティスクールを指定しています。平成 18 年度から３

校をモデル校に指定し、平成 22 年度からは、順次、指定の拡大を図っています。 

四日市版コミュニティスクールは、豊富な知識・技術・経験を持つ保護者・地域住民・

事業者が授業等に参加することを通して、学校・家庭・地域がそれぞれのもつ教育的役割

を自覚し、責任を持ち、協働して学校運営や教育活動の充実や基本的生活習慣の確立を図

ります。運営協議会が学校関係者評価を行うことにより、保護者・地域住民の視点から学

校運営の改善に向けて意見を述べています。また、保護者・地域住民が学校運営や教育活

動に参画する機会を増やすことにより、教職員の意識改革や保護者・地域住民の参画の意

識を醸成し、地域とともにつくる学校の推進に努めます。 

 

◆ 四日市版コミュニティスクールの現状と課題 ◆ 四日市版コミュニティスクールの現状と課題 ◆ 四日市版コミュニティスクールの現状と課題 ◆ 四日市版コミュニティスクールの現状と課題 

○ 指定校は、学校と 10 人程度の委員で構成する運営協議会を設置し、校長の示す「学

校づくりビジョン」の実現に向けて、主体的に活動を検討しています。また、学校は委

員の意見を積極的に取入れ、教育活動の改善に取組んでいます。 

○ 運営協議会が学校を核として保護者・地域が協働するコミュニティスクールの取組は、

「地域全体で子どもを育てよう」とする気運を高めています。また、この取組は、学校

運営や教育活動の充実だけでなく、子どもの地域活動への参加や地域の方同士の交流が

広がるなど、「地域コミュニティづくり」にも役立っています。 

○ 運営協議会委員は、指定校の地域の特徴や人材を生かした取組を通して、「学校運営や

教育活動についての理解」を深め、「『学校・家庭・地域』のそれぞれが担う役割」につ

いて認識し、「教職員とともに学校づくりを進める当事者としての意識」を高めています。 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）     

四 日 市 版 コ ミ ュ ニ テ ィ ス

クールの指定校数 
11 校 14 校 17 校 20 校 20 校 20 校 20 校 

「 学 校 づ く り ビ ジ ョ ン な ど に

つ い て 、主 体 的 な 提 言 や 検 討 を

行 い 、ビ ジ ョ ン 実 現 に 向 け た 取

組 を 学 校 と と も に 進 め る こ と

が で き た 」と 答 え た 委 員 の 評 価  

3.3 

（４点満点） 

3.3 

（４点満点） 

3.5 

（４点満点） 

3.0 3.0 3.0 3.0 

（４点満点）（４点満点）（４点満点）（４点満点）    

- 116 -



             
第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑦ 家庭・地域との協働の推進 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－１ 地域とともにつくる学校の推進」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あわせて、地域の防災訓練に小中学生が参加したり、学校における防災教室に地域の

方が参加したりする活動をしているところもあります。 

 

○ 課題として、四日市版コミュニティスクールの取組を地域へ積極的に発信し認知度

を一層高めること、運営協議会委員として長期的に参画できる人材を育成することが

あります。 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 四日市版コミュニティスクールは、「学校づくり協力者会議」をより発展させた組織

として位置付け、単なる「地域に開かれた学校」から、保護者・地域が学校づくりに

主体的に参画する「地域とともにつくる学校」へと、その実現をめざしていきます。 

○ 「地域とともにつくる学校づくり」を支援するための研修会等を開催、先進的な活

動をしている学校や地域へ委員の派遣を行います。 

○ 教育委員会は、四日市版コミュニティスクール指定校を、年次的に拡大し、地域と

密接な関係にある小学校の全校指定を目指し、将来的には中学校へ拡大する方向です。 

○  今 後 も 保 護 者 と 地 域 の「 協 力 か ら 協 働 へ 」「 協 働 か ら 参 画 へ 」と い っ た 意 識 の 高

揚 や 教 職 員 の 意 識 改 革 に 努 め 、四 日 市 版 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル の 拡 大 を 進 め ま す 。  

◆ 主な取組状況◆ 主な取組状況◆ 主な取組状況◆ 主な取組状況     

四日市版コミュニティスクール指定校の主な取組 

中部西 

小学校 

H18- 

・ 公園、商店街、交番、消防署等公共建物等地域調べ学習

及び見学 

・ 地域参加参画型授業（春、秋２回） 

・ 諏訪アーケード街を会場とした「まちかど音楽会」 

・ 郷土資料室活用「当校の今と昔」学習及び保護者見学会 

 

八郷 

小学校 

H18- 

・ 地域防災団体と連携し、防火頭巾を導入した避難訓練や

教職員研修会 

・ 学校資料室（農機具展示、昔遊び室）の管理、運営 

・ 地域指導者による体験学習（菜栽培や米作り等） 

・ ボランティア活動（環境整備、図書、安全パトロール等） 

 

【地域の方々が参加する教育活動例】 

小学校 

地域の田を活用した米作り体験、餅つき体験、野菜や花づくり体験、昔遊び体験 

地場産業や伝統行事学習の講師、工場見学案内 

図書室の整理や読み聞かせボランティア  

高学年のクラブ活動（茶道、華道、琴、ゲートボール等）の講師  など 

 中学校 

キャリア教育の一環としての職場体験学習における協力事業所の紹介 

働くことの意義等について学習する際の講師  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－１ 地域とともにつくる学校の推進」 
 

 

四郷 

小学校 

H22- 

・ 地域学校合同防災訓練 

・ 学校内安全点検及び遊具塗装活動 

・ 地元企業取材に基づいた「四郷子ども会社」体験学習 

・ 四郷郷土資料館学習や地域を支えた人物学習会 

・ クラブ活動支援（華道、大念仏、折紙、グランドゴルフ） 

 

水沢 

小学校 

H22- 

・ 地区文化祭と公開授業を同日開催し、地域指導者による

体験学習（折染め、茶道、木工、地域の名所・特産等） 

・ 茶摘みや製茶体験、熱中症対策として水出し茶の提供 

・ 地域の専門家や自衛隊と連携した防災訓練及び防災教育 

・ 水沢の歴史や伝統文化学習  

 

内部 

小学校 

H23- 

・ 地域のおじいさんおばあさんありがとう集会 

・ 地域指導者による体験学習（昔遊び、工作、うどん作り、

米作り、戦争体験等） 

・ 地域の歴史学習（采女城址、戦争体験聞取り） 

・ ノーテレビ・ノーゲームウィークの取組 

 

神前 

小学校 

H23- 

・ 地域人材バンクを活用した体験学習（米作り、餅つき、

野菜や果物栽培学習等） 

・ 神前郷土資料館（農業、養蚕、歴史）を活用した学習 

・ 地区行事への参加（里山体験、行燈祭、敬老会行事等） 

・ 環境づくり活動（トイレ清掃、樹木剪定、除草等） 

 

海蔵 

小学校 

H24- 

・ 地場産業の万古焼作品づくり授業 

・ 地域協力者及び日本赤十字社と連携した着衣水泳授業 

・ 様々な体験学習（地域伝統芸能、昔遊び等） 

・ 海蔵セフティネット等と連携した登下校指導 

・ 校内除草及び児童用トイレ清掃活動 

 

高花平 

小学校 

H24- 

・ 地域人材による学習支援（芋栽培、米作り、彫塑等） 

・ 自治会と運営協議会の共同学校美化活動 

・ 登下校付添い見守り活動及び不審者対応訓練 

・ 地域自主防災組織による防災体験学習 

・ 伝統文化「虫送り」学習 

 

三重 

小学校 

H25- 

・ 校区探検及び三重のまち学習、地区防災学習 

・ 様々な体験学習（昔遊び、グランドゴルフ等） 

・ ＪＡの協力による米作りやかかし作り 

・ 地域の民話を幼稚園や保育園で劇発表 

・ 交番の協力による防犯教室 

 

三重北 

小学校 

H25- 

・ 地域の消防組員の指導による放水実演 

・ 太平洋戦争に出兵した方の戦争体験聞取り学習 

・ 民生委員・児童委員による高齢者に係る福祉学習 

・ 教科学習支援（家庭科、音楽科、理科等）及び体験学習

（竹の子掘り、果物狩り、米づくり、餅つき等） 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－１ 地域とともにつくる学校の推進」 
 

 

桜 

小学校 

H25- 

・ 昔遊び、米作り・餅つき、車椅子等の体験学習 

・ 桜地区フィールドワーク文化財めぐり（教職員研修会） 

・ 桜地区防災フェスタ（土鍋体験、防災スリッパ作成） 

・ 花壇づくり、環境整備、読み聞かせ等ボランティア活動 

・ 教職員対象地区史跡・文化財フィールドワーク 

 

大 矢 知 興

譲小学校 

Ｈ26- 

・ 地域聞き取り学習（戦争体験、消防団、警察等） 

・ 学習活動支援（米作り、読み聞かせ、キャリア教育等） 

・ クラブ活動支援（大正琴、茶道、料理、バドミントン等） 

・ 学校安全パトロール支援 

・ 興譲館や久留倍官衙遺跡の活用 

 

楠 

小学校 

Ｈ26- 

・ 「防災、減災」親子防災授業及び防災非常食体験学習 

・ 米作り体験や「田んぼアート見学会」 

・ 地域調べ学習（民俗資料館、ホタル保存、吉崎海岸自然、

鯨船組立、水琴窟等） 

・ 老人会との昔遊び体験や合同除草作業  

 

中部 

中学校 

H18- 

・ 地域スペシャリスト授業（華道、茶道、着付け、和菓子、

日永団扇、陶芸等） 

・ 職場体験学習の協力事業所拡大 

・ 幼稚園合同避難訓練及び地区防災訓練中学生参加 

・ 消防署員や地域防災組織と連携した防災教室  

 

山手 

中学校 

H23- 

・ 親子交流行事（大縄跳び大会、池清掃、デイハイク等） 

・ 自治会と連携した海蔵川 EM 菌浄化活動や校区クリーン

大作戦 

・ 地場産業、企業、防災、環境、福祉、自然の地域学習 

・ 高齢者交流グランドゴルフ開催 

 

港 

中学校 

H24- 

・ 自治会と連携した阿瀬知川ＥＭ菌浄化活動 

・ 地域花植え活動や地域清掃活動 

・ 港地区（海上保安庁、税関、伊勢湾倉庫等）調べ学習 

・ 職場体験学習の協力事業所拡大 

・ 地区防災訓練中学生参加 

 

三重平 

中学校 

Ｈ26- 

・ 「地域子ども教室」における学習支援ボランティア活動 

・ 避難所開設想定中学生炊き出し訓練 

・ 三世代交流フェスタや高齢者交流会に中学生参加 

・ 茶道、琴、書道等の伝統文化学習支援 

・ 地域と連携した花壇等緑化活動や里山保全活動 

 

◆ 「地域とともにある学校づくり」のための研修会◆ 「地域とともにある学校づくり」のための研修会◆ 「地域とともにある学校づくり」のための研修会◆ 「地域とともにある学校づくり」のための研修会  

 

 

 

    

【平成２６年度コミュニティスクール委員研修会】 【平成２６年度コミュニティスクール委員研修会】 【平成２６年度コミュニティスクール委員研修会】 【平成２６年度コミュニティスクール委員研修会】 

内  容：講演 「地域の小中学校であり続けるために」 

講師 岩崎 恭典 四日市大学副学長（総合政策学部教授）  

     ：各指定校の取組状況意見交換 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－１ 地域とともにつくる学校の推進」 
 

 

    

    

コーディコーディコーディコーディ

ネート ネート ネート ネート 

    

四日市版コミュ二ティスクール（イメージ図）四日市版コミュ二ティスクール（イメージ図）四日市版コミュ二ティスクール（イメージ図）四日市版コミュ二ティスクール（イメージ図）    

            ＜ 地 域 ＞ ＜ 地 域 ＞ ＜ 地 域 ＞ ＜ 地 域 ＞ 

       < < < < 学 校 > 学 校 > 学 校 > 学 校 > 

       

      

                       

 

  

                                    

  

   

 

               

              

                       

 

                  

 

 

  

 

                                                       

                            

学校づくり 学校づくり 学校づくり 学校づくり 

ビジョン ビジョン ビジョン ビジョン 

四四四四

日日日日

市市市市

市市市市

教教教教

育育育育

委委委委

員員員員

会会会会    

    

学校運営 学校運営 学校運営 学校運営 

    

教育活動 教育活動 教育活動 教育活動 

運営協議会運営協議会運営協議会運営協議会    

保護者    保護者    保護者    保護者    

委員  地域住民 委員  地域住民 委員  地域住民 委員  地域住民 

学識経験者 学識経験者 学識経験者 学識経験者 

    

    

学校の指定 学校の指定 学校の指定 学校の指定 

校 長校 長校 長校 長    

 

学校評価 学校評価 学校評価 学校評価 

運営協議会

委員の協力 

学校と一体となり

教育方針を決定 

委員の委嘱委員の委嘱委員の委嘱委員の委嘱    

【教育支援】 

※   内は、支援の例※   内は、支援の例※   内は、支援の例※   内は、支援の例    

地域人材の活用、また、地域の人たちの 地域人材の活用、また、地域の人たちの 地域人材の活用、また、地域の人たちの 地域人材の活用、また、地域の人たちの 

学校支援による特色ある学校づくり 学校支援による特色ある学校づくり 学校支援による特色ある学校づくり 学校支援による特色ある学校づくり 

クラブ・部活動支援 クラブ・部活動支援 クラブ・部活動支援 クラブ・部活動支援 

補充学習 補充学習 補充学習 補充学習 

図書ボランティア 図書ボランティア 図書ボランティア 図書ボランティア 

環境整備支援 環境整備支援 環境整備支援 環境整備支援 

子ども見守り活動子ども見守り活動子ども見守り活動子ども見守り活動 

地域合同行事地域合同行事地域合同行事地域合同行事 
【学校支援】 

【学習支援】 

授業において講師また授業において講師また授業において講師また授業において講師また

は担当教員の補助としは担当教員の補助としは担当教員の補助としは担当教員の補助とし

て授業支援 て授業支援 て授業支援 て授業支援 

承 認 承 認 承 認 承 認 

意 見 意 見 意 見 意 見 

学校関係者評価 学校関係者評価 学校関係者評価 学校関係者評価 

意見・要望意見・要望意見・要望意見・要望    

人人人人

事事事事    
学学学学

校校校校

づづづづ

くくくく

りりりり

予予予予

算算算算    

等等等等    

◆運営協議会委員種別（平成 2６年度 １５５人） ◆運営協議会委員種別（平成 2６年度 １５５人） ◆運営協議会委員種別（平成 2６年度 １５５人） ◆運営協議会委員種別（平成 2６年度 １５５人） 

種    別 人数 割合(%) 種    別 人数 割合(%) 

ＰＴＡ関係 ４５ ３０ 保護司・人権関係 ５ ３ 

自治会関係 ２４ １５ 教育関係 ８ ５ 

民生委員・児童委員、

主任児童委員関係 
２５ １６ 

ま ち づ く り 委 員 、 行

政関係 
１５ １０ 

社会福祉協議会関係、

青少年育成会関係 
２３ １５ 

そ の 他 （ 防 災 や 総 合

型スポーツ関係等） 
１０ ６ 

    

◆ 四日市版コミュニティスクールイメージ図 ◆ 四日市版コミュニティスクールイメージ図 ◆ 四日市版コミュニティスクールイメージ図 ◆ 四日市版コミュニティスクールイメージ図 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑦ 家庭・地域との協働の推進 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－１ 地域とともにつくる学校の推進」 
 

 

２ 学校づくり協力者会議の充実 ２ 学校づくり協力者会議の充実 ２ 学校づくり協力者会議の充実 ２ 学校づくり協力者会議の充実 

 平成２０年度から、地域住民、保護者が学校と協働して学校づくりビジョンの実現を

図るため、四日市版コミュニティスクール指定１７校を除く全小中学校 43 校に設置し

ています。学校づくり協力者会議は、5 人以上の保護者、地域の方々を委員として委嘱

しています。 

この会議は、①学校づくりビジョンの把握、②学校教育活動等の参観、③学校関係者

評価を行っています。学校づくりビジョンや実際の教育活動、学校運営の状況について

把握し、学校の運営の改善に向けた意見を述べたり、学校に必要な家庭・地域の協力・

支援のあり方についても検討したりしています。 

    

◆ 取組の状況◆ 取組の状況◆ 取組の状況◆ 取組の状況  

 ○ 委員は、各学校の教育活動を定期的に参観し、児童生徒の様子から、学校教育と家

庭教育の役割等について検討しています。 

○ 各学校において、保護者や各地域の子ども見守り隊等の団体による登下校における

交通安全指導の協力体制が整っています。関係の皆さんは、小学生の登校班における

子どもの成長の様子や挨拶の状況や、中学生の登下校の様子や自転車の乗車モラル等

について把握し、学校と意見交換をしています。また、地域の危険個所についても情

報交換をしています。 

 ○ 総合的な学習の時間や特別活動等の教育活動に委員として参観するだけでなく、地

域の各種団体が、教育活動に協力できる体制を整えています。 

 ○ 委員の呼びかけにより、学校の環境づくり（清掃活動や除草活動等）に地域の方々

が支援したり、地域の様々な活動に子どもが参加できる体制づくりを進めたりしてい

ます。 

 

３ 学校評議員の活用 ３ 学校評議員の活用 ３ 学校評議員の活用 ３ 学校評議員の活用 

◆ 学 校 評 議 員 の 活 用 に つ い て  学 校 評 議 員 の 活 用 に つ い て  学 校 評 議 員 の 活 用 に つ い て  学 校 評 議 員 の 活 用 に つ い て  

○  学 校 評 議 員 制 度 は 、「 校 長 の 求 め に 応 じ 、校 長 の 行 う 学 校 運 営 に 関 し て 個 別 に 意

見 を 述 べ る こ と が で き る 。」と し 、３ 人以上の保護者、地域の方々を委員として委嘱

しています。校長は、教育課題や経営課題に関することなどについて、委員に意見を

求めています。 

○  学 校 評 議 員 は 、「 学 校 づ く り 協 力 者 会 議 」ま た は「 四 日 市 版 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー

ル 運 営 協 議 会 」 の 委 員 を 兼 務 し て い ま す 。  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－２ 特色ある学校づくりの推進」 
 

 

２ 特色ある学校づくりの推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

「学校づくりビジョン」を策定し、広く保護者･地域住民に公表することで、保護者・地

域住民との共通理解を図り、子どもの実態や地域の特色を生かした教育の充実を図ります。 

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○   第 2 次 四 日 市 市 学 校 教 育 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、全 て の 学 校・ 園 が 、実 情 に 応 じ た 継

続 的 な 「 学 校 （ 園 ） づ く り ビ ジ ョ ン 」 を 作 成 し ま し た 。 こ の ビ ジ ョ ン に つ い て 、 教

職 員 の 共 通 理 解 を 深 め る と と も に 、 各 学 校 ホ ー ム ペ ー ジ や 学 校 ・ 園 だ よ り 等 を 通 し

て 、 保 護 者 ・ 地 域 に お 知 ら せ し て い ま す 。 そ し て 、 そ の 実 現 に 向 け て 、 地 域 の 特 色

を 生 か し た 教 育 活 動 を 継 続 的 に 実 施 し 、 そ の 結 果 に 対 し て 評 価 及 び 改 善 を 行 い 、 地

域 か ら 信 頼 さ れ る 学 校 づ く り の 推 進 を 図 っ て い る と こ ろ で す 。  

    

○ 学校づくりビジョンの取組状況 

 

○  上 図 の と お り 、 学 校 づ く り ビ ジ ョ ン は 、 地 域 ・ 教 職 員 へ 浸 透 し て き て い る と い え

ま す 。 今 後 は 具 体 的 な 教 育 活 動 の 計 画 や 内 容 、 そ の 進 め 方 に つ い て 理 解 を 深 め て い

く こ と が 大 切 で す 。  

ま た 、 教 育 活 動 は 全 て の 学 校 園 で ホ ー ム ペ ー ジ や 便 り で 保 護 者 等 に 周 知 さ れ て い

ま す 。 今 後 は 、 家 庭 ・ 地 域 と 連 携 し た 教 育 活 動 の 一 層 推 進 の た め に も 、 積 極 的 に 学

校 の 取 組 を 発 信 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

○  専 門 的 な 知 識 や 技 能 、 豊 か な 経 験 を 持 つ 地 域 人 材 を 活 用 し 、 特 色 あ る 学 校 づ く り

を 進 め て い ま す 。 さ ら に 、 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア や 学 習 支 援 員 な ど 学 校 の 実 態 に 合 わ

せ た 教 育 活 動 に も 参 加 が あ り ま す 。  

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

地 域 人 材 を 活 用 し た

教育活動の取組回数 
0.84 回 0.83 回 0.82 回 

各学年１回 各学年１回 各学年１回 各学年１回 

以上 以上 以上 以上 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－２ 特色ある学校づくりの推進」 
 

 

取 組 指 標 の 実 績 値 は 、全 体 で ０ .８ ２ 回 で す が 、幼 稚 園 で は ０ .９ １ 回 、小 学 校 で は 、  

０ .７ ６ 回 、中 学 校 で は ０ .８ ２ 回 と な っ て い ま す 。各 校 園 に お い て 、地 域 の 特 性 を 生

か し た 人 材 の 活 用 環 境 を 整 え て は い ま す が 、 各 学 年 等 の 活 動 内 容 に 沿 っ た 取 組 を 網

羅 す る こ と は 難 し く な っ て い ま す 。  

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  各 校 ・ 園 は 、 第 2 次 学 校 教 育 ビ ジ ョ ン を 基 盤 と し た 「 学 校 ・ 園 づ く り ビ ジ ョ ン 」

を 策 定 し 、 自 校 ・ 園 の 子 ど も の 実 態 に 応 じ た 教 育 課 題 の 解 決 を 図 る と と も に 、 地 域

の 特 色 を 生 か し た 教 育 活 動 等 を 推 進 す る こ と で 、 め ざ す 子 ど も の 姿 の 実 現 を 進 め て

き て い ま す 。  

○  学 校 ・ 園 づ く り ビ ジ ョ ン を 保 護 者 ・ 地 域 と 共 有 し 、 子 ど も や 保 護 者 、 地 域 の ニ ー

ズ を 把 握 す る と と も に 、 学 校 評 価 や 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 を 反 映 し 、 と も に 学 校 運

営 や 教 育 活 動 の 改 善 に 努 め ま す 。  

○  学 校 ・ 園 や 学 年 の 実 情 に 応 じ た 地 域 の 人 材 の 活 用 を 推 進 す る た め 、 学 校 ・ 園 づ く

り 協 力 者 会 議 や 地 域 の 関 係 機 関 に 働 き か け る な ど 、 環 境 の 整 備 等 に 努 め ま す 。  

○  土 曜 授 業 に お い て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 の 年 間 ３ 回 実 施 し た 取 組 の 成 果 と 課 題 を 踏 ま

え 、 平 成 ２ ７ 年 度 以 降 の 定 期 的 な 実 施 に 向 け 検 証 し て い き ま す 。 こ の こ と に よ り 、

土 曜 日 を よ り 豊 か で 有 意 義 な も の に し 、地 域 に 開 か れ た 学 校 づ く り や 学 力 向 上 の 一

層 の 推 進 に 努 め ま す 。  

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○  各 学 校 で 継 続 的 に 取 り 組 ま れ て い る 内 容 や 土 曜 授 業 の 取 組 内 容 （ 例 ： 一 部 抜 粋 ）  

                    

学  校  名  主   な   活   動   内   容  

中 部 西 小 学 校  
学 校参 画 委 員有 志 で 構成 す る 「郷 土 資 料室 整 備 委員 会 」 によ っ て 整理 さ れ た郷 土 資 料室 に

て 明治 ・ 大 正・ 昭 和 時代 の 生 活道 具 や 教科 書 ， 農機 具 等 を歴 史 資 料教 材 と して 活 用 する こ と

がで きた 。  

下 野 小 学 校  

（ 土 曜 授 業 ）  

今 年 で １ ２ 回 目 を 迎 え た「 ふ れ あ い も ち つ き 大 会 」に は 、地 域 老 人 会「 楽 寿 会 」や 自

治 会 等 か ら 総 勢 １ ０ ０ 名 以 上 の 参 加 を い た だ き 、４ 年 生 以 上 全 員 が も ち つ き の 体 験 を す

る こ と が で き た 。子 ど も た ち が も ち を つ く と き に 、つ く 回 数 を 数 え た り 、励 ま し の 声 が

か か っ た り と 、 も ち つ き を 通 し て 地 域 の 方 々 と あ た た か い ふ れ あ い が で き た 。  

三 重 平 中 学 校  

３年 生「総 合 的な 学習 の時 間」に おい て 、「 茶道 」「 書道 」「 箏」の 授業 を 外部 指導 者 に依 頼

し 、実 施し た 。学 習の 成 果 につ いて は 、「書 道 」「 箏 」は 文化 祭で 発表 し 、「茶 道 」は ＰＴ Ａバ

ザ ーの 際 、 お茶 会 を 開催 し 、 発表 の 場 とし た 。 また 、 ３ 年生 は ２ 月に 学 年 茶道 と し 、全 員 が

お茶 の心 得を 体 験し た。  

西 朝 明 中 学 校  

（ 土 曜 授 業 ）  

下 野 地 区 防 災 協 議 会 と 共 催 で 防 災 訓 練 を 実 施 し た 。全 体 で 三 重 大 学  川 口 淳 准 教 授 の

講 演 を 聞 い た 後 、学 年 ご と に 、防 災 教 室 (１ 年 ),防 災 訓 練 (２ 年 ),避 難 所 運 営 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン (３ 年 )に 取 り 組 ん だ 。  
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３ 学校評価の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学 校 は 「 学 校 づ く り ビ ジ ョ ン 」 の 進 捗 状 況 を 把 握 し 、 そ の 達 成 に 向 け た 取 組 や 教 育

活 動 、 そ の 他 の 学 校 運 営 の 状 況 に つ い て の 自 己 評 価 を 行 う こ と に よ り 、 学 校 経 営 の 改

善 を め ざ し て い ま す 。 ま た 、 自 己 評 価 の 結 果 や 改 善 方 策 を 広 く 公 表 す る こ と に よ り 、

学 校 に 対 す る 保 護 者 や 地 域 の 理 解 を 求 め 、 信 頼 さ れ る 開 か れ た 学 校 づ く り を 進 め て い

き ま す 。     

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○○○○  「 四 日 市 市 学 校 評 価 シ ス テ ム 」 に よ る 学 校 評 価 の 充 実   「 四 日 市 市 学 校 評 価 シ ス テ ム 」 に よ る 学 校 評 価 の 充 実   「 四 日 市 市 学 校 評 価 シ ス テ ム 」 に よ る 学 校 評 価 の 充 実   「 四 日 市 市 学 校 評 価 シ ス テ ム 」 に よ る 学 校 評 価 の 充 実  

平 成 ２ ３ 年 度 に 策 定 し た「 第 ２ 次 学 校 教 育 ビ ジ ョ ン 」と と も に 、学 校 評 価 が 学 校

経 営 の 改 善 と 発 展 を め ざ す た め の 取 組 と し て 機 能 す る よ う 、 ま た 、 学 校 評 価 に 関 わ

る 課 題 の 解 決 の 一 助 と な る 指 針 と し て 「 学 校 評 価 ガ イ ド 」 を 活 用 し て い ま す 。  

こ の ガ イ ド に 示 さ れ た 「 四 日 市 市 学 校 評 価 シ ス テ ム 」 に 基 づ い て 、各 学 校 ・ 園 が

自 己 評 価 及 び 学 校 関 係 者 評 価 を 実 施 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○  「 自 己 評 価 」 の 実 施 「 自 己 評 価 」 の 実 施 「 自 己 評 価 」 の 実 施 「 自 己 評 価 」 の 実 施  

○ 自己評価書（学校づくりビジョンの重点目標の達成に基づく評価）について 

・ 自己評価書では、各学校・園の指標について４段階評価を行っています。「自己評

価書」は、学校づくりビジョンの重点に位置付けた取組について自己評価するもので

す。学校として「力を注ぎたいこと」、「当面している具体的な問題」に絞って評価項

目を設定しています。設定した短期目標や取組内容の妥当性について、適当であった

のかを検証し、次年度の目標設定につなげます。 

・ 各学校・園の自己評 価 書 は 、 教 育 委 員 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い ま す 。  

    

○ 「学校教育活動の評価」の実施 ○ 「学校教育活動の評価」の実施 ○ 「学校教育活動の評価」の実施 ○ 「学校教育活動の評価」の実施 

・ 「学校教育活動の評価」は、本市の学校・園が取り組むべき教育活動について網羅

的に評価するものとなっており、各学校・園が取り組むべき項目について、どの程達

成できたのかを振り返ります。 

 ＜四日市市学校評価システム＞ 

  「学校づくりビジョン」の達成をめざした学校経営を推進するために、各学

校・園が行う自己評価及び学校関係者評価をあわせたものです。評価の構成は、

以下のようになっています。 

 

  
１ 学校づくりビジョンの重点目標の達成に基づく評価（自己評価書） 

２ 学校教育活動の評価（学校教育指導方針に基づく評価） 

３ 学校経営手法の診断（学校経営品質に基づく評価） 

４ 学校関係者評価（保護者・地域住民等が行う評価） 

 

自己評価 自己評価 自己評価 自己評価 

学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価    

＋ ＋ ＋ ＋ 
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・ 各学校・園の４段階評定の平均値は、小学校が 3.2、中学校が 3.1、幼稚園が 3.3

となっています。 

・  小学校及び中学校においては、「授業公開や実践交流の推進」の項目の評定平均値

が 3.6 と、昨年度に引き続き非常に高い評価となっているとともに、生徒指導にお

ける「指導体制の充実」「教育相談の充実」及び「読書活動の充実」の項目において、

高い評価となっています。一方「道徳教育」「多文化共生教育」「環境教育」の項目の

評定平均値は、いずれも昨年度に引き続き 3.0 を下回っています。 

多様な教育活動が求められる一方で、各校・園においては、特色ある取組が求めら

れています。「学校教育活動の評価」結果を次年度の教育活動へ反映させ、学校づく

りビジョンの達成に向けて、さらに改善を図る必要があります。 

教育委員会では、各施策の充実に取り組むとともに、その浸透を図っていきます。 

 

○ 「学校経営手法の診断」の実施 ○ 「学校経営手法の診断」の実施 ○ 「学校経営手法の診断」の実施 ○ 「学校経営手法の診断」の実施 

・ 「学校経営手法の診断」は、現在の手法・

手 段の ど の 部 分が 適 切 で、 改 善 点 はど こ か

等、組織としての「強み」｢弱み｣について、

学校・園自らが「気づく」ためのものです。 

・ 「家庭・地域の信頼に応える学校園づくり」

を 組織 の 「 強 み」 と と らえ て い る 学校 ・ 園

が比較的多く見られます。その一方で、「計

画の策定と展開」「人材育成と組織能力の向

上」及び「情報の管理と活用」については、

今 後改 善 す べ き項 目 と とら え て い る学 校 ・

園が多いことがわかります。 

 

○○○○  「 学 校 関 係 者 評 価 」 の 実 施   「 学 校 関 係 者 評 価 」 の 実 施   「 学 校 関 係 者 評 価 」 の 実 施   「 学 校 関 係 者 評 価 」 の 実 施  

本 市 に お い て は 、 四 日 市 版 コ ミ ュ ニ テ

ィ ス ク ー ル で は 、「 運 営 協 議 会 」 が 、 そ

れ 以 外 の 幼 稚 園・小 中 学 校 で は 、「 学 校 ・

園 づ く り 協 力 者 会 議 」が 学 校 関 係 者 評 価

を 行 っ て い ま す 。  

学 校 関 係 者 評 価 を 反 映 し て 、 学 校 教 育

活 動 の 改 善 に つ な げ て い ま す 。  

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  学 校 運 営 に お い て 、「 四 日 市 市 学 校 評 価 ガ イ ド 」 の 活 用 に よ る Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク

ル を 定 着 さ せ る と と も に 、 ３ つ の 学 校 自己評価によって明らかになった成果と課題

を各校・園のビジョンに反映させ、教育活動の改善に取り組んでいきます。 

○ 学 校 関 係 者 評 価 が 、 保護者や地域の皆さんと共によりよい学校をつくるための取

組になるよう、 学 校 だ よ り や ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た 情 報 提 供 を 進 め て い き ま す 。 
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４ 家庭・地域の教育力の向上 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

家庭や地域の教育力の向上を図るため、「親と子どもの豊かな育ち」をスローガンと

し、学力向上も踏まえた「生活リズムの向上」、非行防止につながる「規範意識の向上」、

有害情報や登下校時の危険から子どもを守るための「安全・安心」の三つの柱を重点

においた取組を進めます｡ 

※ 1 「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 児 童 生 徒 質 問 紙 」 よ り  

※ 2 市 教 委 「 イ ン タ ー ネ ッ ト （ ス マ ー ト フ ォ ン 、 携 帯 電 話 、 パ ソ コ ン 等 ） の 使 用 状 況 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 よ り  

◆ 平成２６年度からの新しい取組指標とその評価方法 ◆ 平成２６年度からの新しい取組指標とその評価方法 ◆ 平成２６年度からの新しい取組指標とその評価方法 ◆ 平成２６年度からの新しい取組指標とその評価方法 

平成 19 年度から子どもの生活リズム向上を目指し、「早ね 早起き 朝ごはん」の市民

運動とともに、小中学生の生活リズム改善に取り組んできました。 

その結果、平成 25 年度の調査では、中学 3 年生の朝食摂取率は、「毎日・たいてい食

べている」生徒が「94.8％」、小学 6 年生では「96.6％」となりました。 

 H20 年度 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度     H26 年度 

小学 6 年 95.2 95.7 92.7 93.5 96.4 96.6 96.4 

中学 3 年 88.5 91.1 93.2 91.0 94.5 94.8 93.7 

平成 25 年度から就学前の幼児の生活実態把握のため調査を実施したところ、下（表１）

のような調査結果となり、四日市市子どもの生活リズム向上実行委員会では、就学前の子

どもを育てる親への啓発や指導が将来の青少年の健全育成にとっても、とても重要である

という意見が出されました。 

（表１）生活実態調査より（子どもの生活リズム向上実行委員会）  

  問２ お子さんは、朝ご飯を食べますか？  

調査対象 

「いつも食べない」と回答した割合 

平成２５年度 平成２６年度 

公 立 保 育 園・幼 稚 園  公 私 立 保 育 園・幼 稚 園  

３歳児 未調査 1.7％ 

4 歳児 3.2％ 2.5％ 

5 歳児 3.0％ 2.3％ 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ 5 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ 6 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

幼児の朝食摂取率(３～５歳

児)｢毎日･たいてい食べてい

る｣ 

4 歳児 91.8％ 

5 歳児 90.3％  

3 歳児 93.6％ 

4 歳児 94.7％ 

5 歳児 95.8％ 

98％ 98％ 98％ 98％ 

携 帯 電 話 の 使 用 に 関 す る

ル ー ル を 作 っ て い る 家 庭

の割合 

小 ６  ８ 4.8％  

中 ３  73.6％  

 （ ※ 1）  

小 ６  40.5％  

中 ３  30.4％  

 （ ※ 2）  

95％ 95％ 95％ 95％ 
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このような就学前の子ども達の実態から、指標を変更して、子どもたちの生活リズムの

向上に向けた取組を進めることで、青少年の健全育成（非行防止等）や家庭の教育力向上

につながると考え設定しました。 

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  生 活 リ ズ ム の 向 上  － 基 本 的 生 活 習 慣 の 改 善 －  

 主な取組として、９つのモデル学校園（中学校１、小学校 2、幼稚園４、保育園２）

に事業委託をし、特色ある取組を行いました。さらに、保護者等を対象とした生活リズ

ム出前講座を実施しました。 

 また、昨年度に引き続いて、「子どもの生活実態調査」を市内の公私立保育園・幼稚

園に拡大し、就学前の子どもを育てる親への啓発に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 規 範 意 識 の 向 上   

 子どもたちが基本的な生活習慣、人に対する信頼感や思いやり、善悪の判断、自立心

や自制心および社会的なマナーなどを身に付ける上で、家庭教育は大きな影響を与えま

す。家庭教育を支援するため、保育園の保護者会や幼 稚 園・小 学 校・中 学 校 の PTA と

連 携 し た 家 庭 教 育 講 座 を 実 施 し 、 各 校 ・ 園 で 様 々 な 職 種 の 方 を 講 師 に 招 き 、 多 く の

保 護 者 が 参 加 し ま し た 。 さ ら に 希 望 す る 学 校 を 対 象 に 、 非 行 防 止 教 室 を 実 施 し ま し

た 。  

 

 

 

 

 

○  子 ど も の 安 全 ・ 安 心  

  子 ど も が 登 下 校 時 に 犯 罪 に 遭 い そ う に な っ た と き 避 難 す る「 こ ど も を ま も る い え 」

の 点 検 を 重 点 的 に 実 施 し ま し た（ 10,039 軒 ）。ま た 、子 ど も が 助 け を 求 め る こ と が

で き る 「 こ ど も 110 番 み ま も り た い 」（ 市 内 を 巡 回 す る 事 業 所 の 車 両 に ス テ ッ カ ー

を 貼 付 ） も 10 事 業 所 追 加 協 力 が あ り 、 17 事 業 所 （ 831 台 ） に な り ま し た 。  

 パ ソ コ ン や 携 帯 電 話 に つ い て の 安 全 ・ 安 心 な 利 用 方 法 や マ ナ ー ・ ル ー ル 等 を 周 知

す る 「 e­ ネ ッ ト 安 心 講 座 」 と と も に 、 保護者や全ての教職員を対象に有 害 情 報 等 か

ら 子 ど も を 守 る た め の 夏 季 研 修 会 （ 参 加 者 244 人 ） を 開 催 し ま し た 。  

また、スマートフォンの利用拡大にともなうインターネット使用時間の増加も懸念さ

れており、小学 4 年生から中学 3 年生を対象に「インターネット（スマートフォン、携

帯電話、パソコン等）の使用状況に関するアンケート」（以下、ネット利用にかかるアンケ

校種 実施校数 参加人数（児童生徒）計 

小学校 10 625 

中学校 6 1,307 

計 16 1,932 

 生活リズムが大切であるという意識は、多くの子どもや保護者に浸透してきてい

ます。習慣化という面では、大人(保護者)の意識の変容が必要です。また、改善が

見られない家庭へ、学校園・地域・関係機関等が連携・協働して、かかわりを深め

ていくことが重要です。  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑦－３ 家庭・地域の教育力の向上」 
 

 

ート）を実施しました。その結果、携帯電話等を所有する子どものネット依存率は、小

学 4～6 年生で 4.9％、中学 1～3 年生で 9.3％となり、全体では、7.5％と昨年度と比

較すると減少傾向にあります。昨年度に引き続き、出前講座の内容をさらに見直すとと

もに、子どもや保護者等への啓発リーフレットを作成し、市内の 5 歳児（年長児）から

中学 3 年生までの全園児・児童・生徒に配付して、「家庭のルールづくり」「友達同士の

ルールづくり」「フィルタリングの推奨」を中心に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の方向性  今後の方向性  今後の方向性  今後の方向性 

○  「早ね 早おき 朝ごはん」市民運動については、実践的な取組及び啓発活動によ

り、子どもの生活リズムを整えることの大切さが、多くの家庭に浸透してきました。

今後も地域全体で子どもたちを見守り、関係機関と連携して、子どもの生活リズムの

習慣化の取組を推進していきます。 

○ 「規範意識の向上」について、少年犯罪の低年齢化する現状に対して、家庭・学校・

地域、関係機関の連携が必要となります。警察と連携した就学前での出前講座「キッ

ズ“輝け（KAGAYAKE）”スクール」などの啓発の場を通して、現状の課題や対策に

ついて情報発信を積極的に行います。 

○ 「子どもの安全・安心」についての取組では、特に、インターネットの利用に係る

諸問題に対して、園・学校を中心に関係機関と連携した取組や出前講座・研修会の実

施などの啓発活動を中心に「家庭のルールづくり」をさらに進めます。 

 前 述 の ネット利用にかかるアンケートにおいて、「 家 の 人 と ル ー ル を き め て い ま

す か 」 の 問 で は 、 前 年 度 と 比 較 し て 「 決 め て い る 」 と 回 答 し た 割 合 が 大 き く 減

り ま し た 。 こ れ は 、「 イ ン タ ー ネ ッ ト と は 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 携 帯 電 話 、 パ ソ コ

ン や ゲ ー ム 機 等 を 通 し て 使 う イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス で 、 ゲ ー ム や メ ー ル な ど

も 含 む も の 」 と 設 定 し た こ と 、 ま た 、 家 庭 の ル ー ル に つ い て 例 示 を 7 つ 示 し た

こ と に よ る も の と 考 え ら れ ま す 。な お 、「 家 庭 の ル ー ル を 決 め て い る 」子 ど も の

約 ９ 割 が 、「 ル ー ル を 守 っ て い る 」「 だ い た い 守 っ て い る 」 と 回 答 し て い ま す 。

今 後 も 「 家 庭 の ル ー ル づ く り 」 に 重 点 を 置 き 、 取 組 を 進 め て い く 必 要 が あ り ま

す 。  

学校園別 実施校園数 子ども 保護者（大人） 参加人数合計

保育園 5 9 144 153
幼稚園 8 70 387 457
小学校 12 1,155 283 1,438
中学校 12 3,034 340 3,374
地域等 11 10 442 452
計 48 4,278 1,596 5,874

平成26年度　e-ネット安心講座
また、携帯電話を販売する市内 47

店舗にも配架等を依頼し、市民ぐる

みでの取組に発展させていきたいと

考えています。  
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第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点    

重点目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 
 教育への情熱を持ち、豊かな人間性を備え、自己相互研 

鑽を積み、確かな教師力を持った教職員をめざします。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 

 

ミ ド ル リ ー ダ ー 教 員 研 修  

１ 教職員研修の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

教職員としての専門性や実践的指導力、幅広い社会性や柔軟な発想、対人関係のスキル

等を養い、さらなる教師力の向上をめざします。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 「 教 師 力 向 上 研 修 」 の 活 用  ○ 「 教 師 力 向 上 研 修 」 の 活 用  ○ 「 教 師 力 向 上 研 修 」 の 活 用  ○ 「 教 師 力 向 上 研 修 」 の 活 用  

「 教 師 力 向 上 研 修 」 を 全 教 職 員 が 個 人 の 研 修 計 画 や そ の 振 り 返 り に 活 用 し て い ま

す 。 管 理 職 と の 面 談 を 通 じ て 、 個 人 目 標 、 そ の 達 成 に 向 け て の 具 体 的 な 取 組 の 決 定

を し ま す 。 そ し て 年 度 末 に は 取 組 を 振 り 返 り 自 身 の 課 題 へ の 考 察 に 生 か さ れ て い ま

す 。  

 

○  教 職 員 研 修 の 現 状 （ 講 座 数 ・ 日 数 、 参 加 者 数 ）  ○  教 職 員 研 修 の 現 状 （ 講 座 数 ・ 日 数 、 参 加 者 数 ）  ○  教 職 員 研 修 の 現 状 （ 講 座 数 ・ 日 数 、 参 加 者 数 ）  ○  教 職 員 研 修 の 現 状 （ 講 座 数 ・ 日 数 、 参 加 者 数 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度は、平成２５年度に比べると参加人数が減少しています。これは、研

修内容の精選などで講座数が減少したことがおもな要因です。 

上記以外にも、希望があった学校に ICT 活用や学校ホームページ更新についての出

前研修を行いました。 

 

○  ラ イ フ ス テ ー ジ 別 教 職 員 研 修  ○  ラ イ フ ス テ ー ジ 別 教 職 員 研 修  ○  ラ イ フ ス テ ー ジ 別 教 職 員 研 修  ○  ラ イ フ ス テ ー ジ 別 教 職 員 研 修  

教 職 員 研 修 講 座 で は 、 個 人 年 取 組 計 画 に 基 づ い

た 講 座 選 択 が で き る よ う に 、教 職 経 験 年 数（ ラ イ

フ ス テ ー ジ ） に 応 じ た 講 座 の 充 実 を 図 り ま し た 。 

 若 手 教 員 研 修（ 小 中 学 校 対 象 １ １ ０ 人・必 修 講

座 ３ 回 、選 択 講 座 ２ 回 ）や 、ミ ド ル リ ー ダ ー 教 員

研 修（ 幼 小 中 対 象 ４ ２ 人・必 修 講 座 ２ 回 、選 択 講

座 ２ 回 ）な ど 、ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 講 座 、自

取組指標 
実績値 

(平 成 2４ 年 度 )  

実績値 

(平 成 2５ 年 度 ) 

実績値 

(平 成 2６ 年 度 )     

目標値 目標値 目標値 目標値 

(平 成 ２ ７ 年 度 )(平 成 ２ ７ 年 度 )(平 成 ２ ７ 年 度 )(平 成 ２ ７ 年 度 )    

教師力向上サポートブック(教師力向

上研修)の活用による研修の取組評価 

3.0 

（ ４ 点 満 点 ）  

3.1 

（ ４ 点 満 点 ）  

3.1 

（ ４ 点 満 点 ）     

3.６ 3.６ 3.６ 3.６ 

（ ４ 点 満 点 ）（ ４ 点 満 点 ）（ ４ 点 満 点 ）（ ４ 点 満 点 ）     

121
139 139 144

187 180
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0
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Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

研修講座実施概要（講座数・日数）

講座数
日数

5806
6070

6779

7341 7345
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4000
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研修講座実施概要（参加数）

参加数
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 

 

己 の 課 題 に 見 合 っ た 講 座 を 受 講 で き る よ う に な っ て い ま す 。 参 加 型 の 研 修 会 を 増 や

す こ と で 、 互 い の 実 践 交 流 を 図 る こ と が で き ま し た 。  

 

○  若 手 ス キ ル ア ッ プ 研 修 (実 践 交 流 研 修 )の 実 施  ○  若 手 ス キ ル ア ッ プ 研 修 (実 践 交 流 研 修 )の 実 施  ○  若 手 ス キ ル ア ッ プ 研 修 (実 践 交 流 研 修 )の 実 施  ○  若 手 ス キ ル ア ッ プ 研 修 (実 践 交 流 研 修 )の 実 施  

若 手 教 員 の 必 修 講 座 と し て 小 学 校 は ブ ロ

ッ ク 別 に ５ 講 座 の 授 業 づ く り 研 修 を 、中 学 校

は 教 科 別 に ８ 講 座 の 授 業 づ く り 研 修 を 行 い

ま し た 。同 じ 年 代 の 教 員 ど う し が 授 業 づ く り

の 課 題 や 悩 み に つ い て 考 え 合 う 場 に す る こ

と が で き ま し た 。参 加 者 の そ の 講 座 に 対 す る

満 足 度 は 高 く 、自 分 の 実 践 に す ぐ に 生 か せ る

も の と な り ま し た 。  

 

〇  課 題  〇  課 題  〇  課 題  〇  課 題  

今 後 は 教 員 の 年 齢 構 成 が 急 激 に 若 年 化 す

る こ と が 予 想 さ れ ま す 。増 加 す る 若 手 教 員 に

対 す る 研 修 と と も に 、校 内 で リ ー ダ ー と な る

べ き ベ テ ラ ン 教 員 の た め の 研 修 を 充 実 さ せ 、

学 校 全 体 で 教 員 の 資 質・能 力 向 上 を 図 っ て い

く 必 要 が あ り ま す 。  

 
 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

〇 ライフステージ別教 員 研 修 等 の 充 実  〇 ライフステージ別教 員 研 修 等 の 充 実  〇 ライフステージ別教 員 研 修 等 の 充 実  〇 ライフステージ別教 員 研 修 等 の 充 実  

受講対象者や研修のねらいを明確にし、より

実践的で能動的な教職員研修講座を実施するこ

とで、一人一人の「教師力向上」を図ります。 

今後は若手やミドルリーダーだけでなく、学

校における OJT を有効に機能させるために、ベ

テラン教員の研修も充実さていきます。 

 

 

 

〇  ニ ー ズ に 応 じ た 研 修 の 推 進  〇  ニ ー ズ に 応 じ た 研 修 の 推 進  〇  ニ ー ズ に 応 じ た 研 修 の 推 進  〇  ニ ー ズ に 応 じ た 研 修 の 推 進  

学校の現状や要請に応じて、初任者研修や若手教員研修対象者の授業を参観し、校内

研修の進め方や内容等について相談やアドバイスを行います。また、月 1 回程度若手教

員を対象とした講座を開設し、学級づくりや授業づくりについての研修を行います。 

そのほか、ＩＣＴを活用したより実践的な出前研修など、それぞれの現 場 の ニーズに

応じた助言や支援を、各校・園に出かけて実施します。  

小 学 校 ブ ロ ッ ク 別 授 業 づ く り 研 修  

中 学 校 教 科 別 授 業 づ く り 研 修  

中 学 校 教 科 別 授 業 づ く り 研 修  

参 加 ・ 体 験 型 の 研 修  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 

 

２ 研究協議会活動の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

四日市市・三重郡内の幼稚園、小・中学校の全教職員（校園長・教頭・教諭等）は、勤

務校園を超えて 3５の三泗教育研究協議会のいずれかに所属し、それぞれに研修テーマを

設けて主体的な研修活動に取り組んでいます。また、研究協議会活動を通して保護者や地

域の人々との連携も進めています。 

この研究協議会活動の運営の母体となっているのが、「三泗教育研修運営委員会（略称 

三泗運営）」です。三泗運営は、三泗管内教職員の研修活動における事業の運営や調整につ

いて支援をしています。このような主体的な研修組織は全国的にみても大変特色あるもの

です。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

〇  研究協議会の活動〇  研究協議会の活動〇  研究協議会の活動〇  研究協議会の活動     

研究協議会は、年間７回（５、６、10、11、12、１、２月）の定例日を設定し、

授業研究、研究発表、実践発表、実技研修等の研修会を実施しています。 

特に、6 月と１１月定例日は「授業研究の日」と位置付けて実施することで、各研

究協議会において授業づくりを核とした授業研究を進めることができました。 

数年来研究協議会間で連携した研修会を継続し、幼稚園と小学校、小学校と中学校

あるいは専門別、課題別・問題別研究協議会が相互参観による授業研究や協働的な指

導方法、教材開発等の研究を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇  教育講演会、教育研究大会 〇  教育講演会、教育研究大会 〇  教育講演会、教育研究大会 〇  教育講演会、教育研究大会 

教育講演会、教育研究大会（課題別・問題別教育研究大会）では、教育の現状に照

らしたテーマを取り上げ、保護者も交えた研修会を実施しました。各研究協議会の研

修成果の発表の場であるだけでなく、保護者と教育に関して意見が交流できる場にも

なりました。 

 

研究協議会名 協議会数 授業研究数 

小学校教科別研究協議会 ９ １４ 

中学校教科別研究協議会 １０ １５ 

専門別研究協議会 5 １１ 

課題別・問題別研究協議会 １1 ９ 

開催日 講演会・研究大会名 場所 参加人数 

８月２０日（水）午前 教育講演会 文化会館 ５１３人 

８月２０日（水）午後 課題別・問題別教育研究大会 １５会場 ８８１人 

８月２６日（火）終日 教科別・専門別教育研究大会 ２４会場 １２３５人 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 

 

〇  研究協議会共催研修会 〇  研究協議会共催研修会 〇  研究協議会共催研修会 〇  研究協議会共催研修会 

教育委員会と研究協議会が共催して、教職員の

資質・能力の向上 を図 るための研修会を 企画 しま

した。教職員個々 のス テージに応じた研 修、 専門

分野における実技 ・実 践力の向上や課題 解決 につ

ながる研修、参加 体験 型の実技研修会、 講義 ・演

習会等を実施しました。 

・ 実施講座数 １８講座 参加人数 １，２５０人 

 

◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

○ 各研究協議会では、教職員の資質・能力の向上をめざし、喫緊の教育課題に対応し

た実践的な研修会を実施します。そのためには、授業研究を中心に据えた研修会を年

間１回以上行い、指導方法や指導内容を磨くことで、授業改善に努めます。また、模

擬授業、ワークショップ型研修会等、工夫ある研修会を企画・実施し、自己相互研鑽

を推進していきます。 

○ 研究協議会間の連携を図ることで、双方の専門分野を交流させながら、より充実し

た研修を推進していきます。 

○ 教職員が定例日の研修会に参加しやすいような環境を整え、より一層の研究協議会

活動の活性化を図ります。 

○ 教育委員会と研究協議会との連携を一層深め、共催研修会における専門的で多様な

企画内容の充実を図ります。 

○ 研究協議会活動で学んだ指導方法や指導内容が、教職員各自の勤務校へ還元される

ような取組を進めることが大切です。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－２ 校・園内研修の充実」 
 

 

19

7

10

18

6

10

8

6

6

1

人とかかわる力

表現

生きる力・活動意欲

遊び・体つくり

健康・生活リズム・食育

人権，豊かな心

体験，交流

保護者地域との連携

学びの一体化，幼小連携

その他

60

60

8

60

46

18

60

24

学力関係

授業研究・指導方法等

キャリア教育

道徳・人権教育関係

特別支援・国際理解教育関係

評価関係

幼保小中の連携
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３ 校・園内研修の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

校・園内研修を充実させ幼保小中での指導体制の一体化を図ることで、教職員一人一人

の力量を高め、子どもの成長と学びを系統立ててはぐくんでいきます。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ ○ ○ ○ 校園内研修の主な内容＜平成２６年度 各校・園の研修主題の類型＞校園内研修の主な内容＜平成２６年度 各校・園の研修主題の類型＞校園内研修の主な内容＜平成２６年度 各校・園の研修主題の類型＞校園内研修の主な内容＜平成２６年度 各校・園の研修主題の類型＞     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H26 全国学力・学習状況調査学校質問紙から 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

教 職 員 全 員 が 相 互 研 鑽 の た め

授業公開をした学校・園の割合 
98.4％ 98.5% 97.6％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

73.7 

52.2 

54.5 

39.6 

26.3 

44.0 

45.5 

53.1 

3.7 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

四日市市（小）

全国（小）

四日市市（中）

全国（中）

よくしている

どちらかといえばしている

どちらかといえばしていない

まったくしていない

教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるようにしていますか

73.7 

60.9 

68.2 

39.2 

26.3 

31.6 

31.8 

45.6 

6.7 

13.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

四日市市（小）

全国（小）

四日市市（中）

全国（中）

よくしている

どちらかといえばしている

どちらかといえばしていない

まったくしていない

学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか

小中学校 校内研修重点取組項目  <小 38 校  中 22 校 ＞  幼稚園研修内容     <幼 稚 園 22 園 >  

のべ園数 のべ校数 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－２ 校・園内研修の充実」 
 

 

・ すべての学校・園において、学校づくりビジョンに基づいた研修テーマを設定し、

校・園内研修の充実が図られています。 

・ 全国学力・学習状況調査の学校質問紙における状況から、全国との比較において、

校・園内研修の充実が図られていることがわかります。 

 

〇 研修に関する各学校・園の反省     〇 研修に関する各学校・園の反省     〇 研修に関する各学校・園の反省     〇 研修に関する各学校・園の反省     
 

<平成２６年度学校・園教育活動の評価から> 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各学校・園の反省からは、工夫・改善に努めながら計画的・継続的に研修を進めて

いることがわかります。 

・ 各学校・園とも、教職員全員が年１回以上授業公

開等を行い、授業改善を目的とした研修が進められ

ています。 

・ 全小中学校で内容、指導等について分析･検証する

授業研究や指導方法の研究に重点をおいており、確

かな学力の向上をめざした校内研修が進められてい

ます。 

・  全 小 中学 校 に お いて 幼 保小 中 の 連 携を 重 点 にし た

研修を進め、学びの一体化を推進しています。 

 

 

「Ａ 」： 十 分 「Ｂ 」：お お むね 十分  「 Ｃ 」： やや 不 十 分 「Ｄ 」：不 十分  

<幼稚園 2３園 小学校３８校 中学校 22 校> 

8.2 

8.3 

13.3 

88.2 

88.1 

85.5 

3.5 

3.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H25

H26

研修の工夫・改善がされたか研修の工夫・改善がされたか研修の工夫・改善がされたか研修の工夫・改善がされたか
A B C D

20.0 

23.8 

19.3 

76.5 

70.2 

74.7 

3.5 

6.0 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H25

H26

計画的・継続的な研修ができたか計画的・継続的な研修ができたか計画的・継続的な研修ができたか計画的・継続的な研修ができたか
A B C D

55.3 

52.4 

49.4 

42.4 

46.4 

48.2 

2.4 

1.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H25

H26

教師力向上のための公開授業の推進はできたか教師力向上のための公開授業の推進はできたか教師力向上のための公開授業の推進はできたか教師力向上のための公開授業の推進はできたか
A B C D

7.1 

9.5 

10.8 

83.5 

79.8 

77.1 

9.4 

10.7 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H25

H26

教師力向上サポートブックの活用による研修ができたか教師力向上サポートブックの活用による研修ができたか教師力向上サポートブックの活用による研修ができたか教師力向上サポートブックの活用による研修ができたか

A B C D
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－２ 校・園内研修の充実」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 指導主事の派遣 〇 指導主事の派遣 〇 指導主事の派遣 〇 指導主事の派遣 
 

月  5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計  

回数  13 71 19 93 26 67 53 11 28 24 2 407 

 

・  各学校・園から要請を受け、各種研修会等における助言や指導のために指導主事が

学校・園を訪問しています。要請以外でも、随時、学校・園を訪問し、指導や助言、

相談に応じています。また、指導主事は関係機関を訪問し、学校との調整に努めてい

ます。 

 

                                                                 
◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

○ 各学校・園内での日常的な相互授業公開や実践交流の実施を一層進めます。 

○ 校区が一体となった研修推進体制の充実が図られるよう、学びの一体化の取組

をさらに進めます。 

○ 全国学力・学習状況調査を活用し、各校の教科指導の充実と学習状況の改善を

図る目的から、学力向上に関する研修会を設定し、学校における改善の取組への

支援を行います。校内研修の効果についても、子どもの姿を通じて検証を行い改

善を図っていきます。 

○ ライフステージに応じた各種研修会への積極的参加を促すとともに、校内で研修

内容の共有化を進めます。 

〇 問題解決能力向上をめざした校内研修の充実を図っていきます。 

〇 三重大学教育学部等との連携による校・園内研修会の実施回数 〇 三重大学教育学部等との連携による校・園内研修会の実施回数 〇 三重大学教育学部等との連携による校・園内研修会の実施回数 〇 三重大学教育学部等との連携による校・園内研修会の実施回数 
 

 

 

学習指導・ 

授業づくり 

生徒 

指導 
道徳 

健康・ 

体力向上 

特別 

支援 

家庭・地域 

との協働 
その他 合計 

幼稚園 0 0 0 0 12 ０ ２ 1４ 

小学校 ５３ 0 0 0 ２ １ ０ ５６ 

中学校 ２ 0 0 ０ 3 0 0 ５ 

合計 ５５ 0 0 ０ 1７ １ ２ ７５ 

 
・ 三重大学教育学部を中心に、大学の教員を各校・園に招いて研修の充実に努めて

います。特に、年間を通して同じ教員から継続した指導、助言を受けることによっ

て、成果をあげている学校が増えています。  
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第３章 教育活動を支えるもの 

学習環境の改善 

 

１ 校舎の整備状況 

 

１ 校舎の整備状況 
◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学 校 施 設 は 、 児 童 ・ 生 徒 に と っ て は 生 活 時 間 の 大 部 分 を 過 ご す 学 習 ・ 生 活 の 場

所 で す 。 こ の た め 、 環 境 整 備 は 心 身 の 健 全 育 成 の た め に 重 要 な こ と で あ り 、 健 康

的 で 安 全 な 施 設 と し て 良 好 な 学 習 環 境 の 確 保 に 努 め て い ま す 。  

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

・ 昭和３０年代（一部４０年代を含む）建設のベランダ形式校舎（５校）について

は、学習環境の改善のため、改築による整備を行う必要があり、総合計画の期間内

（平成３２年度まで）に４校を改築することとしています。５校のうち、河原田小

学校は平成２４年度に、また、富田中学校は平成２６年度に終了しました。 

・ 建設から３０年を経過する校舎が半数を超える中、改築を行わない校舎について

は良好な学習環境の確保と施設の長寿命化を図るため、大規模改修を計画的に実施

していく必要があります。 

建築年代別面積 （平成26年5月1日現在） 単位：㎡

建築年 校舎面積 割合 校舎面積 割合 校舎面積 割合 校舎面積 割合
昭和30年代 6,545 3.0% 932 0.7% 304 2.4% 7,781 2.2%
昭和40年代 59,027 27.5% 33,413 26.0% 1,788 13.9% 94,228 26.5%
昭和50年代 89,591 41.7% 42,706 33.2% 8,869 69.1% 141,166 39.6%
昭和60～平成6 17,260 8.0% 29,343 22.8% 1,742 13.6% 48,345 13.6%
平成7～ 42,311 19.7% 22,072 17.2% 140 1.1% 64,523 18.1%

計 214,734 100.0% 128,466 100.0% 12,843 100.0% 356,043 100.0%

小学校 中学校 幼稚園 全体

 

 

   

23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

設計

施行

高花平小学校

総合計画内（平成23～32年度）における校舎改築計画

河原田小学校
富田中学校
笹川中学校
海蔵小学校

年度学校名

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

総合計画の期間内（平成３２年度まで）に、改築を必要とする残る３校の校舎につ

いて、２校（笹川中、海蔵小）の工事を完了し、１校（高花平小）の設計に着手しま

す。 

また、昭和４０年代建設校舎（一部３０年代を含む）について、大規模改修を実施

していくことにより、良好な学習環境の確保と施設の長寿命化を図っていきます。 

施工 
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２ 地震・津波対策の状況 

 

２ 地震・津波対策の状況 
◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

地震や津波発生時における幼児・児童・生徒の安全を確保するとともに、地域の防

災拠点としての機能向上を図るため、地震・津波対策を進めています。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

・ 昭和５６年新耐震基準以前に建設された校舎及び体育館については、耐震診断調査

の結果、補強が必要なものについて、平成１２年度から耐震補強工事を年次的に施

工し、耐震化を完了しています。 

・ 地震時において、天井などの落下被害や割れたガラスの飛散が発生しています。天

井等の落下防止対策や、ガラスの飛散防止を図る必要があります。 

・ 東日本大震災による被害を踏まえ、津波被害が想定され、避難所としての機能の充

実を図る必要がある学校（津波避難ビルに指定されている１９校）について、整備

を行いました。平成２６年度は５校（中部西小、橋北小、常磐小、日永小、中部中）

に、屋上を避難場所として活用するための屋外階段・屋上手摺のほか、自家発電設

備を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

天井等落下防止対策の対象として、新たに対象となった武道場の天井整備を図りま

す（平成２６・２７年度工事予定）。 

地震時などにより割れたガラスの飛散による危険性を回避するため、窓ガラスの飛

散防止対策を図ります（平成２４～２８年度工事予定）。 

公共下水道接続の際、不要となる浄化槽を災害用仮設トイレの便槽に改修整備を図

ります（平成２６～２８年度工事予定）。 

 

避難施設整備事業
屋外階段 屋上手摺 自家発電設備 備考

塩浜 ○ ○ ○

富洲原 ○ ○ ○

楠 ― ○ ○
浜田 ― ○ ○

旧東橋北 ― ○
旧三浜 ― ○

富田 ― ○ ○
中央 ― ○ ○

中部西 ○ ○ ○

橋北 ○ ○ ○
常磐 ― ○ ○

日永 ― ○ ○
塩浜 ○ ○ ○

富洲原 ○ ○ ○
楠 ― ○ ○

橋北 ○ ○ ○

港 ○ ○ ○
中部 ― ○ ○ Ｈ26事業

（○印は設置済、―は屋内階段あり）

※富田中学校は改築事業に合わせて実施しました。

整備対象校

小学校

Ｈ24～Ｈ25

中学校

Ｈ24～Ｈ25

Ｈ25事業

Ｈ26事業

Ｈ25事業
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３ 学習環境の状況 
 

 

３ 学習環境の状況 
    

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

快 適 な 環 境 づ く り を 推 進 す る た め 、 空 調 設 備 を 設 置 し て い き ま す 。 ま た 、 建 物

の 環 境 性 能 （ 屋 根 や 壁 へ の 断 熱 材 の 設 置 、 窓 を 高 性 能 な も の に 変 え る 、 日 除 け の

設 置 な ど ） を 向 上 さ せ て い ま す 。  

    

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

・ 保 健 室・パ ソ コ ン 室 な ど に つ い て は 空 調 設 備 の 設 置 を 終 え て お り 、必 要 に 応 じ

て 特 別 支 援 学 級 に お い て 設 置 し て い ま す 。  

・ 普 通 教 室 に は 未 設 置 で あ る た め 、特 に 夏 の 学 習 環 境 の 改 善 に 向 け て 、今 後 空 調

設 備 の 設 置 に つ い て の 検 討 を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。  

・ 空 調 の 効 果 を 高 め る た め に も 、改 築 改 修 時 に 環 境 性 能 を 向 上 さ せ 、建 物 そ の も

の の 工 夫 で 室 内 環 境 の 向 上 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

 

※ 校 舎 の 改 築 に お け る 建 物 性 能 の 向 上 事 例  

 
 

 

 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

夏 の 学 習 環 境 改 善 に つ い て 、 平 成 ２ １ 年 度 に 教 育 環 境 改 善 検 討 会 を 設 置 し 検 討

を 行 っ た 成果を生かし、学校現場で夏季における通風の確保や遮光の手法など、でき

ることから取り組んでいくとともに、改築改修工事にも検討会の成果を反映し、建物

の環境性能の向上を図っていきます。 

空調設備について、第２次推進計画の３年間で小中学校の図書室、視聴覚室、音楽

室に整備を図ります（図書室は平成２６年度に整備を完了）。普通教室の空調設備の設

置については、引き続き整備について検討していきます。 

 

遮光効果        

夏場の朝の日差しで教室内が暑くな
るのを防ぐため、バルコニーと縦ルー
バーを配置しています。  

煙突効果       

上昇した暖かい空気が校舎外に抜け
るよう、開閉できる窓を階段室の上部
に設置しています。  

(写真：富田中学校 ) (写真：河原田小学校 ) 
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４ 通学路における交通安全施設整備 
 

 

４ 通学路における交通安全施設整備 
◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

児 童 ･生 徒 の 登 下 校 時 の 交 通 事 故 防 止 を 目 的 と し 、 き め 細 か な 整 備 を 行 う た め 、

学 校 ・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 地 元 自 治 会 等 の 意 見 を 聞 き な が ら 、 通 学 路 に お け る 交 通 安 全 施 設

整 備 の 推 進 に 努 め て い ま す 。  

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

道路の安全対策については道路担当部局が取り組んでいるところですが、加えて通

学 路 に お け る カ ー ブ ミ ラ ー 、 転 落 防 止 柵 、 路 面 表 示 な ど 小 規 模 な 交 通 安 全 施 設 の

整 備 に つ い て 、学 校 に お い て 危 険 箇 所 を 取 り ま と め 、教育委員会においても取り組

みを行っています。 

※ 施 工 事 例  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

路面表示（施工前）         路面表示（施工後） 

整備状況

要望 実施 実施率 要望 実施 実施率 要望 実施 実施率 要望 実施 実施率

カーブミラー整備（箇所数） 23 13 56.5% 19 9 47.4% 17 14 82.4% 9 7 77.8%

ガードレール整備（箇所数） 8 6 75.0% 6 5 83.3% 3 2 66.7% 4 3 75.0%

転落防止柵整備（箇所数） 14 13 92.9% 11 8 72.7% 11 9 81.8% 8 8 100.0%

保護用ポール整備（箇所数） 6 4 66.7% 4 4 100.0% 2 3 150.0% 8 7 87.5%

側溝蓋整備（箇所数） 14 8 57.1% 10 7 70.0% 11 11 100.0% 14 14 100.0%

路側帯整備（箇所数） 30 25 83.3% 29 25 86.2% 39 32 82.1% 47 43 91.5%

路面表示整備（箇所数） 156 142 91.0% 188 171 91.0% 217 216 99.5% 233 227 97.4%

注意喚起看板（枚数） 125 125 100.0% 153 153 100.0% 173 173 100.0% 85 85 100.0%

路面ステッカー（枚数） 556 556 100.0% 603 603 100.0% 580 580 100.0% 487 487 100.0%

合計 932 892 95.7% 1,023 985 96.3% 1,053 1,040 98.8% 895 881 98.4%合計 932 892 95.7% 1,023 985 96.3% 1,053 1,040 98.8% 895 881 98.4%合計 932 892 95.7% 1,023 985 96.3% 1,053 1,040 98.8% 895 881 98.4%合計 932 892 95.7% 1,023 985 96.3% 1,053 1,040 98.8% 895 881 98.4%

23 24　　　　　　　　　　年度
　項目

25 26

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

通学路の状況について、学校・地域の意見を十分に聞きながら、小 規 模 な 交 通 安 全

施 設 整 備 を 実 施 し ま す 。 歩 道 の 設 置 な ど 大 規 模 な 整 備 に つ い て は 、 道 路 担 当 部 局

と の 連 携 を 十 分 に 図 り 、 通 学 路 の 安 全 確 保 を 図 っ て い き ま す 。  

 ま た 、平 成 ２ ６ 年 7 月 に「 四 日 市 市 通 学 路 交 通 安 全 推 進 会 議 」を 設 置 し ま し た 。

こ れ に よ り 、 公 安 委 員 会 や 道 路 管 理 者 な ど 、 関 係 機 関 と の 連 携 を 強 化 し 、 継 続 的

に 通 学 路 の 交 通 安 全 対 策 を 実 施 し て い き ま す 。  
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第３章 教育活動を支えるもの 
学習環境の改善 

 

５ 通学区域の弾力的運用 
 

 

５ 通学区域制度の弾力的運用 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

児童・生徒を取り巻く環境は多様化しています。四日市市はその多様化に対応した

教育をすすめるために、地域の実情や児童・生徒、保護者の意向に配慮した通学区域

の弾力的運用を行っています。この制度について、「四日市市立小学校及び中学校の

指定の変更に関する取扱要綱」を設け、状況に応じて通学指定校の変更をしています。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

現在、四日市市における弾力的運用基準は１２基準あります。下記の表に掲げる許

可基準のいずれかに該当し、かつ安全な通学が見込める場合に限り、指定校の変更を

認めています。 

また、平成２６年度は約２．６４％の児童生徒に学区外通学の許可を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許可基準 事               由許可基準 事               由許可基準 事               由許可基準 事               由

地理的条件 地理的に学区外通学が適当であると認められ、通学に支障のないとき

留守家庭
住民登録地において児童生徒の下校時に自宅に不在である等の理由で、父母の勤務先、祖父母
の家又は学童保育所等のある校区の学校を希望する場合

住居建築中 住居の建て替えのために一時的な居所より通学せざるを得ない場合で、通学に支障のないとき

転居予定 転居予定で、事前に転居予定先の校区の学校を希望する場合で、通学に支障のないとき

途中転居 転居後、従来通学していた学校を希望する場合で、通学に支障のないとき

健康上の理由 児童生徒の健康上やむを得ないと認められるもの

住民票のみの異動 住民票が居所に無い場合

来日児童生徒 来日した児童生徒の日本語が不十分で、拠点校を指定した場合

不登校の理由により、児童生徒の教育上、学区外通学が適当であると教育委員会が認めた場合

園児・児童の交友関係で特に考慮する必要が認められる場合（いじめ、不登校の発生に配慮が必
要と認められる場合に限る）

入学時に兄弟姉妹が、通学希望校に既に在籍している場合

部活動への配慮
児童が中学校入学後、入部の意志を強く持っている部活動が通学区域の学校に存在せず、校区
に隣接する中学校に該当する部活動が存在し、かつ上記の希望する中学校に安全に通学するこ
とが可能な場合

特別な事情 上記のほか、教育委員会が特に学区外通学が適当であると認めた場合

選択可能地区
児童・生徒が、教育委員会が定めた「選択可能地区」に居住している場合
また上記の他、教育委員会が特に通学距離に配慮が必要であると認めた場合

教育上の配慮
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第３章 教育活動を支えるもの 
学習環境の改善 

 

５ 通学区域の弾力的運用 
 

 

○学区外通学許可件数の推移（平成１７年度～平成２６年度） 

 
 

○平成２６年度学区外通学許可件数（小・中）の内訳 

小学校                  中学校 

  

 

○ 平成２６年度の学区外通学許可件数は、小学校で３８１件・中学校で２９５件です。

また、学区外通学許可総人数は、１，６２５人（小学校９２７人、中学校６９８人）

となっています。このような状況から、この制度の運用により、児童・生徒、保護者

の意向をある程度満たしているものと思われます。 

○ 通学区域制度の弾力的運用を進めていくことで、自治会・育成会等の地域活動から

はずれてしまう家庭や児童生徒が増えることが考えられます。     

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  小・中学校を通じて通学区域の弾力的運用基準の周知を行います。 

○  弾力的運用については、問題点を整理してより適正な運用を進めていきます。 

○  通学区域の弾力的運用を発展させた学校選択制度については、他市の導入状況やそ

の評価を参考にしながら、引き続き検討していきます。 
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   資    料     資    料     資    料     資    料  
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平成２６年度 使用教科用図書一覧 平成２６年度 使用教科用図書一覧 平成２６年度 使用教科用図書一覧 平成２６年度 使用教科用図書一覧 

    

    

  

１小学校

番 号 略　称

国 語 １ ～ ６ 年 38 光 村
こくご一上　かざぐるま，こくご一下　ともだち，
こくご二上　たんぽぽ，こくご二下　赤とんぼ，国語三上　わかば，国語三下　あおぞら，
国語四上　かがやき，国語四下　はばたき，国語五　銀河，国語六　創造

書 写 １ ～ ６ 年 2 東 書 あたらしいしょしゃ一，新しいしょしゃ二，新しい書写三，四，五，六

社 会 ３ ～ ６ 年 116 日 文 小学社会３・４年上下，小学社会５年上下，小学社会６年上下

地 図 ４ ～ ６ 年 46 帝 国 楽しく学ぶ小学生の地図帳４・５・６年最新版

１ ～ ６ 年 2 東 書 あたらしいさんすう１，新しい算数２上下，３上下，４上下，５上下，６上下

３ ～ ６ 年 61 啓 林 館 わくわく理科３，４，５，６

１ ・ ２ 年 116 日 文 わたしとせいかつ上　みんな　なかよし，わたしとせいかつ下　ふれあい　だいすき

１ ～ ６ 年 27 教 芸 小学生のおんがく１，小学生の音楽２，３，４，５，６

１ ～ ６ 年 116 日 文
ずがこうさく１・２上かんじたことを，ずかこうさく１・２下おもったことを
図画工作３・４上　よさを見つけて，図画工作３・４下　ちがいをみとめて
図画工作５・６上　心を通わせて，図画工作５・６下　伝え合って

５ ・ ６ 年 9 開 隆 堂 小学校　わたしたちの家庭科　５・６

３ ～ ６ 年 2 東 書 新しいほけん　３・４　　　　新しい保健　５・６

2 中学校

番 号 略　称

国 語 １ ～ ３ 年 38 光 村 国語１，２，３

１ 年 2 東 書 新しい書写 一年生用

２ ・ ３ 年 2 東 書 新しい書写　二・三年生用

地 理 的 分 野 １ ・ ２ 年 46 帝 国 社会科　中学生の地理　世界のすがたと日本の国土

歴 史 的 分 野 １ ～ ３ 年 2 東 書 新しい社会　歴史（1、2年生使用）　　新編　新しい社会　歴史（3年生使用）

公 民 的 分 野 ３ 年 2 日 文 中学社会　公民的分野

１ ～ ３ 年 61 啓 林 館 未来へひろがる数学１，２，３

未来へひろがるサイエンス１，２，３

未来へひろがるサイエンス　１，２，３　マイノート

１ 年 27 教 芸 中学生の音楽　１

２ ・ ３ 年 27 教 芸 中学生の音楽　２・３上下

１ 年 116 日 文 美術　１　美術との出会い

２ ・ ３ 年 116 日 文
美術２・３上　生活の中に生きる美術
美術２・３下　社会へ広がる美術

１ ～ ３ 年 61 啓 林 館

３年 224 学 研

１ ～ ３ 年 27 教 芸

保　健　体　育

美　　　　　術

英 語 １ ～ ３ 年

新・中学校保健体育

2

2

9

2

中学生の器楽

教　　科 学 年
発　行　者

教科書名（シリーズ）

国
語

社
会

算 数

理 科

生 活

音 楽

図　画　工　作

家　　　　　庭

保　　　　　健

教　　科 学 年
発　行　者

教科書名（シリーズ）

国
語

社
会

地 図 １ ～ ３ 年 46 帝 国 中学校社会科地図（1、2年生使用）　　　新編　中学校社会科地図　初訂版（3年生使用）

書 写

数 学

理　　　　　科

音
楽

音 楽 一 般

器 楽 合 奏

※特別支援学級児童生徒については，能力や教育内容に応じて，上記教科書の替わりに盲・聾・養護学校用教科書や一般図書を使用している場合もあります。

１・２年

１・２年

１・２年

３年
技
術
家
庭

三 省 堂 NEW　HORIZON　English Course１，２，３

東 書 新しい保健体育

2 東 書 新しい技術・家庭　技術分野

開 隆 堂 技術・家庭　家庭分野

技 術 分 野

家 庭 分 野

技術・家庭　技術分野

東 書 新しい技術・家庭　家庭分野

開 隆 堂

３年 9
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平成２６年度 指導資料及び副読本 平成２６年度 指導資料及び副読本 平成２６年度 指導資料及び副読本 平成２６年度 指導資料及び副読本 

 ＜四日市市教育委員会発行の指導資料及び副読本＞ 

 ＊ 社会科副読本「のびゆく四日市」（小学校３・４年生） 

 ＊ 環境教育（四日市公害・生物多様性）事例・教材集 

＊ 四日市市小学校外国語活動カリキュラム 1・２・３・4 年生  

 ＊ 水泳指導の手引 

 ＊ ５分間運動（小学校・中学校） 

 ＊ 保健体育科柔道の指導手引き 

 ＊ 保健体育科剣道の指導手引き 

 ＊ 体育好きの子どもを育てる 小学校体育科実践事例集 

＊ 「学校・園安全」充実のための手引 

 ＊ 「いじめ」に関する指導の手引 

 ＊ 虐待対応マニュアル（「子ども虐待対応の手引き」「児童虐待防止と学校」） 

 ＊ スクールカウンセラーの活用の手引き 

 ＊ 緊急支援手引き 

 ＊ 四日市市立学校における生徒指導の対応Ｑ＆Ａ 

 ＊ 信頼ある学校を創るー学校に対する苦情への対応  

 ＊ 学校図書館運営の手引 

 ＊ 全国学力･学習状況調査結果の分析 ｢授業の改善｣と｢学力と学習状況の相関｣等  

 ＊ 学びの一体化（平成２５年度の取組） 

 ＊ スタートカリキュラム四日市市版 

 ＊ 学校人権教育のてびき「学校における人権学習プログラム」 

＊ 四日市市人権作文集 

＊ 「いじめや差別をなくすために私たちができること」 

～見直そう，振り返ろう～自らの人権感覚（事例集 学校教育関係者編）≪増補版≫ 

 ＊ いっしょに考えよう～いじめ問題～（保護者編）かけがえのない子どもたちのために 

【リーフレット】 

 ＊ 自分大好き、みんな大好き～自尊感情を高めるために～【リーフレット】 

 ＊ 部落史学習地域資料ⅠⅡ 四日市の部落史 

＊ 子どもの心を見つめて－不登校の子どもへの指導の手引き－ 

＊ 登校を促す早期アプローチ  不登校児童生徒への支援  

＊ 子どもとともにー就学相談の手引きー 

＊ 聞こえにくい子どもの理解のために 

＊ 四日市市校園内特別支援教育体制作りサポートブック 

＊ 相談支援ファイル 

＊ 教師力向上サポートブック 

＊ 教師力向上研修 

＊ 問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック 

＊ 電子黒板活用マニュアル 

＊ プロジェクタ活用マニュアル 

＊ 学校防災対策ガイドライン（暫定版） 
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